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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　落雷のような音を立てて、天井の梁はりが裂けた。

　墨絵の描かれたふすまを破り、筋骨隆々の大鬼が飛び込んでくる。

「今ぞ！　羅ら紗しや結界！」

　応、と声が上がり、左右から青白い魔力の糸が伸びた。

　糸が織物のように重なって、一枚の幕となる。見た目は薄絹のように頼りないが、鬼を受け止め、激しい魔力の火花を散らした。

　大鬼の脚が止まる。その隙に、赤あか羽ばね空くう観かんは傀く儡ぐつを飛ばす。

　傀儡がふるう槍やりの穂先に、魔ま靭じんの刃が形成される。それは鬼の肌をたやすく引き裂き、依より代しろたる内部の刀剣を叩たたき割わった。

　一撃で鬼が霧散する。周囲の傀く儡ぐつ師しが沸き立った。

「見事だ、空観！」「腕は健在よな！」

「騒ぐな、まだくる！　結界を守れ──」

　空観の指示より早く、頭上を超重量の何かが吹き抜けた。

　天井が一部、きれいに無くなる。瘴しよう気きの切れ間から夜空がのぞき、屋根を飛ばした敵の姿が見えた。身の丈七メートル、甲かつ冑ちゆうを着込んだ巨大な武者だ。

「〈毘び沙しや門もん〉か……このような街中で大式神を出すとは……」

「どうやら連中、屋敷の外に人払いの結界を構築したようだな」

　赤羽一門の古老たちが、低い声で指摘した。

「とすれば、既すでに包囲されておる。我らをいかようにも料理できよう──くるぞ！」

　刃渡り五メートルはありそうな、巨大な刀が振り下ろされる。空観の傀儡が三体がかりでそれをいなすと、それた刃が隣室の天井を割り、粉ふん塵じんが舞った。

　その粉塵に引火して、ぼっと天に炎が立つ。

「……もたんな、これは」

　古老のうめきは、空観の実感でもある。

　正面には式神が殺到している。背後に味方の傀儡師が二十人ほどいたが、いずれも重傷を負い、既に虫の息だ。聞こえてくる戦闘音はこの場に集中していて、この場にいない者たちの運命を暗示していた。

　空観もまた、割られた頭から、おびただしい血を流している。

　風にのり、火炎の臭においが流れてくる。視界は急速に悪くなっていた。

　ふっと皮肉げに笑って、老いた傀儡師が視線を寄よ越こした。

「やはり籠城は性に合わん。こちらが攻め手ならば、やりようもあったものを」

「ふ……今さら言っても詮無きことよ」

　空くう観かんも笑みを返す。こちらの拠点が攻められる──その状況ができてしまっていた時点で、この戦いくさに勝ちはなかった。

「空観、貴様の死に顔は見とうない。一足先に逝いくぞ！」

「待て、叔父貴──」

　いや、止めるべきではない。そう思ったときには、傀く儡ぐつ師しはもう結界の外へ転移していた。さすがの練達、鬼どもは標的が消えたことにも気付かない。叔父はそのまま跳躍し、屋根の上へと躍り出た。

　傀儡八体が半円形に陣をなし、魔力の糸で三日月形の刃を作る。さすまたを押しつける要領で、三日月は大式神毘び沙しや門もんの首を斬り落とした。

　見事と言うほかない。しかし、所しよ詮せんは多勢に無勢だ。

　真下から噴き上げた火炎が、空中の傀儡人形を焼き尽くす。新たに生まれた半人半蛇の大式神が火か焰えんを吹き散らし、さらに尾を振り、傀儡を失った傀儡師を叩たたき落おとした。

　火だるまとなった死体が結界を壊し、鬼がなだれ込んでくる。グシャリと嫌な音を立て、空観の左右で傀儡師が肉塊に変わった。

　もはやこれまで──覚悟を決めた空観の眼前で、鬼どもの動きが不意に止まった。

　いつの間に現れたのか、鬼どもの後ろに、静かに立つ若者がいる。

　浄じよう衣えをまとい、禁刀を下げている。いざなぎの陰おん陽みよう師じかと思ったが、紋はあくまで赤あか羽ばね一門のものだ。素顔は銀細工の仮面に隠され、見ることはできない。

　若者が手を向ける。その指から魔力の糸が伸び、空観の真横をすり抜けた。

　赤羽流紅こう翼よく陣じん。幾つかの傀儡が制御を奪われ、それぞれの主あるじを切り捨てる。傀儡師たちは綺き麗れいに首を落とされ、動きを止めた。

　相手の技量に瞠どう目もくし、それから、空観はかすかに笑んだ。

「……さすがだな、天てん全ぜん」

　荒い息をつきながら、確信をもって呼びかける。

「おまえが攻め手を任されたのか。すっかり綺き羅ら殿の傀儡だな……」

「おっしゃる通りです、父上」

　にこりともせずに、天全むすこが答える。空観は肩を揺すって笑った。

　──誰だれがどう見ても、ここが終しゆう焉えんだった。

　いやに静かだ。空観は炎の爆はぜる音を遠くに聞きながら、息子に呼びかけた。

「吉よし乃のは……どうした？」

　天全は答えなかった。──十分な答えだった。

「そうか……撫子なでしこは？」

「生きているとは言えますまい。綺き羅らさまの悲願は成りました」

　含んだ意味を了解し、空くう観かんは目を閉じた。

「ふふ……よくも……やりおおせたものよ」

　もはや覆しようもなく、今こ宵よいが赤あか羽ばね一門最後の夜となった。怒りも、憎しみもあるはずだが、不思議と胸を満たすのは、満足に似た感情だった。

　意識が遠のく。空観は目を細め、仮面越しに息子の眼を見た。

　炎を映す瞳は紅あかく、澄んだ湖面のように静かだった。

「いざなぎの闇は深い……逃のがれる道はないぞ……？」

「道なくば、切り拓ひらくまで」

「拓いて、どこへ行く……？　いかにおまえでも……一人では……」

「一人ではありませぬ」

　かすかに──ほんのかすかに──天てん全ぜんの口元がゆるんだ気がした。

（ああ……そういう……ことか……！）

　空観は声をあげて笑いたくなった。なるほど、なるほど。これは何とも皮肉なことだ。神仏が実在するならば、それはきっと、洒落しやれや酔狂を好む者だ。

　己が息子を二人授かったことに、空観は心から感謝する。

「ならば、もう……思い残すことはない」

「お覚悟を、父上。そして、心置きなく成仏なされよ」

　天全が魔力を練る。とどめの気配を感じたのか、それとも別の理由によるのか、大式神が風に溶け、鬼たちの体がただの瘴しよう気きへと変じ始めた。

　戦いの気配が遠のいていく。その静寂の中、父と子はしばし、見つめ合った。

　空観はこの息子が生まれた日のことを思い出そうとしたが、既すでに意識は混濁し、上う手まくいかなかった。

　天全が魔力の糸を放つ。糸は空観の喉に命中し、魔力循環系マギ・サーキユレートリを食い破った。弱りきった空観に抵抗の術すべはなく、たやすく神経を支配される。呼吸を止められるのがわかったが、痛覚はやわらぎ、苦痛はない。ただ目の前が暗くなり、血だまりの中に倒れた。

　ふと、どたどたと荒々しい足音が聞こえた。

　この燃え盛る炎の中を、煙にまかれながら、駆けてきた馬鹿がいるらしい。

「撫子なでしこ！　どこだ！　撫子！」

　ふすまが開き、放ほう蕩とう息子が顔を出す。恐怖と憤怒にゆがんだ、ひどい形相だ。まだ幼いその顔に、深い絶望が浮かぶのを見て、空観は胸を痛めた。

（すまぬな、雷らい真しん……）

　あの向こう見ずな、何かと考えの浅い──だがまっすぐな息子が、これから歩むだろう辛苦の道に、同情心のようなものが芽生えている。

　二人の息子が何やら言葉をかわしているが、父にはもう聞こえない。

　火の回った天井が傾かしぐ。梁はりが焼け落ちる前に、空くう観かんは手近な傀く儡ぐつへ糸をつないだ。

「雷らい真しん……おまえは……」

　最期の力を振り絞り、傀儡で息子を突き飛ばす。

「生きよ！」

　遠ざかる息子と、落ちてくる梁は、ひどくゆっくりに見えた。

　先刻思い出せなかったことが、いくつも胸に去来した。

　この屋敷で過ごした歳月。息子が生まれた日のこと。妻を迎えた日のこと。父母のぬくもりと厳しさ。そういったものが、次々に──

　その穏やかな、不思議なあたたかさの中で。




　赤あか羽ばね空観は、五十余年の生涯を閉じた。
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　あたかも焦土のように、赤茶け、黒ずんだ大地が広がる世界──




　空は赤黒く、火山の噴煙に覆われている。地は半裸の亡もう者じやが徘はい徊かいし、そこかしこに骨の骸むくろが転がっている。人々が〈地獄〉と聞いて思い描く風景だ。

　その荒れた大地に、不釣り合いなほど清浄な河が走っている。

　忘却の大河レーテ。水底が見通せるほどに澄み、バニラの香りが甘く漂う。そのほとりに今、かなり唐突に、白いテーブルセットが置かれていた。

　座しているのは黒髪の少女。少女趣味の可か憐れんなドレスをまとっているが、秘めた魔性は隠しようもなく、まがまがしい妖気を周辺にまき散らしている。

　彼女こそ、この異界の支配者。黒くろ薔ば薇らセフィラ・バルゼル・アプラクサスだ。

「おや？　まあ？　何ですって、ドロシー？」

　ぴしっと不穏な音を立てて、セフィラのカップにヒビが入る。

「わたくしの聞き間違いでしょうねえ？　フレイを見失ったと聞こえたのだけど？」

「ひーっ！　ごめんなさいお婆ばあ──お姉さまーっ！」

　小柄な少女が地べたに突っ伏し、セフィラに許しを請う。

　孫のドロシー。縮こまって逃げようとするのをセフィラは許さず、ドロシーの首根っこをつかまえ、仔こ猫ねこをそうするように吊つり上あげた。

　ぶら下げられたドロシーが早口で釈明する。

「仕方なかったんですぅ！　本当に一瞬のことでっ……あのドグサレ乳女があんな無謀な──巨人ギユネスに突っ込むなんて、完っ全に予想外だったんですぅ！」

「巨人ギュネスが狂王の手にあったのも、予想外だと申すのでしょう？」

「お、おっしゃる通りですぅ……っ」

　セフィラも報告は受けている。ラザフォードが建造していた巨人アンドロギュネスは、既すでにエドマンドの手に落ちていた。

　その巨人から皆を護まもるため、フレイは己の身を投げ出した……らしい。

　居合わせた市民や学生を護るため、ラザフォードは転移魔術で離脱を図った。ドロシーもその術に巻き込まれたので、フレイがどうなったのかはわからないと言う。

　状況は理解できたが、セフィラの怒りは収まらない。

「フレイは剣ロ帝キの抑えですのよ？　万が一にもあれを失えば、剣帝がわたくしに従う理由もない……Ｄワークスの最高傑作をみすみす逃すことになる！」

「じ、人造プロミストチルドレンなら、ヘイゼルだって……っ」

「あれとてフレイにべったりでしょう！　何のためにおまえをつけたと思いますの！」

「おおお言葉ですけど、あたしは何度も救援要請を出しました！　なのにお姉さまが冥府に引きこもって、応答してくださらなかったんですぅ！」

「おや？　まあ？　この黒くろ薔ば薇らに口答えしますのね？」

「ひぇ……っ」

　ドロシーが震え出す。セフィラの中で嗜し虐ぎやくの虫が騒いだが、お仕置きを楽しんでいられる状況ではない。セフィラはドロシーを放り出し、冷たく問うた。

「当然、フレイの捜索は始めているのでしょうね？」

「は……はい。あたしのスケルトンちゃんたちが、何とか……」

「何とか？　闘技場は天空にあるのでしょう？　どうやって侵入したのです？」

「……えっと」

「よもや、地上を闇雲にさまよわせているのでは……？」

「ええっとぉぉおおお！」

　だらだらと垂れ落ちる冷や汗。どう見ても、まともな捜索などできていない。

　セフィラはため息をついた。びくっとなるドロシーを叱らず、寛大に命じる。

「フレイの安否はわたくしが確かめます。おまえは剣帝の方を捜しなさい」

「は、はぁい！　ただいま！」

　逃げ足だけは迅速だ。ドロシーはドクロの杖つえにまたがり、颯さつ爽そうと冥府の空へ飛び立った。上空の時空がゆがみ、距離が曖昧になって、異界の外へ飛び出して行く。

　セフィラは大きく息を吐き、スケルトンの給仕で紅茶を飲んだ。

（フレイはおそらく紫し薔ば薇らの手に落ちた……。生きていれば、の話ですけれど）

　厄介なことになった。紫薔薇こと土ど門もん綺き羅らには、セフィラであっても近付けない。

　既すでにこちらの転移術を見せてしまっている。老ろう獪かいな魔女のこと、こちらの術を解析し、対抗魔術アンチ・マギを用意しているだろう。流儀の違いこそあれ、あちらもこちらも〈死霊魔術ネクロマンシー〉の使い手。術の性質には似通う部分がある。

（決して侮あなどりませんわよ。あれはアストリッドにも殺されなかった女です）

　綺羅は脅威だ。その綺羅だけでも厄介なのに、例の〈天空城〉にはもう一人、セフィラの脅威となり得る人物がいる。

　狂気の王──〈黒こく衣い帝てい〉エドマンド。

「ふん、よくも円卓の薔薇を欺いてくれやがりましたわね……極めて不愉快ですけれど、やはりあの男が〈予見の子〉か……」

　エドマンドは予見通り〈天の玉座〉にある。ギュネスを得た今、彼のもとに神性機巧マシンドールが生まれるのは必然にも思えた。それを阻止する手段があるとすれば……。

（こちらも予見の子を立てるしかありませんが……）

　びくっと胸が跳ね上がり、セフィラはほくそ笑んだ。

「元気のよいこと。かくなる上は、切り札はおまえということになりますわね？」

　いとおしげに己の胸をさする。そうしながら、セフィラはつい先刻、この冥府で聞いた彼の言葉を思い返した。




「黒くろ薔ば薇らの魔女に、赤あか羽ばね雷らい真しんの心臓を預ける！」

　雷真の宣言を聞き、昴すばると六む連つらがそろって目を伏せた。昴は悔しげに大地を叩たたき、六連はそっぽを向く。──どちらも己の無力を嘆いている。

「賢明な判断です」

　他方、セフィラは上機嫌だ。

「利口な子どもは好きですわ。では、早々に契約の儀式を済ませましょうか」

「頼む。どうやればいいんだ？」

「式を一から編もうとすれば、三日三晩はかかるでしょうが──おまえは強運でしてよ。アストリッドに使ってやろうと思って、事前にしたためたものがありますの」

　セフィラが指を弾はじくと、地中からスケルトンが這はい出だしてくる。骸骨は丸めた羊皮紙を握にぎっていて、うやうやしく魔女に捧ささげた。

　古典的なスクロール。その中身は契約書だ。文面を確認させてやったが、雷らい真しんはラテン語が読めないらしく、大して確認もせずうなずいた。

　セフィラはあきれたが、好都合でもあるので、さっさと儀式を進めた。

「では、おまえの血の証あかしをここへ」

「血？　血判でも押せばいいのか？」

「いいえ──こうするのですわよ」

　雷真の胸に羊皮紙を押し当て、そのまま爪で押し貫つらぬく。

　胸骨を割り、臓物をかきわけ、脈動する心臓を握る。

　雷真の喉から空気が漏もれた。大騒ぎしたいのだろうが、胸に腕がめり込んでいて、叫ぶことも、のたうち回って苦しみをまぎらすこともできない。

　代わりに、雷真の友人が反応した。

「何しくさるっ！　離せ！」

　激げき昂こうした昴すばるを、巨大な骨の手が払いのける。セフィラの下僕しもべたる大骸骨が、きっちり主あるじを守っていた。昴は地面をごろごろと転がされ、動けなくなった。

　そちらは無視して、セフィラは雷真に向き直る。

　彼は多量の脂汗を垂らし、痛苦に耐えている。何ともそそる表情だ。セフィラはにたりと笑って、力任せに心臓を引きずり出した。

　幾つかの血管が引き千切られ、噴水のような血しぶきが飛ぶ。セフィラの白い顔、白いドレスが血に染まり、湯気を立てた。

　さすがに意識が飛んだのか、雷真はぴくりとも動かなくなった。

　死を疑うような静寂が訪れる。しかし、雷真の心臓は脈動を続け、生き生きと熱を生み出している。セフィラは羊皮紙で雷真の心臓を包み、古式ゆかしい呪文を唱えた。心臓がしだいに輝きを帯おび、それが羊皮紙に隠されて、異空間へと消えていく。

　心臓が完全に消えたところで、羊皮紙を巻き、蠟ろうで封をして、薔ば薇らの印章ブランドを捺おす。──これで契約成立だ。雷真の胸からはみ出していた血管も、大きな傷跡も、おびただしい血液も、幻であったかのように消滅した。

　激痛から解放された雷真が、恐る恐る己の胸板を探る。たった今見たものが現実だったのか、幻覚だったのか、判断がつきかねている様子だ。

　変化はむしろセフィラの方に生まれている。胸郭内に異物感があり、胸もわずかに盛り上がっているのだ。セフィラは甘いため息を漏らし、

「ああ、きつい……おさまり切らない大きさですわ。まずまずの逸いち物もつですわね」

「……俺おれの方はスカスカだ。ひょっとして、俺の心臓は」

「ええ、そう。信じようが信じまいが、おまえの心臓は一ポンドぶん、わたくしの身の内にあります。わたくしの体に間借りしているわけですわね」

「……この状態で、魔活性不協和の原理はどうなる？　たとえば、俺おれが金剛力を使ったら、この魔術は壊れるか？」

「簡単には壊れません。魔活性不協和の負担は、おまえとわたくしで分かち合うのです。この意味は、おわかり？」

「……俺の負担が重くなるのも、軽くなるのも、あんたの気持ち一つってことだ」

「ふふ、そんな塩辛い顔をするものではなくてよ。恩恵もあるのですから」

「恩恵？　何だ？」

「もう変化を感じているのではなくて？」

　雷らい真しんははっとした様子で、上着を開き、胸の包帯をほどいた。日ひの輪わに貫つらぬかれた胸の傷が、見てわかるほどの勢いで、急速に塞がりつつある。

「日輪の術が破れた……!?　それに、すげえ魔力ちからが湧いてくる……！」

　その通り、雷真の肌は潤じゆん沢たくな魔力を帯おび、燐りん光こうさえ放っていた。

「わたくしの魔力が流れ込んでいるのです。異界という〈へその緒〉を介して、母から子に渡るようにね」

「すげえ……！　これなら、俺も戦える……！」

「言っておきますけれど、わたくしの助力はここまでですわよ。我がアプラクサスは戦力を温存し、この戦いの〈後〉に備えます」

「十分だ。ありがとう、黒くろ薔ば薇らさま！」

　そこまで言って、雷真は笑い出した。セフィラは思わず眉をひそめる。

「何ごとですの？」

「いや、改めて思ったんだ。俺ってやつは、めちゃくちゃついてる」

　雷真のとなりで、昴すばると六む連つらが絶句する。彼の生い立ちや、これまでの経緯を知っているからだろう。悲劇に見舞われ、過酷な目に遭い、今日またこんなふうに追い詰められながら、それでも『ついてる』と言うのか？

　だが、雷真は本気だ。清すが々すがしいほど晴れやかな顔で、地獄の天を見上げる。

「思い返してみれば、いつも俺には運があった。でなきゃ、ずっと前に死んでるはずだ。俺はいつだってギリギリのところで、誰だれかに、何かに、救われる」

　こちらに向き直り、強い光を宿した瞳でセフィラを見る。

「約束通り、あんたは俺に戦う手段をくれた。だからもし、みんなが明日の朝あさ陽ひを拝めたなら、俺はあんたを命の恩人と思って、大事にする」

　腹の底がくすぐったくなり、セフィラは笑い声をあげた。

「何と言う──ほほほ！　愉快な子ども！」

「阿あ呆ほう……魔女を相手に、どんな口説き文句や……！」

　昴すばるが吐き捨てる。セフィラは手袋をはめた手で、にじんだ涙をぬぐった。

「今の言葉を忘れぬことです。きたるべきその日に、おまえは〈恩人〉の助言を聞くことになるでしょう。無下にするのは忘恩の極み。冥府はそれを決して赦ゆるしません」

　助言──それは実質、命令と同義だ。

　だが、雷らい真しんはいささかも怯ひるまず、笑ってこう言ったのだ。

「ああ、上等だ！」




（あの子どもは……馬鹿なのでしょうね）

　紅茶を口に含みながら、セフィラは笑う。

　馬鹿な子どもは嫌いだが、度を越した馬鹿なら話は別だ。彼が本当に愚者であるなら、彼にもまた、聖堂に立ち入る資格がある。

（ふふ、可愛かわいい子よ。あれは未さ来きを感じさせます）

　生まれつき強運だから死なずに済んだ、と雷真は考えている。

　だが、セフィラの意見は違う。雷真は決して、生まれながらの強運ではない。

　確かに天賦の才はある。しかし、それが幸運とは限らない。才の代価あがないを求めるように、不利、不遇、不幸ばかりがのしかかってきたはずだ。

　過酷な道を歩かされてなお、彼は己を『めちゃくちゃついてる』と表現できる。

　その感じ方こそが、彼を真に強運たらしめている。

（己の運を信じる者は、機への備えができている。ゆえに、わずかな好機をつかむことができるのです）

　不運の中から一いち握あくの幸運を見み出いだす力。そして、不意の好機にも飛び乗れる力。その力を持つ者が、強運と呼ばれるのだ。

　己の幸運を信じない者には、それができない。

（ですがどうやら、それは狂王も同じ様子……）

　エドマンドもまた自らの運を信じ、数々の死地をくぐり抜け、薔ば薇らたちを手玉に取ってきた。そして今、〈天の玉座〉と思われる場所にいる。

「三人の愚者の行く末、見届けさせてもらいましょう」

　セフィラは微笑ほほえみ、ひび割れたカップを口元へ運んだ。





　　　　　２






　──これが、決戦だ。

　兄と向き合う雷真の胸に、ある種の感慨が込み上げていた。

　長い、長い、旅路だった。それは距離でも時間でもなく、力の差による感覚だ。

　はるかな技量の差を超えて今、兄とけりをつけようとしている。

　六体の乙女型自動人形オートマトンに護まもられ、天てん全ぜんは泰たい然ぜんとして立っている。雷らい真しんの周囲にもまた、同じように、三体の乙女型自動人形がいた。

　全員が吹き上げる気迫、魔性の冴さえが心地よい。瘴しよう気きがここだけやわらいでいるのは、背後の日ひの輪わが何か細工をしてくれたせいだろう。

（ありがとよ、日輪）

　兄と日輪のやりとりは、少しだけだが、遠方から確認できていた。

　天全にとっては、瘴気はむしろ力となるようだ。雷真はその術を知らないので、瘴気があっては不利になる。さらに言えば、土ど門もん綺き羅らの奇き襲しゆうも怖かった。

「どうした？」

　銀の仮面の向こうから、天全の紅あかい瞳がこちらを射抜く。

「俺おれに真実を吐かせるのではなかったか？」

　口調は穏やかだが、威圧感は凄すさまじい。小こ紫むらさきが怯ひるみ、にじるように後足を引く。雷真はその背をそっと押し返し、三姉妹を力づけるように堂々と言った。

「ちょいと感慨にふけっていたのさ。いよいよ決着だと思ってな」

「おまえはまだ俺と同じ高さには立っていない」

「上等。そういうのが俺らしい」

　魔力を高める。魔力はすぐさま三姉妹に伝わり、それぞれの魔術回路を満たした。

（……赤あか羽ばね一門の傀く儡ぐつ師しらしくなったもんだな、俺も）

　いつの間にか、父や叔父たちと同じ紅こう翼よく陣じんを体得し、自在に使いこなしている。

　決して平へい坦たんな道のりではなかった。ずいぶん寄り道もしたような気がする。その経験のすべてが、この夜につながっていた。

　すべての戦いから、学んだものがある。手に入れたものがある。

　そのすべてを──この一戦に賭ける。

「勝つぞ！」

『はい！』

　三姉妹の声が綺き麗れいに重なる。しかし、雷真が命令を発するより早く、敵が動いた。

　戦隊スコードロン六体が一斉に、至近距離に転移してくる。

　転移と同時にそれぞれの得物──小刀、剣、槍やり、斧おの、鎌、薙刀なぎなたを構え、繰り出す。

　言葉はなくとも、雪せつ月げつ花かは制御を雷真にゆだねてくれた。ぎぃんっ、と甲高い金属音が同時に六つ、この地下大空洞に響き渡る。

　いろりの魔術、氷ひ面も鏡かがみの氷が螺ら旋せんを描き、攻撃を阻はばんでいた。戦隊の刃が氷ひよう結けつし、一瞬の隙を生む。そのときにはもう、いろりは反撃に移っている。

　視界が白くかすみ、足もとに霜が降りる。戦隊スコードロン全員が防御姿勢を取ったが、雷らい真しんが狙うのはたった一体、火垂ほたるだけ。

　つららの弾雨が火垂に降りそそぎ、赤い血が飛ぶ。いろりの眉が歪ゆがんだが、攻撃はゆるめない。間もなく、血ではなく白い煙が噴き出した。

　火垂のふるうナイフが熱を帯おび、氷槍を片っ端から蒸発させていく。破れたヴェールの隙間から、冷ややかに笑う火垂の顔が見えた。

「愚かな。この程度で私を討うつことなど──」

「火垂！」

　天てん全ぜんが鋭く叫ぶ。びくりとする火垂の背後に、もう夜や々やがいた。

　察知が遅れた。火垂のみならず、戦隊全員の。

　あちらが転移で知覚を乱すなら、こちらは認識の死角をいく。先の応おう酬しゆうをめくらましにして、小こ紫むらさきの八や重え霞がすみが密ひそかに空間を侵食していたのだ。

　夜々は真空を生じるような蹴けりを放った。回避が間に合うタイミングではなかったが、火垂の姿は瞬時に消え、別の影へと入れ替わる。

　両手を広げて身をさらす、黒ずんだ肌の乙女は──蜻蛉かげろうだ。衝撃反射の魔術回路を持つ難敵だが、夜々の蹴りは今さら止まれる体勢にない。

（この一瞬に転移をねじ込んだ……!?）

　雷真は兄の技量に舌を巻く。なす術すべもなく、夜々の蹴りは蜻蛉に炸さく裂れつ。山をも切り崩しそうな一撃に、蜻蛉は微動だにしない。すべて耐え切って、閃せん光こうとともに弾はじき返かえす。

　不可視の怒ど涛とうのようなものが場にあふれた。魔鉱の足場が土くれのように砕け、威力の凄すさまじさを物語る。しかし、その衝撃波がのみ込んだのは、夜々ではない。

　八や重え霞がすみが敵の知覚を狂わせている。蜻蛉は衝撃の反射方向を誤り、味方の鎌かま切きり、そして転移直後の火垂をなぎ倒した。

　恐るべき破壊力。さすがの戦隊も血をまいて吹っ飛んでいく。それでも、手足が千切れ飛ぶほどではない。だからこそ──

　振りかぶっていた刀を、雷真は思い切り振り下ろす。

　袈け裟さ斬りに蜻蛉へ叩たたき込こむ。八や重え霞がすみによる不意討ち、紅こう翼よく陣じんによる擬似的な魔ま靭じん。相手の〈反射〉直後を狙い、見事に蜻蛉をぶった切った。

　ただし、切り飛ばせたのは左腕だけ。天全が魔力の糸で蜻蛉を引き寄せ、致命傷を避けている。千載一遇のチャンスを逸し、雷真は胸中で舌打ちをした。

　着地した雷真のもとへ、無傷の三姉妹が戻ってくる。あちらも転移で立ち位置を変え、再び天全のもとに集結した。

　蜻蛉が左肩の付け根をつかみ、うずくまる。激痛に耐えているだろうことは、ヴェール越しにも理解できた。雪せつ月げつ花かの表情が険しくなる。自分たちによく似た乙女人形が苦しんでいるさまは、三姉妹にとってはつらい眺めだ。

　雷らい真しんも渋じゆう面めんだったが、戦隊スコードロンにダメージを与えたことは、十二分に快挙と言える。自分のはるか後方で、陰おん陽みよう師じたちがざわめくのがわかった。

「ふ……大したものだ」

　天てん全ぜんもまた、彼なりに驚嘆をあらわにした。

「この勝負、六対三かと思っていたが。どうやら六対四のようだな？」

　仮面の下で唇の両端がゆるむ。他方、雷真はひやりとした。

（それを開幕のつけからバラしちまったのは、まずかったかもな……）

　雷真自身が雪せつ月げつ花かに劣らない攻撃力を有する。それがこちらの強みだ。

（相手はまだ手の内を見せてねえってのに）

　雷真は姫ひめ蜘ぐ蛛も、次いで蜜みつ蜂ばちを一いち瞥べつした。

　あの二体はまだ、雷真に魔術を見せていない。──いや、既すでに使われているのかもしれないが、その効力を雷真は知らない。

　ただし、まったく予測がつかないかと言えば、そうでもなかった。

　雷真の脳裏に、過去の兄との戦いが思い浮かぶ。この学院にきて、最初に遭遇したとき──雷真が何かする前に、六体の戦隊が雷真に刃を突きつけ、身動きを封じた。そのときの雷真の実力では、鎌かま切きりの転移魔術には対応できなかった。

　それから多少は実戦慣れして、ようやく転移に対応できるようになった頃、今度は玉たま虫むしの魔力奪取で押さえ込まれた。あのとき、片翼の紅こう翼よく陣じんでは兄に勝てないと知った。

　非効率な魔力運用では、兄に追いつくことは不可能。ゆえに、雷真は魔力制御を磨き、持久力の問題も克服した。結果、完全な紅こう翼よく陣じんを体得し、雪せつ月げつ花かを同時に扱えるようにもなったのだが──

　今度は蜻蛉かげろうの衝撃反射にぶち当たり、夜や々やを破壊される失態をさらした。

　ひとつ壁を乗り越えたと思ったら、すぐに次の壁がある。

　思わず笑いが漏もれる。本当にてのひらで転がされている。ならば当然、姫蜘蛛と蜜蜂も、さらなる〈課題〉を雷真に与えるはずだ。

　狂おしいような気分で、雷真は兄をにらみつけた。

（そう……いつもあんたが『強くなる』きっかけをくれた……）

　いつもそこに、わかりやすい形で、壁となってくれる者がいた。

　この兄が、幾重にも罠わなを用意して、執しつ拗ように雷真の工夫を阻はばむのは──

（俺おれをつぶすためじゃないんだろう？）

　問うて、確かめたい。だが、正面からたずねても、言葉では教えてくれないだろう。

　だから、この腕で訊きく。

　この眼で兄を見極める。相手が今、そうしているように。

　雷らい真しんは大地に刀を突き刺し、両手で印を結んだ。

「行くぞ！　光こう焰えん四八しじゆうはつ環かん！」

　八や重え霞がすみで撹かく乱らんしつつ、夜や々や、いろり、小こ紫むらさきが三人がかりで波状攻撃を仕し掛かける。狙いは敢あえて絞らず、手当たりしだいに攻撃し、こちらの位置を悟さとらせない。打撃と思えば刃、刃と思えば広範囲の冷気攻撃──目まぐるしい攻防に、さしもの戦隊スコードロンも陣形が乱れた。天てん全ぜんも本腰を入れたか、戦場をにらむ視線が厳しくなる。

　八や重え霞がすみを看破しようと意識を集中させている。それを理解して、雷真は動いた。

（ここだ！）

　いろりに伸びる糸を切り、天全に向けて魔力の糸を撃ち出す。

　狙い違たがわず、糸はまっすぐ天全の喉笛に達した。しかし、魔力の糸は天全をすり抜け、その後方へ消えていく。

（手ごたえがねえ！　後ろに抜けた……!?）

　アースのようなものだろうか。思い返せば、雲うん雀じやくもこれをやっていた。

　渾こん身しんの狙撃を無効にされた──この一瞬が、今度は雷真の隙となる。

　当然、手痛いしっぺ返しがくるものと覚悟したが、天全は嘆息しただけだった。

「……甘く見られたものだ。術者を封じ、戦隊を破壊せずに勝つつもりか？」

　雷真のこめかみを冷や汗が伝った。

　そう、先ほど蜻蛉かげろうを討うち漏もらしたのは、相手の速さばかりが理由ではない。

　できれば戦隊を殺さずに勝負を決めたいという、欲が働いたからだ。

　冷や汗を親指で払い、雷真はきっぱりと言った。

「俺おれの傀く儡ぐつの道は、殺しの果はてにはない」

「手を汚さずに勝ちを欲する。それは甘えだ」

「ああ、俺はこの甘えた道を貫つらぬく。硝しよう子こさんにも言われたことだ」

　そう言った途端、夜々の機嫌が悪くなった。

「雷真っ……こんなときまで硝子、硝子って……！」

「おまえも！　おまえもな！」

「ふ……甘えた道、か」

　天全はかぶりを振り、冷え切った声で言った。

「好きにしろ。だが──俺は、殺すぞ？」

　刹せつ那な、虚こ空くうを青白い炎が走った。

　ほとばしる魔力を一身に受け、火垂ほたるが爆発的な速さで突っ込んでくる。

　単騎での踏み込み──完全に予想外だ。雷真の注意はどうしても他の五体にも分散し、結果的に、火垂の速さを見くびる格好になった。

　火垂の魔術回路は圧力を制御する。それは彼女に推進力を、瞬発力を、そして実質的な強度を与える。彼女のナイフは紅あかい稲妻となり、夜や々やを貫つらぬき、小こ紫むらさきを裂いた。












　幸い、それは八や重え霞がすみの幻影だ。遅れてきた衝撃波が、火垂ほたるの速度を教えてくれる。周辺の空気が引き裂かれ、幻影ではない小紫がはね飛ばされた。

「きゃあ！」

　──この悲鳴で位置を知られた。一度は吹き抜けた火垂が、音速に迫る勢いで戻ってくる。いろりが氷壁で阻はばもうとしたが、火垂は減速せず、ぶつかることもなく、壁の反対側へとすり抜けた。

　鎌かま切きりの転移魔術が火垂を飛ばした。その技の冴さえに、雷らい真しんは驚きよう愕がくする。

（小紫がやられる！）

　……いや、夜々が反応している。夜々は金剛力を全開にして、火垂を迎撃した。

　火垂と夜々が激突する──寸前、両者のあいだに蜻蛉かげろうが出現した。

　雷真は目をむいた。あんな深手を負っているのに、強引に魔術を使わせるのか。

　夜々と火垂に挟まれ、蜻蛉のボディは瞬時にエネルギーを蓄えた。

　そして、解放。炸さく裂れつする暴威が攻撃者へと返っていく。

　雷真は両手を突き出し、紅こう翼よく陣じんの網で夜々を護まもる。両手を使ってしまったぶん、こちらの防御が疎おろそかになった。衝撃波を受け止めることができず、雷真は真後ろに吹き飛ばされ、いろりに激突し、そのまま百メートルも飛んで、魔鉱の大地に転がった。

「ぐっ……」

　全身にハンマーで打ちすえられたような激痛が走る。

　後ろでいろりが咳せき込む。胸か背中をやったらしく、血のまじった咳せきを吐き、立ち上がれない。一方、正面の夜や々やもわき腹から出血し、ふらついていた。

（やってくれたな……！　あっちはどうなった……？）

　戦場を見渡し──気付く。

　天てん全ぜんを取り巻く戦隊スコードロンの影が四つしかない。

　隠したわけではない。その二体、蜻蛉かげろうと火垂ほたるはともに戦場に倒れていた。

　火垂は反射をもろに浴びたようで、手足がつぶれていた。断面はザクロの実のようで、もはや立ち上がることもできず、虫の息で転がっている。

「ほ、火垂……！」

　同じく重傷だと言うのに、いろりが気遣わしげに名を呼ぶ。兄が火垂を見殺しにしたのだとわかり、雷らい真しんの頭に血がのぼった。

（あの野郎……火垂を捨て駒にしやがった……！）

　転移で逃がしていれば無傷だった。だが、事前に退避の準備をしていたなら、こちらも蜻蛉の割り込みに気付いたかもしれない。余計なことをしなかったからこそ、雷真は相手の意図を見抜けず、蜻蛉の衝撃反射を許した。

「雷真！　きます！」

　夜々の警告通り、戦隊は火垂を一顧だにせず、襲い掛かってきた。

（治療もしない……!?　火垂を見捨てる気か!?）

「雷真っ！　ぼんやりしないで！」

　遠くで小こ紫むらさきが叫ぶ。戦隊三体に囲まれ、槍やり、剣、鎌の連撃を受けていた。負傷した夜々をかばいながらなので、明らかに形勢が悪い。

　援護しようと手を向けた雷真の眼前に、今度は玉たま虫むしが転移してきた。

　紅こう翼よく陣じんの糸を己の身体でさえぎる。それだけで、雷真は魔力をごっそり奪われた。

　だが、こちらもやられっぱなしではない。いろりの峻しゆん烈れつな〈冬〉の冷気が、既すでに玉虫をとらえている。

　肉を蝕むしばみ、血を凍らせる絶対の冷気。氷の牢ろう獄ごくが出現し、玉虫を閉じ込める。

　動きが鈍った彼女を斬るのは、わら人形を斬るくらいに簡単だった。

　魔ま靭じんを宿した刀で、氷牢ごと袈け裟さ斬りにする。斬撃は玉虫の左半身、脚と腕とを半端に巻き込み、魔鉱の地面を裂いて走った。

　手ごたえ、あり。玉虫は手足を切り飛ばされ、血だまりに崩れ落ちた。

　勝利の足がかりをつかんだ──と思ったのも束つかの間ま、雷真の視線は玉虫の左腰、裂けたドレスからのぞく、血まみれの肌に釘くぎ付けになった。

　乙女の柔肌に文字が彫られている。傷でも汚れでもなく、明らかな文字だ。

　呼吸も忘れ、雷らい真しんは文字に見入る。それが意味するところを、とっさに理解できない。

　毛筆をイメージした特徴的な書体。夜や々やの腰にあり、硝しよう子この腰にあるものと同じ書体だ。どう見ても〈銘〉としか思えないそれは──




　花か柳りゆう斎さい、と読めた。




（そう、か……この人形は……！）

　直観的に理解する。これが、これこそが、これまで疑問に思い続けてきた、無数の問いに対する答え！

　軍が天てん全ぜんを追っていた理由。かつてさかきがほのめかしていた何か。硝子が雷真に語って聞かせた、先代花柳斎の昔話。そのすべてが、今ここでつながって──

「なぜ、気を抜く？」

「────!?」

　背中に激痛が走り、風景が高速で背後に流れた。

　転移してきた天全に蹴けりを入れられた。三姉妹の悲鳴が聞こえる。飛ばされながら天眼で周囲を探ると、自分が吹っ飛ばされていく方向に、次の脅威が待っていた。

　掌打の構えを見せる火垂ほたる。

　馬鹿な、と思う。火垂は先ほど半壊したはずだ。

（修復した？　理屈に合わねえ！　そんな時間はなかった……）

　理解するより早く、火垂の射程に入る。この構えから繰り出される一撃は、かつて夜々の金剛力を貫つらぬき、膝を折らせた、あの技だ。

　それが今、人間の雷真に叩たたき込こまれる。

　体内で爆弾が破裂したような感覚──こぶしの雨を浴びる感覚にも似ている。

　しだれ柳の花火にも似た、血の雨が飛び散る。

　その鉄臭い雨の中、雷真はゆっくりと魔鉱の大地へ落ちていった。
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　一九世紀最強と謳うたわれた男が、多量の血を吐いて倒れた。

　己の眼前で起こったことを、シャルは信じることができない。

　ラザフォードは健康そうに見えた。真っ先に持病を疑ったが、こんな激しい病変が突然起きるほど、重じゆう篤とくな状態だったとは思えない。

　ここは魔術師協会ネクタルの拠点たる礼拝堂。屋外は濃霧のごとき瘴しよう気きに満たされているが、中は結界によって護まもられている。外部からの魔術攻撃とも考えにくい。

「学院長！」「ラザフォード！」「先生っ！」

　複数の声がこだまする。その騒がしさに、シャルの鼓動はどんどん速くなる。

　悪い夢を見ているのかと思う。シャルの脳裏に、シグムントを破壊された瞬間の、あの凍いてつく恐怖が蘇った。

　学生はもちろん教授陣さえうろたえている。その大騒ぎの中、

「静かに！」

　不意に女性の声が飛んだ。抑えた声だが、銃声のように鋭く響く。

　人垣が自然と割れる。さらりと衣きぬ擦ずれの音がして、声の主が輪の中に入ってきた。

　日本の人形師、〈花か柳りゆう斎さい〉硝しよう子こだった。

「すぐに処置するわ。医学部の先生がたは力を貸して頂戴。それ以外は下がって！」

　なぜ彼女がここにいるのだろう？　シャルと同じ疑問を学院の教授陣も抱いたようだ。困惑する人々に、協会の指導者〈時の翁フアザータイム〉が告げる。

「彼女は私の客人です。今は彼女の言葉通りに」

　打ち合わせ済みなのか、協会の魔術師たちが作業を始める。消毒や除菌を助ける医療用の結界を張り、念動でラザフォードを浮かせ、清潔な手術台にのせた。

　ようやく我に返り、教授陣もそれを手伝う。バレンタイン教授を筆頭に、医学部の教授が数人、治療の輪に加わった。

　魔術師が礼拝堂の奥からガラス容器を持ってくる。その中身を見て、シャルは思わず息をのんだ。にわかには信じがたいものが入っている。

（あれは臓器──心臓だわ！）

　百五十年を生きるシグムントも、これには驚いたようだ。つぶらな瞳をさらに丸くして、やがて合点がいった様子で、鳥のように首を上下させる。

「……なるほど。すべて、教父の差し金か」

「えっ？　どういうこと？」

「こうなることを見越して、花柳斎の身柄を抑えていたということだ。でなければ、あんなものが用意できているはずもない」

　聞こえていたのだろう。バレンタイン教授が教父に詰め寄った。

「本当かい、ファザー？　こうなっちまうことを、あんたは予見していた？」

　幼い見た目に相違して、教父は魔術界の頂点に君臨する者。その所作には威い厳げんが宿る。教父は古老の風格を漂わせ、ゆったりとうなずいた。

「はい。しかし、私が視みたのはここまで。後は皆さんの力が頼りです」

「調子のいいことを言うじゃないか。臓器製造なんて禁忌に触れておいてさ。協会がそれをやっちまったら、しめしがつかないんじゃないのかい？」

「実に頭の痛い問題です。全世界を納得させるような、筋の通った言い訳を考えなければなりません」

　一応は困り顔で、冗談とも本気ともつかないことを言う。

「ラザフォードが息を吹き返してくれれば──そして彼が魔術世界の安定に寄与してくれれば、私が禁忌のふるまいを容認したことにも、言い訳が立つのですが」

　一同の視線が処置中のラザフォードに集まる。ラザフォードは既すでに結界の中で開腹され、心臓の交換手術を受けていた。

　誰だれもが息を詰め、硝しよう子この鮮やかな手業に見入っている。

　鉗かん子しや刃物の音が響く、息詰まる沈黙の中、シャルは教父の前に進み出て、おずおずと口を開いた。

「あの……教父さま」

「これはブリューの姫。何です？」

「予見された未来について教えてください。この国は──この世界は、これからどうなるのでしょう？　神性機巧マシンドールは……？」

　誰もが疑問に思っていたことだ。手術中の教授まで耳をそばだてるのがわかった。

　教父はシャルに向き直り、見上げるようにして言った。

「神性機巧はエドマンド王のもとに誕生します。これが最終予見です」

　気が遠くなる。冷え切った礼拝堂の空気が、さらに冷えた気がした。

「……その神性機巧とは、どのような自動人形オートマトンなのでしょうか？」

「自動人形ではないでしょう。このようなものだ、と表現するのも難しい……。それでもなお言葉にするならば──そう、〈神〉に近い存在です」

「神……？」

「いかなる攻撃にも傷つかない、永久不滅の存在です。神ならざる人の子に、あれを倒す手段はありません。これは絶対の真理です」

　リヴァイアサンよりも脅威だと？　どんな大精霊よりも？

「それはもう……エドマンド王のもとにあるのですか？」

「敵の手に落ちたのなら、もはや為なす術すべはありません。ですが、まだであろうと推測できます。既に存在しているなら、獣が本能で天敵を理解するように、我らも理屈抜きの戦慄を覚えるはず。神性機巧とはそれほどの存在なのです」

「……そんな敵を相手に、私たちはどう戦えばよいのでしょうか？」

　教父は感心したようにうなずき、微笑ほほえんだ。

「さすがはエレインの血を引くお嬢さん、勇敢ですね。貴女あなたくらいの才があれば、それがどれほど無謀なことか予感できているでしょう。怖くはないのですか？」

「……怖いです、とても。だけど」

　シャルはうつむき、言葉を探す。震えるほどの恐怖を感じていながら、なおも戦おうとする理由は何だ？

「……ほんの少し前まで、私はとても弱い子でした。何かと言えばブリューの名を出して……シグムントの力を盾に虚勢を張っているだけの……エレインさまの子孫だなんてとても言えない、情けない子だったんです」

　そっと胸に手を当て、顔を上げる。

「だけど、友達が変えてくれました。それからずっと、私なりに努力を重ねてきたつもりです。その努力を、誰だれにも──神さまにだって──否ひ定ていされたくない！」

　──そうだ。だから、戦う。抗あらがう。決してあきらめない。

　教父は目を細め、優しくうなずいた。

「気持ちは理解しました。前言の通り、神性機巧マシンドールに抗う術すべはありません。ゆえに」

「暗殺しか……ないだろうよ」

　教父の言葉を引き取るかたちで、誰かが言った。

　手押しの車椅子が近付いてくる。そこに座っていたのは、ぐったりと苦しげにもたれる、キンバリー教授だった。

　メイド服に着替えたアンリが、心配そうに車椅子を押している。キンバリーの肌は死人のように白く、瞳ばかりがぎらぎらと光っていた。

「狂王を暗殺し……所有権を放棄させるしかない……！」

　教父は苦笑いを浮かべ、かぶりを振った。

「言葉を選びなさい、鶯うぐいすの。暗殺と言ってしまっては、我らの理念が揺らぎます」

「ふ……建前を議論している場合ですか……？」

　皮肉たっぷりの視線を教父に投げる。積年の恨みを晴らすように。教父は苦笑しただけで非礼を咎とがめず、説諭のように穏やかに言った。

「危機的状況なればこそ、人には大義が必要なのですよ。ですが、貴女あなたの言にも一理あります。その誕生が避けられぬとしても、王を抑え込む手段があるなら、間接的に神性機巧を支配できる。問題は、それをどうやって成すか──」

「優秀な教え子が……敵の足もとにいます……強力な禁忌人形バンドール三体を連れて……」

　手術中の硝しよう子こが手を止める。キンバリーはさらに言った。

「彼は王のお気に入りで……紫し薔ば薇らとも因縁があるようです……敵の注意は彼らに向いています……精鋭を応援に向かわせてください……！」

「手配しましょう。誰を候補に推しますか？」

「ゼルダ──〈迷宮の魔王ザ・ラビリンス〉と、イオネラ・エリアーデを……」

　ほう、と周囲で声が上がった。

　魔王ワイズマンの称号を持つグリゼルダ・ウェストン男爵と、若き天才エリアーデ教授か。

「イオネラの絶対王権マルチコントローラーがあれば……この瘴しよう気きを晴らすことができる……かもしれません。そしてゼルダがいれば、ライシン・アカバネは生還できます……！」

「しかし、その二人とは連絡がつかないと聞きましたが？」

「捜索させてください……！　学院の地理は私が把握しています……！」

　シャルはぎょっとした。キンバリーは自ら出張るつもりらしい。

　──おそらく、じっとしていられないのだろう。驚くと同時に、胸が温かくなるのを感じた。キンバリーのことを、シャルはもっと合理的な人物だと思っていた。冷静で冷徹な判断がくだせる、『割り切った』人物だと。

　だが、その素顔は、皆が思っているほど強くなく、冷たくもない。

　キンバリーの必死な姿には胸を打つものがあったが、やはり無理がある。困り顔の教父に代わり、別の声がキンバリーを叱った。

「どうして先生あなたが動き回っているの！　仕事を増やさないで頂戴！」

　硝しよう子こが頭ごなしに怒鳴る。あまりの迫力に、ブリュー姉妹は反射的に背筋を伸ばした。その妹の方、メイド姿のアンリにも硝子の雷が落ちる。

「貴女あなたも先生の言いなりにならない！　先生が死んじゃってもいいの!?」

「す、すみませんっ、すぐ病室に戻ります！」

「待ちたまえ、アンリエット……私はまだ……！」

　キンバリーが不満を言ったが、アンリはもう聞く耳を持たず、車椅子を押して礼拝堂を出て行った。その堂々としたふるまいを見て、シグムントが小さく笑う。

「アンリはもう、何の心配もないな」

　シャルも同じ気持ちだ。頼りなかった妹が、キンバリーに逆らってまで、キンバリーを護まもろうとしている。

　やがて硝子は手袋を脱ぎ、マスクを外して、教父の方へ歩いてきた。

「ひとまず、私の仕事はおしまいよ。後は本職のお医者さまがやってくれるわ」

　礼拝堂全体にざわめきが広がった。この女は、ものの数分で心臓移植などという大手術を終えたらしい。

　驚嘆と賞賛の視線が向けられる。が、硝子はそんなものには興味がないようで、

「教父さま、ちょっといいかしら？　もし仮に、貴方あなたの予見通り、エドマンド王の手元に神性機巧マシンドールが生まれるとするなら──」

「確実に生まれます。残念ですが」

「その母体となるのは、きっと花か柳りゆう斎さい人形よ」

　教父は探るような目で硝子を見た。

「そこは視みていませんが……。貴女には確信があるのですね？」

「ギュネスとかいう巨人の力は、私には計り知れない。だけど、私の人形はそこらの人形よりはるかに魔力親和性に富むわ。巨人ギユネスを受け入れる〈器〉が人形であるのなら、それは私の人形じゃないかと思うのよ。王さまの手元には朧おぼろ富ふ士じがある」

　硝しよう子この説明に、教父はなるほどという顔をした。

「神性機巧マシンドールはそれ単独で生まれるのではなく、人形を器として生じると？」

「少なくとも、灰はい薔ば薇らさまはそう考えていたらしいの。彼女の場合、自動人形オートマトンではなく、ご自身を器にするつもりだったようだけど」

「合理的な考え方です。ではうかがいますが、朧富士という人形を破壊、もしくは無力化する方法はありますか？」

「雪月花あのこたちとぶつければ、止められる。でも、この瘴しよう気きの中で紫し薔ば薇らにからまれれば、ひとたまりもないでしょう。それに……」

　言葉を濁す。硝子が何を案じているのか、シャルは想像しようとした。

　教父の予見は決して覆らない。首尾よく朧富士を破壊した場合、他の誰だれかがその〈器〉の役を担う。

　おそらくは雪せつ月げつ花かの三姉妹だ。夜や々やがそうなってくれれば、雷らい真しんにとって願ったり叶かなったりの展開となる。だが、硝子の表情は優れない。

　ややあって、硝子は迷いを断つように、深呼吸して言った。

「考えてても仕方がないわね。教父さまにご協力をお願いしたいことがあるの」

「お力になりましょう。我らにできることならば、ですが」

「電話を貸して頂戴」

「電話──ですか？」

　予見の力を持つ教父にも、それは予想外の言葉だったようだ。

　硝子は凄すごみさえ漂わせ、妖艶に笑った。

「父の旧友をふんづかまえて、今日こそ真相を聞き出してやるのよ。花か柳りゆう斎さい人形が、本当は何体あるのかをね」

　硝子の言ったことは、やはりシャルにはわからなかった。シグムントと顔を見合わせ、お互いに首をひねる。

「術式終わり！　次の重傷者を並べな！　撫なで切ぎりで手当てをする！」

　バレンタイン教授の怒声が飛ぶ。気がつけば、死んだようだった礼拝堂に、再び活力が満ち始めていた。
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　赤あか羽ばね兄弟の激突が、地下大空洞を揺るがしている。

　威力と威力、意志と意志のぶつかり合い。大気の魔マ素ナが渦を巻き、いざなぎの結界を用いるまでもなく、あたりの瘴しよう気きが吹き飛ばされていく。

　その激突から二百メートルほど離れたところに、いざなぎ一門の者たちが集まっている。その輪の中心で、日ひの輪わは手当てを受けていた。

　若い陰おん陽みよう師じたちが自らを盾にし、戦いの余波が及ばぬようにしてくれている。

「若大将……今の話……ほんま……なんか……？」

　陰陽師の一人が青ざめた顔でつぶやく。

　昴すばるが答えられずにいると、彼は火がついたように激怒し、昴の胸倉をつかんだ。

「何でや!?　噓うそやろ!?　フカシや！　言うてええ洒落しやれちゃうぞ！」

「やめ！」

　激げき昂こうする若者を、女性の陰陽師が引きはがす。

「こんなん洒落で言えへんわ。昴くんは御家老衆、賀か茂も家の坊ぼんやぞ！」

「姐ねえさん……けど！」

　ひどく居心地の悪い沈黙が訪れる。彼らの心情は、日輪には痛いほどよくわかった。

　陰陽師たちは皆、昴が語った〈いざなぎの陰かげ〉を受け止められずにいる。日輪が綺き羅らの話を受け止められなかったのと同じだ。

　救いを求めるような視線が日輪の方に集まってくる。

「お嬢、噓や言うてくれ！」

「……昴の言うたことは」

　本当だと告げる前に、どぉんっ、と地響きが生じた。

　尋常ではない威力で、火垂ほたるから高圧の何かが飛んだ。それは金剛力の鎧よろいを透とう徹てつし、雷らい真しんの体内を直接揺さぶりつつ、魔鉱の大地に叩たたきつけた。

　倒れ伏した雷真は、横たわったまま動かない。

　決まった？　決まってしまった？

「皆、構え！」「敵の大将、こっちきよるで！」「戦闘、再開や！」

「まだや！　動くな！」

　昴の一喝が陰陽師たちを制する。言葉通り、天てん全ぜんはこちらを見てはいない。

　こちらなど眼中にないとばかりに、ただ雷真を見下ろしている。

　その天全の口元が、ふっとゆるんだ。

「──ほう。今のを凌しのぐか」

　という天全の独白に、ほかの誰だれでもなく、技を放った火垂が驚く。

「えっ!?　いえ、マスター！　私の〈哭こく鳴めい掌しよう〉は確かに標的をとらえまし──」

　言葉尻が宙に浮く。彼女の背後で、雷真がゆらりと立ち上がった。

　わき腹をひどく傷つけた夜や々やが、急いで雷真のもとへ駆け寄る。

「雷真、平気ですかっ？」

「ああ……大丈夫だ。不思議とな」

「そうだろうとも。おまえは魔術師の最終階かい梯ていを昇ったのだ」

　という天てん全ぜんの言葉で、今度は陰おん陽みよう師じたちに驚きが走った。天全は続けて、

「おまえはもう魔術師の第八階梯、〈心眼〉の御座に立っている」

　その域に到達できる魔術師は、ほんのひと握にぎりだ。少なくとも、並みの学生には無縁の境地。超一流と言われる者たちだけの、限られた領域せかいだった。

　しかし、雷らい真しんに喜びはない。血を『べっ』と吐き、険しい顔で火垂ほたるを見る。

　火垂の手足は淡く光り、血の汚れすら消えて、急速に癒えているのがわかった。

「……なるほど、火垂は元気一杯か。やられたふりして奇き襲しゆうとは、こすい手を使ってくれるじゃねえか。そういうのは俺おれの得意分野だと思ってたよ」

「雷真さま、あれです！　あの〈蜂〉のヴェール！」

　日ひの輪わが声を高くして叫ぶ。常人には視みえないだろうが、蜜みつ蜂ばちの両手から高密度の魔力があふれ、火垂と玉たま虫むしの傷口へ吸い込まれている。

　帯状に連なり、河のように流れる、鱗りん粉ぷんのような何か。天全が操っている様子もないのに、光の粒子は吸い寄せられるように二体へ向かって流れていた。

　回復をもたらす魔術か。蜜蜂は生命力を供給する魔術回路を持つらしい。

　その粒子の流れを眼で追ううちに、日輪はもうひとつ、恐るべき魔術の存在に気付いた。戦闘中ずっと感じていた違和感の正体に、今さら解を得る。

　戦隊スコードロン六体は、なぜああも完全な連携が取れるのか。

　転移魔術には高度な計算が必要となる。失敗すれば、壁や岩の中、高所に放り出される危険な魔術だ。いざなぎ流の〈間ま土ど里り〉は出口となる〈雌〉を事前に移動させ、予期せぬ場所に転移してしまうリスクを減らしているが、鎌かま切きりにはそれがない。

　転移で『飛ばされる』側の動きも不可解だ。鎌切は事前に了解を取ったりしないのに、飛ばされた側は驚きもせず、即座に攻撃行動に移る。

　天全の知覚を受信しているのだと思っていた。紅こう翼よく陣じんにはそれができるのだと。

　だが、そうではなかった。戦隊を同期させる別の魔術が存在している──

（それが六体目さいごの魔術回路！）

　戦隊個々をリンクさせ、魔力の〈経路〉を作る魔術。その経路を使えば、意志も、知覚も、魔力も、相互に連絡することができる……？

　今すぐ雷真に伝えなければ。だが、これだけ複雑な情報を、ひと言ふた言で伝えられる、上う手まい言い回しが思いつかない。

「雷真！　敵のまわりに何か視える！」

　小こ紫むらさきの声が高くなる。小紫は目を鋭くして、戦隊たちの中央をにらみつけた。

「何か細い……織物……ううん、蜘く蛛もの巣……みたいな！」

　日ひの輪わは狂喜したくなった。よかった。小こ紫むらさきが気付いてくれた！

　なるほど、八や重え霞がすみは空間全体にまで効果を及ぼし得る。拡大すれば姫ひめ蜘ぐ蛛もの魔術と干渉するので、〈蜘蛛の巣〉が知覚できたと考えられる。

（蜘蛛の巣……そのたとえはお上手です、小紫さん！）

　蜘蛛は巣に伝わる振動で獲物の位置を知るという。小紫がその存在に気付いたように、あちらも八や重え霞がすみの隠形を干渉によって見破るのだろう。天てん全ぜんがたびたび八や重え霞がすみを看破したのは、心眼ばかりが原因ではなかったということだ。

「アカンぞ、これは……！」

　昴すばるがうめく。日輪と同じ考えに至ったらしい。

「八や重え霞がすみが効かんのなら、雷らい真しんが兄貴に勝っとるもんがない。人形の数でも負けとるのに、あっちはあんな短時間で回復してくる。倒しても倒してもキリがないゆうこっちゃ。下手に仕留めにいって、反射されたら目も当てられんし……！」

　圧倒的な格闘能力を誇る火垂ほたる。六体を自在に再配置できる鎌かま切きり。魔力を吸い上げる玉たま虫むしに、衝撃を反射できる蜻蛉かげろう。仮に打撃を与えられても、蜜みつ蜂ばちが瞬時に修復できる。そしてあの六体は、姫蜘蛛の巣でつながっているのだ。

　全員が脅威だ。どこから崩すのも容易ではない。

　これでは動けない──そう思ったとき、

「森しん閑かん八はつ環かん！」

「えっ？」

　驚く夜や々やを追い抜いて、雷真が敵陣に斬り込んだ。

　戦隊スコードロンに囲まれ、次々に刃を叩たたき込こまれる。雷真は刀でさばいたが、手数で負けて、跳ね返された。すぐさま起き上がり、再び突っ込む。

　三姉妹は命令を守り、動かない。姉妹を回復に専念させ、雷真ひとりで戦っているように見える。自殺行為に思えたが、戦隊もなかなか雷真をとらえられない。

　剣が肌を裂き、鎌が首筋を撫なで、槍やりの穂先が雷真の横っ面を叩く。いずれも決定打に見えたが、飛び散る血液は微量で、紙一重でかわしているのだとわかった。

「赤あか羽ばねの坊ぼん……なんちゅう反射神経や……！」

「もう人間のそれと違うぞ！」

「動きも妙やで！　雲みたいにふわっふわしとるのに──速い！」

　陰おん陽みよう師じたちが口々に言う。見ている彼らも興奮している。

「だんだん加速しとるぞ！　行けるんと違うか!?」

「……いや。じき、限界がくる」

　冷静な声で否ひ定ていしたのは、昴だった。

「忘れたんか？　ピンピンして見えるが、雷真はついさっきまで死にかけとった。魔力があっても、体の方がついてこん」

「そうです昴すばる！　雷らい真しんさまはなぜここに──わたくしの術は誰だれが解いたのですっ？」

「あいつは、魔女に魂を売ったんや」

　魔女という不穏な言葉に、陰おん陽みよう師じたちがぎくりとした。

　日ひの輪わもまた、冷水を浴びせられたような気がしている。

　昴は無念そうに奥歯を嚙かみ、吐き捨てるように言った。

「あいつは魔女の犬ころになった。結社の大幹部……黒くろ薔ば薇らのな」

「そ……そんな……！」

「結社て何や、若大将！」

　当然ながら、陰陽師たちが気色ばむ。

「薔薇ゆうたら悪党の親玉やろ！」「赤あか羽ばねは国を売った──ゆうことか!?」

「やかましい！　お館さまかて紫し薔ば薇らやぞ！」

　その昴の怒声には、全員を黙らせるほどの力があった。

　日輪は絶望的な気分で、ぼんやり自分の両手に目を落とす。

　まだ手当てが終わっていない、焼けて血まみれの手──

　この手が雷真を貫つらぬいたときの、あの感触を思い出す。あのときは、ああするしかないと思った。ほかに日輪が雷真を生かす手段はなかった。だが、その結果はどうだ？

　雷真は魔女の力にすがり、結社に与くみすることになった……という。

　どうして、いつもこうなのだろう？

　いつでも雷真の力になりたいと思っている。思ってきた。それなのに──

　いつも裏目に出る。日輪の想おもいが雷真を困らせる。

「うち……いっつも、こうやんな……雷真さまの足、引っ張ってばかりで……っ」

　愚痴にしかならないとわかっていたのに、言わずにはいられなかった。

「こんなことなら、生まれてこんかったらよかった！」

「……そうかもわからん」

　突き放すように、昴が言った。

　ぎょっとなる一門の者たちを尻目に、昴はほがらかに続きを言う。

「けど、生まれたもんはしゃあないやろ」

　やわらかな言葉に驚き、日輪は顔を上げる。

　造作の大きな顔に、昴はひどく繊細な、優しげな苦笑を浮かべていた。

「ダダこねたところで、今さらオカンの腹に戻られへんわ」

　昴の言葉に、ノリのいい陰陽師たちが同調した。

「そうですよ、お嬢。どこのご家庭も返品お断りや」

「俺おれもおんなしこと言うて、親父おやじにしばかれましたわ」

「うちは泣かれました。いまだにネチネチやられます」

　どっと笑いが起こる。彼らの優しさに、日ひの輪わは己の弱さを恥じた。だが、それ以上に、そんな彼らを愛いとしく思った。

　彼らを死なせたくない。手放したくないと、心から思う。

　今初めて、心の底から〈お館〉になりたかった。

　その背を押すように、昴すばるがそっと日輪の肩を叩たたく。それから再び顔を引き締め、一門の者たちを見回した。

「話の続きをしよか。赤あか羽ばね一門の滅亡に、お館さまが一枚嚙かんではったゆう話──さっき誰だれぞ『何でや』ゆうたな？」

　あごをしゃくって、戦いの現場を示す。

「その答えが、あれや」

　赤羽兄弟が放つ魔力の糸が、閃せん光こうのように空間を走る。その糸に操られ、今や総勢九体の自動人形オートマトンが縦横無尽に駆けていた。

　砕けた氷柱つららが飛んできて、地が揺れる。夜や々やの一撃が魔鉱を砕き、亀裂がここまで届いた。戦いは激しく、眺めは凄絶だ。

「赤羽一門は腕が立つ──けど、それはあくまで傀儡師としてや。人形師としては、西洋機巧文明にまるで追いついとらんかった。俺おれも留学してようわかった。西洋式の自動人形に比べたら、赤羽一門の人形は木で偶くに毛が生えた程度のモンや」

　戦いを見つめながら、昴は淡々と言葉をつむぐ。

「が、赤羽一門や無のぉて、軍の方からそれが生まれた」

「花か柳りゆう斎さい人形、朧おぼろ富ふ士じ……やな？」

　誰かがつぶやく。昴は大きくうなずいた。

「そや。並みの人形使いが使つこぉて富士の地形が変わるバケモン……あの人形が赤羽一門の手ェに渡ったら、どうなる？」

　陰おん陽みよう師じたちが言葉を失なくす。昴は冷や汗をにじませ、皮肉げに笑った。

「俺らの式神は強すぎた──よくも悪くもな。おかげさんで何の進歩もせんと、大半の術が千年前のまんまや。魔術師としての俺らはまだ世界でも一流足り得る。けど、人形使いとしてはド三流、素人同然やろ？」

　今から人形使いに鞍くら替がえするのは簡単ではない。メンテナンスを含む『人形の扱い』を学ばなければならないし、適応できない者たち──高齢の上層部──との摩擦は避けられず、一門の分裂さえあり得る。

「一方、赤羽一門あちらさんは俺らより百年も進んどる。間の悪いことに、世界大戦が起こるゆう話や。戦争のあいだに、俺らの力関係は逆転する」

　戦功を立てた方が軍の中枢に食い込むことは、火を見るより明らかだ。であれば、赤羽一門は栄華を極め、いざなぎ一門が衰退するのもまた必定──

「……つまり、あれか」

　温度の消えた声音で、若い陰おん陽みよう師じが訊きいた。

「赤あか羽ばねの連中が邪魔やったから、皆殺しにした……ゆうんか？」

　昴すばるは答えない。日ひの輪わも答えない。沈黙の理由はただちに伝わり、若い陰陽師は怒りに顔を紅潮させ、年配の者の胸倉をつかみ上げた。

「叔父貴！　ほんまのこと言え！」

「……若大将が言わはったことは……まあ……ほんまや」

　陰陽師の指から力が抜ける。となりの者は天を仰ぎ、そのとなりはへたり込んだ。

　年配の陰陽師が、開き直ったように叫ぶ。

「先に裏切ったんは赤羽や！　一方的に約束破って、忌み子を生かそうと──」

「そうかて、していいことと、悪いことがあるわ！」

「せや！　年寄り連中、何してくれとんねん……！」

「そんなん許されへんよ！　実行犯は誰だれや！　警察突き出したる！」

　若者たちの勢いに圧され、陰陽師はたじろいだ。しかし、彼にもまた、今さらどうすることもできない。視線を落とし、ゆっくりとかぶりを振る。

「……無理や。あの夜のおつとめに出て生きてはるのは、もうお館さまだけや」

「はあ!?　お一人でやらはったわけやないやろ！　ほかのモンは!?」

「腹を切った。決まっとるやろ」

　頰ほおを張られたように、一同が黙った。

　殺気立っていた若者たちが気勢を殺そがれ、立ち尽くす。

　彼らも今、知ったのだ。この数年で急死したり、出奔した陰陽師は少なくない。その中には、自死した者が多数、交ざっていたということを。

　昴は若者たちを制し、諭すように言った。

「落ち着け、皆。今は身内で争ぉとる場合と違う。それに、俺おれら若いモンにも責任が無いことはない。いざなぎは一門を護まもるためにそれをやった。その一門ゆうんは、子供おれらのことや。赤羽といがみ合おうてきた歴史、赤羽を踏みつけて生きてきた血が、俺らの体に流れとる。俺はいざなぎの名門、賀か茂も家に生まれた。その家が小汚い真ま似ねさらした以上、ケツは俺が拭かなあかん」

　どんっと厚い胸板を叩たたき、力強く宣言する。

「せやから俺は雷真あいつの、そしてお嬢の側につく。それが俺の筋や！」

「……そうかて若大将、賀茂のおやっさんはお館さまにつくで？」

「さっき言うた通りや。みんな、おのれで決めてくれ」

　ふっと語調を弱め、昴はやわらかく言った。

「俺おれをボコってくれてもええぞ。そんときは俺もボコり返すしな」

　笑い飛ばす。陰おん陽みよう師じたちにも苦笑が広がった。

「こん大事なときに、なん笑っとんのや……」

「肝ぉ据わったな、若大将。赤あか羽ばねの坊主の影響か？」

「かか関係ないわ！　何言うとるド阿あ呆ほう！」

　からかった陰陽師を蹴けり倒す。しかし、昴すばるにも自覚はあるのだ。

「雷おん真じんが腹決めて戦っとんのに、フラフラしとるわけいくかい！」

　戦いはいよいよ激しさを増し、魔力の火花が痛いくらいに飛んでくる。

　昴は深呼吸して、ほんの一瞬日ひの輪わを見つめ、そして再び一同を振り返った。

「さあ！　お嬢ときてくれるモンは、手ェ挙げ！」

　問いかける。その呼びかけに、一門の者たちは──




　全員が同じ動きをして、応えてくれたのだ。
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　攻撃の始点は、やはり火垂ほたる。

　背面へ蒸気を噴射して、火垂が斬り込んでくる。ナイフの先は音速を超え、かまいたちが生じていた。真空の刃を雷らい真しんは見切ってかわす。

　ヴェールの向こうに、驚きに目を見張る火垂の表情が視みえた。

（時間の流れが、遅い……）

　雷真が体感する世界は、ひどく静かだ。深い海の底にいるような気がする。

　先刻、火垂の掌打を食らったとき、なぜ致命傷にならなかったのか。

　その答えがここにある。あのとき確かに、決定的な感覚をつかんだ。

　現象のすべてを微細に感じ取れる。相手の息遣い、鼓動……いや、もっと細かい、細胞の揺らめきだとか、神経の帯電だとか──火垂の心の声だとか。

　ゆえに、火垂が発した〈力場〉も、雷真には知覚できた。

　波動の広がるさま、圧力の強弱が視みえた。だから、致命傷を免れた。

（この感覚が……そうなんだな）

　この境地が〈心眼〉。魔術師の最終階かい梯てい。

（兄貴も、師範も、このレベルで戦っていた……）

　簡単に勝たせてもらえるはずがなかった。はっきり次元が違う。敵の動きを見切るのはもちろん、己が操る魔力にも精せい緻ちなコントロールが利く。

　この状態ならば、瞬時に、無駄なく、魔力を扱える。

　そこまで思考が及んだとき、雷らい真しんの脳裏に、とある発想が天啓のごとく閃ひらめいた。

（金剛力の回路がぶっ飛んで、夜や々やの心臓に穴があいたとき──）

　夜々の修復は困難を極め、イオネラには不可能だと言われていた。だが、夜々はきちんと修繕され、金剛力を取り戻した。

　回路の埋め込みを誰だれがやってくれたのか、雷真はもう確信している。

（この感覚と、紅こう翼よく陣じんがあれば、できる……！）

　紅こう翼よく陣じんの糸は、言わば神経の延長だ。電気信号を受けてから収縮を始める筋肉よりも、はるかに速く、かつ精密に動かせる。ここに心眼のスキルが加われば、神がかった手業が可能となるだろう。

　夜々を救ってくれたのは兄だった──それがわかっても、不思議と驚きはない。

　初めから知っていたような気さえする。

　ふと、気付く。あれほど胸中で暴れ、ときには理性すらあやうくした、兄に対する憎悪が、心のどこにも見当たらない。

　なぜだろう……と集中を欠いた一瞬に、紅こう翼よく陣じんの糸が飛んできた。

　魔力が刃となり、雷真を切る。ざっくり首筋が裂け、血が飛んだ。

「俺おれを失望させるな」

　真冬の月を思わせる瞳で、兄は冷たく雷真をにらんだ。

「たぎらせろ、殺意を。撫子なでしこの亡骸を抱いた、あの夜のことを忘れたのか？」

「……忘れちゃいないさ。だが、俺はもう餓鬼じゃねえ。全部あんたのせいにして、事実から目をそらす──そう仕向けられているのは、我慢ならない」

「うすうす勘付いているようだな……。そう、おまえは今日まで俺の思惑通りに生かされてきた。おまえの人形を修復してやったのも、助言をくれてやったのも、俺の大願を成就させるためだ。俺の大願には、おまえという歯車がどうしても要る」

「歯車……？　どういう意味だ？」

「知りたくば、俺を超えてみろ。それができぬときは、俺はおまえを見限る」

　見限る。殺すと言われる以上に、胸にこたえる言葉だ。

　子供の頃、親族たちの前で立つ瀬のなかった、みじめな自分を思い出す。

「……俺おれは、あんたの言いなりにはならない」

「いや、おまえは俺の望み通りになる」

　強圧的な発言。かつての雷らい真しんなら、言下に反発していたことだろうが──

「さて──それはあんたの大願とやらの、中身次第だな」

　笑って言い返す。そうする余裕が、今の雷真にはあった。

　両陣営、全九体の禁忌人形バンドールが同時に動く。

　姫ひめ蜘ぐ蛛もから伸びる〈蜘蛛の巣〉が、戦隊スコードロンの意識を同調させ、同時に魔力の経路となる。天てん全ぜんが糸でつなぐまでもなく、互いの意図と魔力を相互に受信できる仕組みだ。

　同期の取れた戦隊が、魔ま靭じんの斬撃で猛攻を加えてくる。その軌跡は幾何学模様を描き、連携の完全さを物語っていた。だが、三姉妹こちらも負けてはいない。誰だれ一人として直撃を受けず、的確に攻撃をさばいていく。

　火垂ほたるが閃せん光こうのように駆け、夜や々やに向かってナイフを突き出す。天全の魔靭を帯おび、まばゆく輝くその刃は、金剛力さえ平気で貫つらぬく。──はずだったが、夜々は自ら身を乗り出し、火垂の刃を眉み間けんで受けた。

　火垂が驚き、しかし止まらず、刃を押し込もうとした。しかし、刃は一ミリも食い込まず、むしろ反作用でナイフが砕け、火垂の腕が肘まで折れた。

　隙ありと見て、夜々は反撃の蹴けりを見舞う。命中の寸前、火垂と蜻蛉かげろうが転移で入れ替わり、夜々の蹴りを代わりに浴びた。

　威力を吸収し、反射する。衝撃波にのみ込まれ、夜々は彼方かなたへ飛ばされてしまう。その飛んで行く先には、既すでに掌打を構える火垂がいる。

　攻守逆転──はしない。夜々は回転し、火垂の掌打に蹴りをぶつけた。

　一瞬の拮きつ抗こうののち、火垂の方が弾はじき飛とばされる。意外な結果に、戦隊が目を見張った。蜻蛉の反射を受けたのに、夜々は傷も負っていない！

　無傷の相棒を見て、雷真は心底から理解する。

（ああ、俺って奴やつは……！）

　夜々おまえを、まるで使えていなかった。

　単子モナドのひとつひとつに気を配れていれば、魔靭の魔活性を遮断することもできる。あの体勢から、あんな蹴りを打つことも！

　砕けた魔鉱を吹き飛ばし、火垂が跳ね起きる。その背後に小こ紫むらさきが出現した。

　火垂は驚異的な速さで反応し、振り向きざまの掌打を見舞った。強烈な圧力の波が小紫をとらえ、小紫が血を吐き、膝をつく。

　その小紫が、ふっと蜜みつ蜂ばちに変わった。

　火垂が瞠どう目もくする。小紫に見えたそれは、最初から蜜蜂だったのだ。

　術を使わせた雷真も、火垂と同じ衝撃を味わっている。

　今のでわかった。八や重え霞がすみという魔術は、天てん全ぜんの心眼さえ欺ける！

　極限まで純度を高めた八や重え霞がすみは、超一流の魔術師にも現実と区別がつかない。それほどに、硝しよう子こが組んだ欺ぎ瞞まんの回路は完全だった。

　動揺で戦隊スコードロンの陣が退さがる。その慎重さが、今の雷らい真しんには好都合だ。

　かすかに涼やかな風が吹き──

　次の瞬間、戦隊が一斉に転移し、その場に靴だけが残った。

　靴底が氷ひよう結けつし、魔鉱の大地に貼りついている。……氷ひ面も鏡かがみの効力だ。

　戦隊が離れた場所に着地する。わずかに伝わる衝撃で、靴は粉々になった。

　いろりはただ静かに立っている。冷気をまとわず、あたりには霜も降りていない。無音のまま、彼女の〈冬〉は戦隊の喉もとに迫っていた。

　天全の頰ほおを冷や汗が伝う。その素直な反応で、雷真も実感できる。いろりの力、氷面鏡が持つ本当の凄すごみを。

　氷面鏡を極めれば、原子単位で熱の収奪ができる。命を奪うのに、氷雪を舞わせる必要も、大仰な氷刃を振りかざす必要もない。ただひたすらに静せい謐ひつなまま、彼女は地上に静寂をもたらすことができる。

　雪せつ月げつ花かの真の威力を知り、戦隊よりも、天全よりも、雷真自身が戦慄した。

（俺おれはこんなにも……無駄にしていた……！）

　彼女たちの真の力を引き出せず、ただその片へん鱗りんのみで戦っていた。

　金剛力はそうではなく、八や重え霞がすみはそうではなく、氷面鏡もそうではなかった。

　機巧魔術マキナートの利点は、平凡な操者でも複雑な魔術を扱えることだ。しかし、優れた楽器があれば、名曲が奏でられるわけではない。

　硝子が目指したものは、誰だれもが扱える平凡な量産品ではなく──

　持つべき者の手にあって初めて真価を示す、唯一無二の名器。

　それが、雪せつ月げつ花かだ。

　今日まで雷真が見ていたのは、硬いだとか、冷たいだとかの現象に過ぎなかった。その現象を引き起こす仕組み──原理を知って、視みえる世界は一変した。

　距離を取った戦隊に、再び死神の見えざる手が伸びる。ほとんど気配もないまま、実体は荒れ狂う暴風雪のごとく、いろりは戦場を蹂じゆう躙りんした。

　ほかに止める手段がなかったか、天全は紅こう翼よく陣じんの糸を編み、繭まゆ状に展開させて壁とした。境界面で冷気の収束がほつれ、大量の氷霧に変異する。

　肌を切るほど冷たい爆発。氷霧のきらめきを反射し、天全の眼が紅あかく輝いた。

「これぞ、花か柳りゆう斎さいの精せい緻ち……！」

　ここにきて、雪せつ月げつ花かの性能は戦隊のそれを凌りよう駕がしていた。

　だが、術者の力には、なお隔たりがある。












　火垂ほたるが両手を開き、膨大な熱を生み出した。いろりの冷気と激突し、陽炎かげろうが立つ。その不規則な揺らぎが、八や重え霞がすみの制御を難しくする。

　揺らめく陽炎のただ中に、揺れない場所がある──そこに小こ紫むらさきが潜ひそんでいる。

　姫ひめ蜘ぐ蛛もの魔術が力を強め、〈巣〉が半ば実体化した。紅こう翼よく陣じんの糸と同じ理屈で、小紫の魔力循環系マギ・サーキユレートリを乱し、からめ獲とって捕まえようとする。

「小紫！　今助けます！」

　妹の危機に、夜や々やが飛び出そうとする。しかし、相手はそれを許さない。火垂、玉たま虫むし、蜻蛉かげろうが夜々の進路を塞いだ。

　夜々は真金剛力で三体を突破しようとしたが、あちらには鎌かま切きりの転移魔術がある。八や重え霞がすみの眩げん惑わくがなければ、振り切ることも、蹴け散らすこともできない。

　雷らい真しんは舌を巻いた。究極の自動人形オートマトンがあってなお、まだ兄を圧倒できない。

　兄はこの雪せつ月げつ花かをしのぐ。立場が逆ならとっくに殺されている。兄はすべての能力で、戦術で、そして機転でさえも、雷真を上回っていた。

　そして、気付きたくなかったことだが──

　これだけ激しくぶつかっているのに、天てん全ぜんの魔力はまるで衰えていない。

　鬼神の日ひの輪わと戦って、いささかも消しよう耗もうしていない。やはり、天全はいざなぎ流の者たちと同様、瘴しよう気きから魔力を得ることができるのだ。

　一方のこちらは、黒くろ薔ば薇らの支援を受けているにもかかわらず、魔力切れが近い。雪せつ月げつ花かの能力を全開で解放しているのだから、当然と言えば当然だった。

　時間をかけてはいられない。かと言って、活路も見えない。

（勝てる……のか？）

　戦いが始まってから、初めて弱気になった。

　その心情を見透かしたように、相棒が叫んだ。

「魔力をください、雷らい真しん！」

　戦隊スコードロン三体とやり合いながら、夜や々やは断固とした口調で言う。

「夜々はまだ全部の力を出していません！　もっと力をください！」

「いけません雷真殿！」

　こちらは火垂ほたるの熱を押し合いながら、いろりが声を張り上げた。

「夜々は消しよう耗もうしています。傷も癒えていません。ここは私が──」

「怪け我がなら姉さまの方が重傷です！　それに、姉さまは口出しできませんよ？」

　夜々は悪戯いたずらっぽく笑って、いろりの言葉を受け流した。

「夜々が一番、雷真とながーく、戦ってきたんですから！」

　誇らしげに微笑ほほえむ。それで、いろりも、小こ紫むらさきも、何も言えなくなった。

　だが、雷真はまだ躊ちゆう躇ちよしている。これ以上、相棒を酷使したくない。いっそ戦いを切り上げて、ここからは対話で終結させるべきだとさえ考えている。

「力をください雷真！　夜々は勝って見せます！　誰も殺さずに！」

　その『誰だれも』に、果はたして夜々自身は含まれているのだろうか？

　雷真の迷いを見抜き、兄は突き放すように言った。

「好きにしろ。その人形は既すでに限界を超えている。どのみち自壊する運命だ」

「────!?」

「死にませんよ、夜々は！」

　夜々はへこたれず、雷真に向かって主張した。

「夜々は耐えます！　信じてください！　相棒を！」

　死が近いと警告されてなお、戦う意志を示す相棒──

　彼女に恥じないだけの覚悟はあるかと、問われている気がした。

（あの夜の真実は……知りたい。知らなくちゃ……ならない）

　父母、親族、そして妹が死ななければならなかった理由。誰よりも信頼していた兄が、凶行に走った理由。雷真には知る理由が、義務がある。しかし……。

　それは、夜々の命を危険にさらしてまで、知るべきことか？

　極限の緊張の中、心に浮上してきたのは、夜々と過ごした歳月だった。

　二人はずっと一緒にやってきた。『相棒』の契約を交わしてから、ずっと。

　道具として利用したと思ったこともある。餌として利用されたと聞かされたことも。

　夜々が護まもってくれたこともあるし、雷らい真しんが護ろうとしたこともある。

　雷真が生命力を奪われたことも。それを返してもらったことも。

（……そうだな、夜や々や。俺おれたちは）

　どんな窮きゆう地ちも、強敵も。

（おまえと、俺とで、乗り越えてきた……）

　二人は、いつも二人で、やってきた。

　二人でいるから相棒なのだ。どちらか一人では、相棒とは言えない。

　この土壇場で、旅の終着点で、夜々を『お人形』扱いするのはおかしい。

（俺とおまえは──『相棒』だ）

　おまえが耐えると言っている。だったら俺は、それを信じる。

　最後の最後まで、おまえが望む俺でいる。

「……夜々」

「はい！」

「信じる」

「──はいっ！」

　雷真の心眼が、夜々の心臓に燃える、まぶしい魔力の炎をとらえた。

　輝きは増している。その光を消したくなくて、雷真は渾こん身しんの魔力を注ぎ込んだ。

　初手。切り札ともなり得る冷気を、雷真は牽けん制せいに使う。火垂ほたるが素早く前に出て、高圧で熱を生み出した。熱と冷気の境界で、陽炎かげろうのような揺らぎが生じる。

　揺らぎの中では八や重え霞がすみは使えない。しかし、影響を受けるのはこちらだけではない。

　入り乱れた魔活性に翻ほん弄ろうされ、姫ひめ蜘ぐ蛛もの巣が破れる。その空くう隙げきを見み逃のがさず、雷真は夜々を敵陣に送り込んだ。

　全開の魔力を受けた夜々が、戦隊スコードロン六体を相手に大立ち回りを始める。回って、蹴けって、かわして、跳んで──剛つよさと迅はやさを増した夜々は、こと格闘戦においては、戦隊の追随を許さない。正面からの殴り合いでは、今や敵なしと言っていい。

　そうして夜々が注意を惹ひきつけているあいだに、雷真自ら揺らぎにまぎれ、敵陣の中央、蜜みつ蜂ばちを狙った。奇き襲しゆうに反応できたのは天てん全ぜんだけ。雷真の前に自ら立ちはだかる。

　それが、雷真の狙い通りだ。

　互いに糸と糸をからめ、半歩の間合いで静止する。

　雷真は右手に刀を下げたまま、左手で天全の右袖を取った。一方の天全も、自由な左手で雷真の肩に触れている。一見は静かだが、それぞれの左手から魔力の糸が侵入し、互いの体内で激しくせめぎ合った。

　急に紅こう翼よく陣じんを外された人形たちも、下手に動けなくなった。個々に牽制し合いながら、こちらのなりゆきを見守るしかない。

　こちらの狙いを悟さとり、天てん全ぜんが感心したようにつぶやいた。

「俺おれの紅こう翼よく陣じんを押さえ込んだか……。しばらくその素振りを見せなかったのは、このための伏線だったというわけだ」

「……終盤の決め手ってやつは、忘れた頃に、忘れたところから飛んでくるもんだ」

　相手の袖をつかむ左手に、雷らい真しんはさらに魔力を込めた。

「俺たち一門がデカイ面をしていられるのは、この秘術のおかげだ。あんたと俺とで一番差のある部分もな。だったら話は簡単、この秘術を封じりゃいい」

「ふ──だが、それでは条件が同じだぞ？」

「いや。こうなっちまえば、俺の方に利がある」

「ほう。いかなる有利だ？」

「俺がどうしようもなく弱くて、ヘタレだったってことさ──吹すい鳴めい二四にじゆうよん衝しよう！」

　紫電のごとく夜や々やが動く。蹴けりは見事に鎌かま切きりをとらえ、痛撃を与えた。

　戦隊スコードロンに戦慄が走る。天全との連絡が途切れたせいで、戦隊の判断力は鈍っている。なのに、夜々は平気で攻撃を仕し掛かけてきた。

　仮面の向こうで、天全の眼光が鋭くなった。

「今の文言、赤あか羽ばね流戦陣形の〈型〉だな？」

「ああ、そうさ。何せ俺は素人同然で、魔力だけでは相棒を操れなかった……」

　その未熟さゆえに、夜々と雷真は言葉で意志を伝え合ってきた。

　一方の天全は超一流。その絶対的な支配能力ゆえに、戦隊たちは主あるじの意のままに動けたし、ただ動かされていればよかった。

「そこまで計算してのことか……なるほど、ここだな」

　意味深長な笑みを漏もらし、天全が足もとを示した。

「今ここで、おまえは俺と同じ高さに立った」

　それは最大級の賛辞に違いなかったが、雷真は素直に受け取らない。

「まだ小結と横綱くらい違うぜ。だが──」

　にやりと笑って、確信を告げる。

「俺の相棒は、世界一の自動人形オートマトンだ！」

　命じるまでもなく、雪せつ月げつ花かが動いた。

　今の彼女たちには紅こう翼よく陣じんの支援がない。だが、姉妹の絆きずながある。培ってきた戦術がある。命令はなくとも夜々は駆け、いろりの氷刃が暴れ、小こ紫むらさきの眩げん惑わくが姉たちを生かす。

　他方、主の指示を失った戦隊は、明らかに精彩を欠く。天全が魔力を高め、雷真を振りほどこうとしたが──できない。単純な力比べではなく、これはグリゼルダが叩たたき込こんでくれた技術でもある。意地でも雷真は負けられない。

　雷らい真しんの踏ん張りに応えるように、雪せつ月げつ花かが戦隊スコードロンを圧倒し始めた。

　いろりが二本の指を立て、横なぎに払う。刃渡り数十メートルに及ぶ氷の刃が、玉たま虫むし、姫ひめ蜘ぐ蛛も、蜜みつ蜂ばちを一度に斬り裂いた。

　氷原におびただしい血の花が咲く。蜜蜂から金色の鱗りん粉ぷんが飛び、ただちにボディの修復を始めた──が、三体同時に修復するのでは、やはり時間がかかる。

　いろりは好機を逃のがさず、さらに畳みかける。次々と繰り出される氷ひよう筍じゆん。八や重え霞がすみが機能し、実際の射線と見かけ上の射線に齟そ齬ごが生じている。火垂ほたるが肩を裂かれ、鎌かま切きりの胴体に穴があく。蜻蛉かげろうも直撃を受けたが、ダメージの半分程度を反射した。

　炸さく裂れつした威力が空間をゆがめ、小こ紫むらさきの位置を暴き出す。

「そこ！　花がいる！」

　姫蜘蛛が声で伝える。すかさず鎌切が小紫の頭上に転移、大鎌を振り下ろした。湾曲した刃は短い銀剣では受け切れず、小紫の胸に深々と突き刺さる。

「うくっ……」

「小紫！　おのれ……！」

　いろりが逆上し、鎌切を薙なぎ払はらう。胸をかっさばかれながらも、鎌切はきっちり役目を果はたし、火垂をいろりの背後へ転移させた。

　火垂が死角から掌打を繰り出す。空気が波打つほどの力の濁流に、いろりの全身の肌が破れ、文字通りの血霞が立った。

　この一昼夜で三度目の痛撃。いろりは血だまりに沈み、立ち上がれなくなった。

　しかし、火垂も力を使い切っている。脱力した背中は無防備で、夜や々やの蹴けりがやすやすと決まった。背骨が砕ける音がして、火垂は彼方かなたへ吹っ飛んでいく。

　その瞬間、二本の足で立っている自動人形オートマトンは、夜々だけになった。

　天てん全ぜんは夜々にも備えなければならない。自然、兄の意識は夜々と雷真に分散する。

　運命を賭けるべき瞬間は、ここしかない。

　雷真は兄の袖から手を離し、ありったけの魔力を刀身に集中させた。

　力比べの最中に、不意に身を退ひいたようなものだ。とっさに支えを外されて、兄の魔力が上滑りする。その一瞬に、雷真は全身全霊で斬り上げた。

　ひさぎ太刀影──東欧の街で雲うん雀じやくが見せたのと、寸分違たがわぬ魔ま靭じんの斬撃。紅あかく染まる力のうねりが、下段から天全を斬り上げて、昇り龍りゆうのごとく天へと伸びた。

　この一撃は達するはずだ。兄より刹せつ那な、速く──

　事実、速さでは勝っていた。しかし、兄はこれを『読んで』いた。

　体内に残っていた魔力をそのまま防壁に転用し、刃をやわらかく受け止める。

　驚きを通り越し、雷真はあきれた。

　一体全体、兄の技量は、どれだけ自分の上を行っていたのだろう？

　まばたきするほどの時間に、大魔力と大魔力とがせめぎ合った。雷らい真しんの斬撃はほとんど殺されてしまったが──これで雷真の攻め手が尽きたわけではない。

　むしろ、これこそが雷真の『読み筋』だ。

　斬撃に押され、上空へ浮き上がる兄。その行く先に、待ち構えている者がいる。

　氷の天蓋──逆さの大地に立つ人影は、真冬の湖に立つ天女のようだ。

　そのひたいで、金剛石のようなきらめきが散る。生命力の結晶たる角が現出し、夜や々やの五体にかつてない力をみなぎらせる。

　雷真は紅こう翼よく陣じんの糸をすべて相棒に委ねた。天てん全ぜんも紅こう翼よく陣じんを全開にし、身を護まもろうとした。兄弟の背中から飛び散る紅あかい霧で、天が桜色に染まって見える。

　その紅天に、瞬間、弧月が一いつ閃せんした。

　夜々は見事な弧を描き、かかとを天全に叩たたきつける。

　それはたぶん、雷真がその生涯で見た、もっとも美しい月だった。





　　　　　２






　それが決着の一撃であることを、日ひの輪わはひと目で察した。

　夜々が天に描いた三日月は、天全の紅こう翼よく陣じんを貫つらぬき、銀の仮面を砕き、眼下の大地へ叩たたき落おとした。隕いん石せきのように落下した天てん全ぜんは、生身の人間でありながら、魔鉱の大地を砕き、半球状のえぐれを造る。












　身を護まもるのに使ったのだろう、無限に思えた天全の魔力が、がくんと減った。

「や……やりよった……！」

　昴すばるがつぶやく。初めは半信半疑で。やがて確信を得て、両手を突き上げた。

「あいつ、やりよったぞ！　雷らい真しんの勝ちや！」

　熱気が一門に伝染し、喝采が沸き起こった。皆の顔に笑みが弾はじける。しかし、その高揚した空気を、ほかでもない雷真の叫びが破壊した。

「夜や々や！」

　翼をもがれた鳥のように、夜々が力なく落ちてくる。雷真はそちらに駆け寄り、両手を広げ、全身で相棒を受け止めた。

　夜々はぴくりともしない。ただぐったりと、雷真に体重を預けている。

　日ひの輪わの第六感でも魔力を感知できない。生命力を使い果はたしたようにも見える。

　それでも、かろうじて息はある。夜々は雷真に抱かれたまま、ゆっくりまぶたを上げた。雷真はほっとした様子で、とても優しい眼をして、穏やかに言った。

「おまえは最高の相棒だ。俺おれの気持ちを全部、汲くんでくれた」

　夜々は幸福そうに微笑ほほえむ。その笑顔を、日輪は心から美しいと思った。

（貴女あなたを尊敬いたします、夜々さん）

　かくして、兄弟の戦いは弟の勝利で決着した。

「マスター！」

　火垂ほたるが悲しげな声をあげ、瓦が礫れきの底へ降りて行く。血まみれの体で、地を這はいずるようにして。雷真も我に返り、夜々を抱えたまま、そちらへ近付いて行った。

　彼の復ふく讐しゆう譚たんは終わりに近付いている。日輪も、いざなぎ一門も、傷ついた戦隊スコードロンも、姉を背負った小こ紫むらさきも、引き寄せられるようにそちらへ向かう。

　砕けた魔鉱の塊に身をあずけ、天全は力なく座していた。衣服は衝突の衝撃でずたずたに裂け、破れ目から赤黒い血と肉がのぞいている。

　火垂がよろよろと進み出て、雷真の前に身をさらす。美しい顔を血で汚し、骨折の痛みに耐えながら、それでも主あるじを護ろうとする姿勢は、ひどく健けな気げだ。

　その顔に誰だれの面影を見たのか、雷真の表情もまたゆがむ。だが、歩みは止めない。火垂の横をすり抜け、雷真は堂々と天全の前に立った。

　天全はかすかに微笑み、喉笛を差し出すようにあごを上げた。

　首をやると言っている。雷真が思わず力んだ、そのとき──

「だめ、雷真！」

　ひとりの乙女が、両者のあいだに割り込んだ。

「お兄さんを殺しちゃ、だめ！」

　必死に天てん全ぜんをかばう。それは戦隊スコードロンの誰だれでもなく、小こ紫むらさきだった。

「黙っててごめんなさい……だけど今日、私を助けてくれたのは天全さんなの！」

　日ひの輪わの記憶が一瞬、混乱した。だが、そう──その現場には日輪もいた。

　昼間、雷らい真しんは綺き羅らの奇き襲しゆうを受けた。見張りに立ったシンと小紫が行方不明となり、雷真といっときはぐれてしまった。

　あのとき、綺羅から小紫を救ったのが、天全だったということだ。

　雷真にとっては寝耳に水のはずだが、彼は驚きもせず、うなずいた。

　それから目線を上げ、差し込む星明かりを眺めながら、兄に言った。

「俺おれはこの三年、どうすりゃ兄貴あんたを殺せるか、そればかりを考えていた」

　独り語り。腕の中の夜や々やが、優しい眼で主あるじの横顔を見つめる。

「皮肉なもんさ。あんたへの憎しみが、俺に生きる理由をくれた。強くなる意志をくれた。その半面、憎しみに引っ張られて、見えなかったものが山ほどあった」

　その穏やかな独白を、誰もが耳を澄まして聞いている。

　雷真は静かだ。彼の胸中に逆巻いていた、あの暴風のような激情がない。

「今なら、わかる。俺が本当に殺したかったのは、あんたじゃない。撫子なでしこにも、おふくろにも、何にもしてやれなかった──親父おやじや、師範や、兄貴あんたに護まもられてばっかりで、自分てめえのことしか考えられなかった──」

　自じ嘲ちようの笑み。弱りきった相棒を見て、彼女を抱く手に力を込める。

「俺……だったんだな」

　仇かたきを憎む以上に、本当は自分自身を憎んでいた。

　だから、どんな死地にも飛び込んで行けた。

　雷真は再び兄に顔を向け、紅あかい瞳を真正面から見み据すえた。

「俺は本当のことが知りたい。だから話してもらう。何もかも。そうして全部聞いた上で、あんたが本当に撫子の仇なら、きっちりけじめをつける」

　雷真の言葉を聞き終えると、天全は一ひと際きわ深く息を吸い、吐いた。

　長い苦役から解放された人のように、安らかな笑みをひとつ、こぼす。

「ぎりぎり、仕上がってくれたな。今のおまえならば、すべて託せる」

　言いながら、天全は鋭い眼光を真横に投げる。雷真もまた同じ方向をにらんだ。

　兄弟の殺気を浴び、虚こ空くうが不自然に揺らめく。そこだけ異様に瘴しよう気きが濃くなり、まるで闇から染み出すように、人影が現れた。

「あらまあ、勘のよろしぃことで。さすがは名門、赤あか羽ばね一門のご子息さんどすなァ」

　ふざけた口調でそう言って、土ど門もん綺羅は兄弟を嘲ちよう弄ろうした。

　みなぎる魔性に瘴気が惹ひかれ、どす黒い羽衣となって魔女を取り巻いている。

　雷らい真しんは舌打ちした。

「……ま、くるだろうとは思ったけどよ。野や暮ぼが過ぎるぜ、婆ばあさま」

「野暮助はそちらと違います？　うちのモンを脇へ押しやらはって」

「あんたも兄貴を狙ってたんだろ。俺おれが手助けしてやったんじゃねえか」

　軽口を叩たたき合あう。一見は余裕ありげだが、雷真のこめかみには汗が光っていた。

　雪せつ月げつ花かも戦隊スコードロンも半壊状態だ。今この瞬間、綺き羅らに抗あらがう手段はない。

　逃げるしかないが、穢え土どの瘴しよう気きは都市全体に及んでいる。単なる転移魔術では、綺羅の支配領域から脱出することはできまい。位置もすぐに特定される。

　兄弟にわだかまる因縁が、今ようやくほどかれようとしているというのに。──いや、なればこそ、祖母はそれを決して許さないのだ。

　だからこそ──日ひの輪わもまた、行動しなければならない。

「お二人とも、どうぞご出立くださいませ」

　凛りんと鋭く、日輪は赤あか羽ばね兄弟に告げた。

「お二人でお話のできるところへ。ここは、わたくしどもが受け持ちます」

　綺羅の視線をさえぎるように、兄弟と綺羅のあいだに立つ。その日輪の両脇に、一門の者たちがずらりと並んだ。四十名を超える陰おん陽みよう師じたちが、一斉にだ。

　綺羅は表情も変えなかったが、眉が神経質そうに引きつった。

　孫の日輪にはわかる。あれは怒りを圧おし殺ころしている顔だ。

　祖母の恐ろしさは重々承知していて、穢土の怖おそろしさは自ら羅ら生しよう血けつで体感した。恐怖で膝が笑い出しそうなのだが、同時に痛快な気分も味わっている。

　これでようやく、本当に、雷真さまのお役に立てる。

　ならばこの命、ここで尽きてもいい。

　綺羅は日輪から視線を外し、かたわらの昴すばるに問うた。

「……訊きくだけ訊ぃときまひょか。何の真ま似ねですの、昴さん？」

　賀か茂も家の御曹司なら、畏縮すると思ったのだろう。だが、昴は返事をせず、すまし顔を決め込んでいる。

　この場の陰陽師全員が同じ態度だった。綺羅の怒気に反応し、瘴気が荒れ始める。

　日輪は怯ひるまず、祖母ではなく赤羽兄弟に言った。

「さあ！　雷真さま、天てん全ぜんさま！」

「だが……おまえらだけで──」

「よろしいのですか、姫？」

　雷真の言をさえぎり、天全が問う。

「俺は国に追われる大罪人です。この愚弟をどうするともわかりませんが」

「何の心配もございません。貴方あなたさまは、雷真さまが信じていらっしゃる方です」

　言下に答える。その言い切り方が雷らい真しんに似て思え、日ひの輪わは嬉うれしくなった。

「さあ、お急ぎを。我らいざなぎ一門、全力でお護まもりいたします！」

　天てん全ぜんの判断は速かった。雷真の後ろに空間の裂け目──異空間へつながる〈門〉が開き、戦隊スコードロンを次々に飛び込ませる。天全自身も立ち上がり、雷真をうながした。

「行くぞ。雪せつ月げつ花かも急げ」

　小こ紫むらさきがいろりを背負い直し、戦隊の後に続く。だが、肝心の雷真が愚ぐ図ずついた。

「待てよ！　相手はあの婆ばあさまだぞ!?　見捨てて行くようなもんだ！」

「やっかまし！　はよ行けド阿あ呆ほう！」

　蹴け飛ばす勢いで昴すばるが怒鳴る。それから肩越しに振り返り、『にやっ』と笑った。

「ええから、ほんまのこと知ってきぃ。今までの全部、そのための苦労やんか」

　雷真は奥歯を嚙かみ、昴を見て、綺き羅らを見て、日輪を見て、そして、腕の中の夜や々やを見た。弱りきった相棒は、もう身じろぎもしない。

　まぶたを閉じて一秒。雷真はしぼり出すようにつぶやいた。

「借りが……できちまうな。俺おれが返すまで、死んでくれるなよ！」

　夜々を抱きかかえ、異空間へ飛び込む。直後に天全も続き、後にはいざなぎ一門の面々が残るばかりとなった。

　くくっと笑って、昴が鼻の下を指でこする。

「何が『借り』や。こっちが借りっぱなしやわ、ド阿呆！」

「ふん、逃がさへんわ──て言ぃたいとこやけど、追跡は無理やろなァ？」

　苦虫を嚙んだような顔で、綺羅が愚痴っぽく吐き捨てた。

「日輪かて羅生の血筋、わての瘴しよう気きを断たれんまでも、乱すくらいはできるやろ」

「そのつもりです。この身に代えても、雷真さまは追わせません」

「はっ……『我らいざなぎ一門』ゆうたな、日輪？」

　じろりと見み据すえる。薄笑いの裏に、凄すさまじい憤激の気配があった。

「あんたがいざなぎ一門か？　あんたらが？」

　綺羅のひたいに青筋がびきびきと浮き上がる。周辺の瘴気から続々と魑ち魅み魍もう魎りようが生まれ、にわかにあたりが騒がしくなった。この世のものとは思えない、うめきやあえぎ、奇声や悲鳴がこだまして、聞いている者の精神をあやうくする。

　その恐怖と戦慄に抗あらがい、日輪はさらに綺羅を煽あおった。

「この際ですから申し上げます。わたくしは、英王室には嫁ぎません」

「……何やて？」

「己の夫となる方は、自分で選びます」

「通らん！　そない身勝手！」

「押し通します！　それが──」

　日ひの輪わはだんっと強く踏み込み、足で魔法円を描いた。

「いざなぎ流です！」
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　一瞬後、雷らい真しんはどことも知れない暗がりにいた。

　日輪の姿はもう見えない。闇の中に、ただ静寂だけが存在している。

　日輪や昴すばるを置いてきたことを、いつか後悔する日がくる──かも知れない。だが、あの場にとどまって戦えば、きっと別の後悔を抱えていた──その予感もある。

　ふと、腕の中の夜や々やが燐りん光こうを放っているのに気付く。

　蛍火のような光とともに、夜々の肌から魔力が漏もれ出している。生命が溶け出していくような光景に、雷真は凍りついた。

「夜々姉さま、どうしたのっ？」

　小こ紫むらさきも異変に気付き、いろりを背負って駆け寄ってくる。雷真は夜々に手を当て、魔力を渡そうとしたが、その腕を横から天てん全ぜんがつかんだ。

「よせ。崩壊を早めるだけだ」

「崩壊？　何言ってやがる！」

「既すでに生存限界を超えている。死に際の人間が栄養を受けつけぬのと同じことだ」

「そんな理屈……知るかよ！　黒くろ薔ば薇らさま、きてくれ！」

　すがるように、心臓に叫ぶ。天全の「よせ──」という制止の声は、激しい火花にかき消されてしまった。

　魔力が爆はぜ、空間がひずむ。セフィラの空間転移と何らかの魔術式が干渉したようだ。それでも、魔女の強大な魔術は発現する。

　石造りの床が唐突に割れ、地獄の噴煙が立ち昇ってきた。地の底から大樹のごとき骨が現れ、黒薔薇セフィラを地上へ運ぶ。

　大骸骨のてのひらで、セフィラは不機嫌な顔をしていた。

「不遜な子どもですわね……このわたくしを御用聞きのように呼び寄せるとは」

　首筋がうっすら汗ばみ、呼吸が乱れている。明らかに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だ。雷真が兄との戦いで消費した魔力は、魔女の予想を超える量だったらしい。

「好き放題におねだりしてくれやがるではありませんの……。わたくしとて、力が無限というわけではありませんのよ？」

「──すまない。だが、今は」

「ええ、ええ、一度は交わした契約です。おまえの望みは叶かなえてあげましてよ」

　パチンと指を鳴らす。大骸骨の腕が地獄から陶器の浴槽を運び上げた。

　魔女が契約を重んじるというのは本当らしい。契約通り、浴槽一杯のレーテの水を融通してくれる。そのたっぷりの霊薬エリクサーに、雷らい真しんは相棒の体を沈めた。

　バチッと魔術の干渉光が飛び、夜や々やの発する光が強くなる。

「うっ……ああっ……！」

　苦しげな声が夜々の口から漏もれる。その反応を見て、黒くろ薔ば薇らの顔色が変わった。

「引き揚げなさい！　組織が壊れる！」

「な──どういうことだよ!?　これはあの水じゃないのか!?」

　かっとなる雷真を、天てん全ぜんが制した。

「騒ぐな雷真。これは魔活性の不協和だ。魔女の悪意ではない」

「不協和……なぜだ!?　前はちゃんと協和してたじゃねえか！」

　セフィラは濡ぬれた夜々を一いち瞥べつし、ため息まじりに言った。

「相反する魔術は同一の体に共存できない──その例外がイブの心臓です。イブの心臓、すなわち〈生命〉の魔術回路だけが、他の魔術回路と共存できる。それが心臓の魔術効果だからです。この意味はおわかり？」

　相棒を抱きしめたまま、雷真は必死に意味を理解しようとする。

　協和こそが生命の本質、イブの心臓が本来的に持っている魔術効果ということか。だが今、その効果は発揮されていない。つまり……。

　夜々の〈イブの心臓〉が、もう機能していない？

　雷真の疑問を肯定するように、セフィラは静かにささやいた。

「生体機巧は魔力親和性に富む──それはいいことばかりではありませんのよ。親和した部品は、生命の魔活性が破れるとき、こうして発光崩壊するのです。ドイツの機巧兵士マシーネンゾルダートも、このようにして死ぬのでしょう？」

「……どうすれば……いいんだ」

　神妙に魔女にたずねる。セフィラは試すような眼をして、こう訊きいた。

「レーテの水はイブの心臓と不協和しているのです。心臓をあきらめるなら、残りの部品は生きたまま取り外せるでしょう。人形の再建はできますわ」

「何を……言ってんだ！　それをやっちまったら……！」

　イブの心臓にこそ、自動人形オートマトンの心は宿る。大脳を有する夜々は、ほかの自動人形のように単純ではないが、それでも心臓を交換はできない。夜々の人格や記憶を引き継いだだけの、夜々ではない別の誰だれかを生み出してしまう。

「そんなことはできない！　俺おれはこいつを、このまま生かしたいんだよ！」

　それが無理な相談であることは、わかり過ぎるほどわかっていた。

　雷真は棒立ちのまま、どうすることもできず、腕の中の相棒を見下ろす。

（また……判断を間違ったのか……俺は……!?）

　夜や々やを使うべきではなかったのか。だが、夜々がいなければ、天てん全ぜんには勝てなかった。ロキにも、灰はい薔ば薇らにも、金きん薔ば薇らにも勝てなかった。

　それとも、ほかに手段はあったのだろうか。いろりや小こ紫むらさきを使いこなして──

　……いや、すべてが『今さら』だ。

　焦燥と、後悔と、やり場のない怒りの淵ふちで、雷らい真しんは声を震わせた。

「すまない……夜々……俺おれは……！」

「ふふ……おかしいですよ、雷真……そんな顔……」

　夜々はふんわりと、赤子をあやすように微笑ほほえんだ。

「やっと、ここまできたんじゃないですか……あのすごいお兄さんに……雷真が勝ったんです……もっと、喜んでください……」

　馬鹿なことを、と思った。確かに、兄には勝った。力を認めさせた。だが、それは本当に、おまえと引き換えにしていいことだったのか？

「さあ……今は夜々より……お兄さんとお話を……してください」

「その人形の言う通りだ」

　腹立たしいほど落ち着いた声で、天全が言った。

「その人形のことも、日ひの輪わさまのことも、今は忘れよ。おまえには務めがある」

「……何のことだ」

「あの場で綺き羅らさまと戦う手す段べは、なくはなかった。だが、この日のために積み上げたものを崩すつもりもなかった。ゆえに俺は、日輪さまを見捨ててきたのだ。おまえの務めには、それだけの意味があると知れ」

　一方的なものいいが勘に障る。『ふざけるな！　俺の相棒が瀕ひん死しなんだぞ！』と怒鳴りたい衝動に駆られたが、その怒りを雷真は嚙かみ殺ころす。

　八つ当たりをしたところで、相棒が悲しむだけだ。

「時が惜しい。ついてこい」

　天全が暗がりの奥へと歩き出す。満まん身しん創そう痍いの戦隊スコードロンがその後に続き、小紫もまた、雷真の腕を引き、そちらへ導こうとした。

「行こ、雷真……。いろり姉さまも」

　いろりは夜々を見つめ、はらはらと涙を流していたが、小紫に背を押され、自分の足で歩き始めた。黒くろ薔ば薇らセフィラも大骸骨の手を降り、興味深そうについていく。

　一人で突っ立っていても仕方がない。雷真も夜々を抱き、奥へ向かった。

　石造りの暗い廊下を、列になって進んで行く。空気は湿り、魔マ素ナが充満している。瘴しよう気きの海よりははるかにマシだが、息苦しさのようなものを感じた。

　先を急ぐ兄に、雷真は後ろからたずねた。

「……どこに行くんだ」

「務めを果はたす場だ」

「……あんたがこの日のために積んだものってのは、何だよ」

　兄は答えない。すぐにわかる、とでも言いたげだ。雷らい真しんはあきらめず、

「あの夜、撫子なでしこを解体したのは……確かにあんた……だよな？」

「そうだ」

「あのときと同じことを訊きくぞ。なぜ、そんなことをした」

「あの夜、撫子は赤あか羽ばね一門の手で殺されるさだめだった」

　投げ返された言葉を、とっさに受け止めることができない。

　無数の疑問があふれる。さだめ？　殺される？　赤羽みうちに？

　兄は淡々と、ただ事実のみを伝えようとするように、無感動に続けた。

「そういう取り決めだったのだ。そしてそれは、果たされるべき約束だった」

「……誰だれとの、約束だ？」

　その答えを、雷真はもう知っているような気がした。

　雷真の直観を肯定するように、兄は質問で返す。

「いざなぎ一門に凶きよう兆ちようあり、という話を聞いているか？」

「……うっすら知ってる。金きん薔ば薇らが婆ばあさまの暗殺を企てたことや、日ひの輪わが殺されかけた件が、それじゃないかって話だった」

「そう噂うわさされるのは、まだ凶兆が消えていないからだ。年を越すたび、凶兆は更新され、確実性を高めている。そして今年、大凶兆となって顕あらわれた」

「何が起こるってんだ。いざなぎ一門も、赤羽みたいに絶えるってのか？」

「そうだ。引き金となる〈禍まがつ姫〉は、『赤羽の名を継ぎし姫御み子こ』」

「名を継ぐ姫……って、撫子──!?」

　天てん全ぜんは、沈黙でもって肯定した。

　雷真の膝が震える。それが怒りによるものだと、少し遅れて自覚した。

「この二十世紀に……たかが予言怖さで……撫子を殺したってのか……!?」

　焼け残った遺骸を抱き、遺灰をかき集めたときの、あの感触が甦よみがえる。

　鉄火のように熱くなる雷真とは対照的に、兄はあくまで冷静だった。

「教父の予見がそうであるように、いざなぎの占術も真に力ある魔術。いざなぎの占うらに力がなくば、過去の為政者たちも決して重用しなかった」

「ああ、そうだろうさ！　くそったれ！」

「未来視の恐ろしさは、不確定であるべき未来を確定させてしまうことにある。それゆえ、この手の占術には保険がかけられているものだ。この場合は──」

「〈禍つ姫〉ってのがいなくなりゃ、いざなぎ一門は安泰なんだろ！」

「そうだ。ゆえに、かの一門は我ら一門に対し、法外な対価を申し出た」

　瞬間、雷らい真しんの血が凍った。

　兄がこれから言おうとしていることを、やはり直観する。それを聞いてしまうことに、本能的な恐怖さえ覚えた。しかし、兄は容赦なく真実を告げる。

「赤あか羽ばねの姫を潰す代わりに、土ど門もんの姫を赤羽に差し出す」

　──果はたしてそれは、雷真が怖おそれた通りの台詞せりふだった。

「これが、身分違いの縁談の真相だ」

　では、雷お真れは。

　撫子いもうとを生いけ贄にえに捧ささげて、日つ輪まを得ようとしていたのか。

「撫子なでしこは……知ってたのかよ……その話を」

「九つの頃には知っていた。その上で、おまえに良縁あるのなら、よきことだと」

　心臓に寸鉄をねじ込まれたような気がした。

　腕の中の夜や々やが、いたわしそうに雷真を見る。もし彼女を抱えていなかったら、雷真は両手で自分の首をねじ切っていたかもしれない。

　十歳に満たない少女が、すべてを知った上で、犠牲になる道を選んだ──

　一門のため、兄の良縁のため、自分の命を捨てた。

　馬鹿げている。そんな話は、馬鹿げている！

「親父おやじは……おふくろは!?　そんな話、納得したのかよ!?」

「納得しなければ、どうだと言うのだ？」

　冷ややかに問い返す。兄の落ち着いた言葉には、雷真を黙らせる凄すごみがあった。

「いざなぎ一門は国家の要、いざなぎの存亡は国家の存亡だ。いざなぎさまに逆らうのは、国賊に身を落とすのと同じこと」

「──けどよ！」

「事が成れば、赤羽は土門さまの近縁となる。閉ざされていた士官の道も開き、戦いくさで武勲を競うこともできる。赤羽といざなぎ──千年の対立に、勝者たるいざなぎ一門の方から歩み寄ってくれたのだ。議論の余地はない」

　理屈はわかる。だが、それでも、と思ってしまう。

　たとえ神仏の託宣であったとしても、赤羽いざなぎ両方の益となるのだとしても、それで妹の命を奪われるのは我慢がならない。

　打ちひしがれる弟を見て、天てん全ぜんは慰なぐさめるように言った。

「納得はしていなかったさ、誰だれも。おそらくは、当のいざなぎ一門も。そして、納得していなかったからこそ、赤羽一門は滅亡したのだ」

　雷真ははっとした。怒りで熱くなった頭が、急速に冷えていくのを感じる。

　天全の言葉を理解するにつれ、恐ろしい事実が浮かび上がってくる。

「それじゃ……何か？　いざなぎさまが赤羽一門をやったのは……」

「赤あか羽ばねの翻意が引き金だ。土壇場で赤羽一門は謀り、撫子なでしこを生かす算段を練った。その裏切りを、綺き羅らさまはお赦ゆるしにならなかった。……それだけのことだ」

　その結果が、あの夜の地獄というわけだ。

「……なぜ、言ってくれなかった。せめて、あの夜……撫子が死んだときに！」

「あの場で事の真相を知れば、おまえはどうしていた？」

　問われ、自問する。もし事実を知ったなら、自分はおそらく……。

「いざなぎさまを憎み、国を呪ったことだろう。おまえのことだ、必ず行動に出る。綺羅さまにとっては『仕上げ』のいい口実だよ。だが、おまえが俺おれを憎み、俺を追いかけるというなら、軍はおまえを猟犬として飼う」

「────！」

「軍がおまえを、俺のもとへ届けてくれる」

　前を行く兄の口元に、かすかな笑みがある。

　ここにきてようやく、雷らい真しんは兄の遠大な構想に気付いた。

　兄のあの夜の行動はすべて、今夜の『この状況』を作り出すための布石──

「さて、おまえは撫子に借りのある身だ」

　天てん全ぜんが足を止める。雷真は少し驚きながら、無愛想に返した。

「……言われるまでもねえ」

「その借りを返すべきは、今だ」

　軽く手を上げ、暗闇に合図を送る。横一文字に炎が走り、明かりがともった。

　油煙の臭においが立ちこめる。魔術ではなく、油を使った火の照明だ。壁面に炎がゆらめき、広間が赤々と浮かび上がった。

　床一面に魔術式が書き込まれ、儀式の間が構築されている。中央には大きな水槽。魔石を生み込んだ大型パネルが数枚、多数のパイプで水槽とつながれている。

　得体の知れない機械装置だが、似たものを雷真は見ている。水槽は夜や々やが放り込まれていたものに似ているし、パネルの方は〈愚者の聖堂〉最深部にあった。

　その装置の前に、白衣姿の少女と、彼女そっくりの自動人形オートマトンが立っていた。

「イオ！　エヴァも！　おまえら、何でここに……？」

「君を待っていたんだよ。でも、そんな話は後」

　イオネラは夜々を見て顔を曇らせた。──損そん傷しようの程度を推し量ったのだろう。

　天才教授の眼に涙がにじむ。彼女のその反応は、雷真に深い絶望を与えた。

　雷真の動揺などおかまいなしに、イオネラは硬い声で話を進める。

「準備はできたよ、マグナスくん。言われた通りになってると思う」

「感謝します、先生。では、儀式を始めましょう」

「待てよ！　俺にも説明しろ！」

　兄の背中に食い下がる。天てん全ぜんは答えず、制御パネルに手を伸ばした。

　イオネラが水槽の前をどける。中のものがあらわになり、小こ紫むらさきが「うっ」とうめいた。セフィラは感嘆の息をつき、雷らい真しんは瞠どう目もくする。

　おぞましい物体。小さな肉塊としか言えない、名状しがたい何か。

　青い管が浮いている。管には白い骨がついていて、脊椎のように見えなくもない。その骨格はあまりに未発達で、重力に逆らえるようには見えない。

　管の先端は水中に投げ出され、海草のように揺らめいている。頭蓋らしき上部の膨らみには、未分化の肉塊がこびりつき、できそこないの胎児に見えた。

「何だってんだ……悪趣味極まりねえ……！」

「『反魂は能あたわざる也』──それがいざなぎ一門の奥義、すなわち〈真理〉だ」

　唐突な兄の言葉が、みたび雷真に直観を与えた。

　信じられない想おもいで、しかしあり得ると思いながら、雷真はたずねる。

「……反魂ってのは、絶対にできねえんだろ？」

「そうだ。真理は決して覆らない。土ど門もんさまにも、花か柳りゆう斎さいにも不可能だった」

「花柳斎……って、硝しよう子こさんの前の花柳斎か」

「そうだ。彼が妻の遺骸から生み出したのは、妻の複製に過ぎなかった。真理を悟さとった花柳斎は、人形造りへの情熱さえ失ってしまったと聞く。死者の黄泉帰りは不可能──それが宇宙の〈真理〉なら、抜け道はある」

　兄の紅あかい瞳に、妖しく強烈な光が宿る。

「甦よみがえらせる対象が、死んでいなければいい」

「……撫子なでしこは死んでいた。心臓もなければ、脳みそも入っていなかった」

「そうだろうとも。撫子の心臓はここ」

　天全が蜜みつ蜂ばちの胸を示す。それから順に、戦隊スコードロンの姉妹たちを指していく。

「感覚器は鎌かま切きりに。筋繊維は蜻蛉かげろうに。消化器官は玉たま虫むしに。神経系は姫ひめ蜘ぐ蛛もに。そして脳は、ここに格納されている」

　そう言った天全の指は、火垂ほたるのひたいで止まっていた。

　火垂はやや青ざめていたが、動揺は見せず、唇を引き結んでいる。

　雷真は呆ぼう然ぜんとした。理解できたはずなのに、精神が理解を拒んでいた。

　禁忌人形バンドールは人間の『生きた』部品を格納している。死んだ肉片では禁忌人形の材料にはならない。裏を返せば、戦隊の部品は生きている。

「撫子は……生きてる……？」

「即物的に見れば、そうだ。だが、赤あか羽ばね撫子という少女は、もうこの世には存在しない。撫子は確かに死んだ。しかし、生きている。その矛盾の中に活路がある」

「だが、脳は火垂にあるんだろ？　火垂は撫子じゃねえのか？」

「人間の〈自意識〉がどこに宿るか、おまえは知っているか？」

「脳……じゃねえのか？　どこだ？」

「それを知る者は、この世にはいない」

　そう、わからなかった。だから花か柳りゆう斎さいの反魂は失敗し、鏡きよう子こではなく硝しよう子こが生まれた。

　脳でもなく、心臓でもなく、神経でもなく、記憶情報そのものでもない。だとしたら、自我のありかは、学院長が地下大空洞を使って精製しようとしていたもの──

　霊魂！

「……どうすれば、撫子なでしこの〈魂〉を取り戻せる？」

　素直に訊きく。天てん全ぜんはうなずき、答えを言った。

「霊魂は解明できていない。しかし、『置換』の魔術原理を用いれば、組成が不明のまま現世に引き戻すことができる。交換魔術は学んだか？」

「いや……だが、聞いたことはある。石をパンに変えるとかのアレだろ？」

「そうだ。置き換えたところで、通常の物質では霊魂を保持できない。しかし幸いにして、俺おれとおまえには実体なきものを『つかむ』手段がある」

「紅こう翼よく陣じん……！」

　天全が雷らい真しんに期待したもの。雷真が天全と戦うために、どうしても必要だったもの。

　天全はゆっくりと首を上下させた。

「理解したのなら、ただちに取り掛かる」

　やはり一方的に宣言し、兄は制御パネルに魔力を流した。





　　　　　４






「おまえはエリアーデ先生の説明を受けろ。作業工程は教授がご存ぞん知じだ」

　天全が装置を起動する。魔石が次々に光を帯おび、回路の隅々にまで力が及んだ。戦隊スコードロンは魔法円の外周に下がり、外縁部にある六つのサークルにそれぞれ入る。

　三年前に何があったのか、その全貌をまだ雷真は理解していない。

　だが、今から兄がやろうとしていることは理解した。

　そして、兄が雷真に期待している役割も理解している。

　雷真は魔法円の外に出て、不安げに立つ小こ紫むらさきに近付いた。そちらには、座り込んだまま動かないいろりと、興味深そうに魔術式を読み解くセフィラがいる。

「いろり、小紫。夜や々やを頼む」

　ずっと抱いていた夜々を、姉妹に返す。いろりの膝の上で、夜々は安らいだように息を吐いた。呼吸は弱いが、いくぶん落ち着いたように見える。

「……ごめんな、夜々。少し待っててくれ」

　相棒の前髪をそっと撫なで、雷らい真しんは再び魔法円の中央へと戻った。

「イオ、工程を説明してくれ。俺おれはどうすりゃいい？」

　イオネラに問う。天才教授は雷真を落ち着かせるように、優しく言った。

「焦らないでね。私とエヴァできっちりサポートするから」

「ああ、アテにしてる」

「術式が始まったら、まずは〈仮組み〉で部品の配置を整えるよ。〈本組み〉に入ったら、魔法円が自動で治癒魔術を起動して、部品を『接着』してしまうから注意して」

　雷真は改めて水槽の中を見た。組織は未分化で、まだ人らしい姿ではない。

「これをどうすりゃ撫子なでしこにできる？　ちゃんとした部品の形をしてねえぞ？」

「大丈夫、魔術式が動き始めれば、あるべき姿に切り出せる。だから自分を信じて。今の雷真くんなら、きっとできるよ」

「そう信じたいが……リハーサルなしじゃ不安だな」

　そもそもが雲をつかむような話なのだ。だが、兄が一緒なら……。

　盗み見るようにそちらを見る。兄は自分の人形たちを見回し、

「頼むぞ、おまえたち」

　深い信頼がにじむ声で、そう言った。

　兄が彼女たちにそんな言葉をかけるのは、雷真には少々意外だった。道具扱いしているとばかり思っていたからだ。

　戦隊スコードロンがそれぞれに天てん全ぜんを見る。やがて一同を代表し、火垂ほたるが言った。

「お役に立てることを嬉うれしく思います。マスター」

「おまえたちには……世話になった」

　詰まり気味の天全の言葉に、火垂もまた言葉に詰まった。

「もったいないお言葉です……っ」

　気丈にふるまおうとした火垂の、言葉尻が跳ねる。その反応が意味するところを、雷真は不覚にも読み間違えた。

「待てよ！　火垂たちはどうなるんだ！」

「マスターのなされることに口出しをするな！　下郎！」

　天全ではなく、火垂が怒る。そんな自分を恥じたのか、今さら澄まし顔をして、

「我らは、おまえより覚悟が決まっています」

「覚悟って言ったな？　なら、おまえらやっぱり、死──」

「くだらぬ勘違いです。生体部品を抜かれたくらいで、我ら人形が死ぬとでも？」

　口ではそう言うが、火垂の眼には怯おびえの色がある。

　彼女は恐れている。これから起こる、決定的な何かを。

　にわかに躊ちゆう躇ちよする雷真に、天全は突き放すように言った。

「火垂ほたるに構うな。おまえが案ずることではない。それに──」

　かすかに微笑ほほえみ、こう付け加える。

「おまえならば、上手くやる」

　──それは一体、どういう意味だったのだろう？

　兄はふところに手を差し入れ、砂の詰まった小ビンを取り出した。

　見覚えがある。ほかでもない雷らい真しんが手渡したもの──撫子なでしこの遺灰だ！

「仇あだ討うちに臨む者がなぜ遺灰を投げつけるか、その真意を知っているか？」

「え？　いや……」

　遺灰を仇かたきに投げつけるのは、赤あか羽ばね流のならわしだ。雷真も過去、天てん全ぜんにやろうとした。だが、その真意は何だと問われれば、雷真もわかってはいない。

　答えられない雷真に、兄はかつての彼のような、穏やかな笑みを見せて言った。

「知らぬのも無理はない。土ど門もんさまでも、口伝が語り継がれているかどうか」

「……なぜなんだ？」

「遺灰には霊魂の残り香があり、御み霊たまを呼び戻す触媒となるからさ」

　天全がビンを砕き、頭から遺灰を浴びる。啞あ然ぜんとする雷真の前で、兄は印を結び、呪言を唱えた。灰と肉とが混じり合い、視界を埋めるほどの閃せん光こうを放つ。

　紐ひもがほどけるように、天全の肉体が消滅する。否、別のものに変換したと言う方が正しい。おそらくは自身の肉体を生いけ贄にえとし、膨大な量の魔力を生み出すと同時に、物質としての肉体をほかの何かに交換した。

　いつしか天全の姿は半透明となり、後ろの制御パネルが透けて見える。

「何……やってんだ、馬鹿野郎！」

　怒鳴ってしまう。兄に触れようと伸ばした手は、むなしく空を切った。

『騒ぐな。悪い癖だ』

　兄の霊体が楽しげに雷真を見る。音は聞こえないのに、言葉が伝わってきた。

『石をパンに変えるのは神の業だが、パンをパンと交換するのは人にもできる。魂で魂を贖あがなう──この方法ならば、組成を理解する必要はない』

「逸はやりすぎだ！　もっと研究すりゃ、別の手が……大体、何であんたの命を使う！」

『ほかに誰だれを犠牲にできる？』

「──俺おれが！」

『自ら幽霊となり、黄泉よもつ平ひ良ら坂さかまで出向いて、幾億の魂こん魄ぱくの中から撫子を探り当てようと言うんだ。この難れ業、おまえにはまだ無理だよ』

　兄は涼しげな眼をしていた。

　視線は穏やかで、優しかった。

　これこそ、長らく仮面の下に隠されていたもの。

　兄がなぜ仮面をつけていたのか、本当の理由を知った気がした。何かの拍子にこの顔を見てしまっていたら、雷らい真しんの『戦う』覚悟は鈍っていた。きっと──いや、必ず。

「……待てよ」

　雷真はこぶしを握にぎり、肩を震わせた。

「俺おれはまだ……あんたに訊ききたいことが、山ほど……！」

『語るべきことは、おまえの人形に託してある。彼女の口から聞くがいい』

「けどよ！　俺はまだ、兄貴に何も返してねえんだ！」

　幼い頃から今日このときまで、兄は変わらず、弟妹たちを護まもってくれた。

　ようやくそのことを知ったのに、兄はまた弟を置いて、遠くへ行こうとしている。

　このまま兄に逝いかれてしまうのは、納得できない。

　そんな雷真の甘えを、兄は微笑で拒絶した。

『〈天〉はすべてを包むだろうが、鮮烈な〈雷いかずち〉は闇をも切り裂く』

「……え？」

『清濁あり得るこの世の〈全〉より、一片の〈真〉の方が尊いと、俺は思う』

「……何言ってんだよ、兄貴！」

『雷真』

　もはや触れることの適かなわない手が、そっと雷真の肩を抱いた。












『俺おれは〈約束〉を果はたした。この先はおまえが──「撫子なでしこを護まもれ」』

　それはかつて、雷らい真しんが兄に託した願い。

　その約束に、兄は人生を賭した。そのために耐え、そのために生きた。

　ならば、この兄の最期の言葉を、『断る』わけにはいかない。

「……ああ」

　上ずる声を嚙かみ殺ころし、雷真は強くうなずいた。

「ああ！」

　この瞬間、旧ふるき約束は果たされ、新しい約束が交わされた。

　天てん全ぜんが輝きの向こうに消えていく。兄の存在が消滅すると同時に、撫子の遺灰を触媒として、別の何かが出現したのがわかった。

　薄ぼんやりと清らかな、乙女の姿が浮かぶ。眠っているように目を閉じて、実体のない黒髪を泳がせている。存在はひどく不安定で、一瞬で放散してしまいそうだ。心眼を得ていなければ、知覚も、理解も、捕捉することも叶かなわなかっただろう。

　兄の死はまだ受け止め切れていない。慟どう哭こくしたいようにも、罵倒したいようにも思えた。だが、自分がやらなければならないことを、見失ってはいない。

　雷真は反射的に両手を向け、乙女の影を紅こう翼よく陣じんでつかまえた。糸が触れた瞬間に、それが撫子だと理解できる。心霊体験をした者が、ほかの可能性を考慮せず、いきなり『幽霊を見た』と主張するのと同じ理屈だ。

　撫子の霊魂は、ここではないどこかへ帰りたがっているように思えた。気を抜けば拡散して、大気に溶けてしまいそうだ。

（何か〈入れ物〉がいる！　入れ物……そうか！）

　その入れ物を造るために、この儀式の間がある！

　雷真は周りを見渡した。雷真をぐるりと取り囲むように、戦隊スコードロンたちが立っている。

　無感情に見えた彼女たちだが、天全の最期に涙のない者はいなかった。

　強い瞳で全員が雷真を見ている。主あるじの遺志に殉じゆんじようという決意が、濡ぬれた瞳に燃えている。既すでにイオネラの制御に応え、六体六種の力が発動していた。

　天全の遺のこした膨大な魔力を、玉たま虫むしが集積している。

　火垂ほたるの生み出す熱と圧力で、有機物を強引に合成し──

　蜜みつ蜂ばちの修復機能と組み合わせ、細胞を造り出す。

　そうした無む茶ちやで細胞が壊れないのは、蜻蛉かげろうの衝撃吸収の賜たま物ものであり──

　鎌かま切きりの転移魔術が、確実かつ安全な細胞の配置を実現する。

　六体が狂いなく同期しているのも、細胞レベルの精密作業が可能なのも、姫ひめ蜘ぐ蛛もの糸が六体をつないでいるからだ。

　水槽の中の肉塊が、〈撫子〉のシルエットをなぞるように、人間らしい姿へと変貌していく。ただし、完全ではない。生体部品で埋めるべき部分は欠落したままだ。

「ここからどうすりゃいいんだ、イオ！」

「戦隊スコードロンから〈部品〉を取り出して、組み込むの！」

「取り出すって……切り裂いて……ってことか？」

「そうだよ！　切断はこっちでやるから、覚悟を決めて、備えて！」

「簡単に言うな！　こいつらを解体なんて──」

「おまえに選択肢などありません！」

　叫んだのは火垂ほたるだ。滂ぼう沱だの涙を流しながら、叩たたきつけるように叫ぶ。

「マスターの想おもいを継げるのは、おまえだけです！」

　雪せつ月げつ花かも、戦隊も、無言で雷らい真しんを見つめている。

　雷真は狼ろう狽ばいした己を恥じ──そして、腹をくくった。

　兄は、雷真ならば『できる』と見込んでくれたのだ。

　霊魂とやらをつかまえておくのは至難の業わざだ。手から水がこぼれ落ちるように、十本の糸をすり抜けていこうとする。この状態で戦隊に紅こう翼よく陣じんを振り分けるなど、それはもう、玉乗りしながらジャグリングを試みるようなものだ。

　だが、天てん全ぜんがいなくなった今、心眼と紅翼の血を両方持つ人間は、雷真しかいない。

「……わかった。イオ、麻酔くらいはあるんだろ？」

「神経回路は遮断するよ。みんな、気を強く持ってね」

　切なげに、だが厳しい顔で、イオネラが制御盤のレバーを引く。

　魔法円に描かれた線を紅あかい光が走る。その先端が戦隊に到達した瞬間、戦隊のボディが裂け、血しぶきが飛んだ。

　覚悟はしていたが、壮絶な光景だった。生体部品が切り分けられ、転移で水槽内に送り込まれてくる。むき出しの脳、鮮やかなはらわた、眼球や神経の束──

　部品を抜き取られた方は、半壊したガラクタのような有様で、動かなくなった。

「火垂……っ」

　いろりが口を抑える。がらんどうの火垂の頭蓋は、撫子なでしこの亡骸を思わせ、ひどく無惨だ。しかし、雷真は悲しいとは思わなかった。

　そのとき初めて、理解したのだ。戦隊は死んだわけではない。なぜなら──

（戦隊は……撫子……だったのか……！）

　水槽に転送された臓器に、その気配を感じている。雷真が紅こう翼よく陣じんで保持している霊魂と、まったく同じ波長──のようなもの。

　彼女たちの個性は、別人のそれではない。そもそもが撫子の一部分だった。

　紅こう翼よく陣じんの糸のうち六本を、急いで戦隊由来の部品に伸ばす。そこに宿る霊魂を、霧散させてしまわぬために。

　臓器に宿る霊魂は〈部分〉に過ぎない。見捨てても撫子なでしこの復活に問題はなかっただろうが、雷らい真しんは戦隊スコードロンを見捨てる気にはならなかった。

　この戦隊も、あるべきところへ連れて行く。

（みんな、俺おれの撫子いもうとにしてやる！）

　一気に負荷が増え、殺人的な重さを感じた。だが、雷真は手放さない。精神を研ぎ澄まし、ひとつずつ、ひとつずつ、部品をあるべき位置へと押し込んでいく。

　今日まで経てきた経験は、決して無駄ではなかった。人体の神経系に干渉する技術も、魔力循環系マギ・サーキユレートリに干渉する技術も、雷真はもう体で知っている。

　だが、本当に──今日は何もかもが裏目に出る。

　仮組みの作業が進み、嚙かみ合あわせの精度も把握でき、部品の位置が正確に決まり始めたところで、雷真の手が止まった。

　おぼろげだった悪い予感が、しだいに現実味を帯おび、やがて確信に変わる。

「……雷真くん？　トラブル？」

　イオネラが気付き、早口で訊きいた。雷真は強こわ張ばった声で、

「……部品が足りない」

「えっ!?　こっちでもモニターしてるけど、きちんと足りてるよ。復元率も上々──生体部品と合わせれば、九八パーセント『本人』だよ」

「だが、わかるんだ！　撫子の魂が、この体は『違う』と言ってる！」

　水槽の中の肉体に、肝心の霊魂が入って行かない。

　部品のそれぞれは惹ひき合うのに、霊魂の本体だけがなじまない。

「……むしろ、俺の精セ瑠ルの方になじもうとする」

「そ、そんなはずないよ！」

　イオネラはあわてた様子で否ひ定ていした。水槽と制御パネルを何度も見比べながら、

「この人造細胞は花か柳りゆう斎さい先生の精瑠と同じ理論で造ってる！　雷真くんの身体より、『誰だれのものでもない』精瑠の方になじむ……はず」

　後半、弱気になった。重苦しい沈黙が儀式の間を満たす。

　その静寂を破り、セフィラがつぶやいた。

「製法が同じなら、精度が問題なのではありません？」

「……精度？　どういう意味だ、黒くろ薔ば薇らさま？」

「あまり考えたくはないのですけど。この結界内に転移するため、わたくしは先ほど異界の門をつなぎました。あのとき、魔術式に干渉してしまったのでは？」

　もし両手が自由だったら、雷真は自分自身を殴り飛ばしていた。

　──本当に、裏目だ。よかれと思ってしたことが、すべて悪い方に転がる。

　だが、雷真はもう、あきらめなかった。

（考えろ……まだ手段はある……あるはずだ！）

　組み立ての強行はしたくない。強引に接合することは可能だろうが、霊魂がなじまなければ、この体には別の霊魂が生まれてしまう。硝しよう子このように。

（なら、この体を捨てて、別のフレームを用意するか？）

　戦隊スコードロンのボディが六体ぶんある。だが、外皮や筋肉はまかなえるとしても、臓器が足りていない。戦隊の基本骨格は機巧部品に置き換えられていて、無機と有機のハイブリッドになっている。ざっと見て足りないのは──骨、小脳の一部、末まつ梢しよう神経、毛細血管、不随意筋、肺の大半、腎臓や肝臓まで！

　背後のセフィラが忌いま忌いましげにつぶやいた。

「あの金色ババアなら、瘴しよう気きから人肉を精製できるのですけれど」

「精製……そうか、硝子さんなら！」

「それは無理です、雷らい真しん殿……」

　消え入りそうな声で、いろりが言った。

「硝子を呼び寄せるにも転移魔術が必要です……培養には時間も要ります」

　実に、道理だ。雷真は奥歯を嚙かみ締しめた。

　セフィラがふらついているのに気付く。本人が言った通り、彼女の魔力も無限ではない。彼女の魔力が尽きることは、雷真の魔力が尽きるのと同義だ。

　気力の萎えが肉体にまで波及し、忘れていた疲労と貧血がぶり返してくる。雷真の思考が鈍化し、完全に進退極まったとき、

「夜や々やの体を……使ってください」

　ゆっくりと、雷真は相棒を振り返った。

　いろりの膝の上から、夜々が雷真を見つめていた。

　漆黒の双そう眸ぼうに強い光がある。燃え尽きつつある命の、最後の輝きのように。

　その光から逃のがれるように、雷真は相棒に背を向けた。

「……馬鹿言うな。必要な部品を全部取ったら、おまえ本当に死んじまうぞ」

「取らなくたって……死にますよ……夜々は……」

　微笑ほほえみ、声を振りしぼる。その口元から、淡い光が散った。

　雷真はたまらず目を閉じたが、心眼を開いた今、見たくないものも視みえてしまう。光は末端から確実に広がり、夜々の肉体を消滅させていく。

「お願いです、雷真……夜々は最期まで……雷真のお役に立ちたい……です」

「俺おれは……嫌だ！　おまえを使うくらいなら、俺の部品を使う！」

「それは愚かな考えです、雷真殿」

　諌いさめるように、いろりが口を挟む。

「ここはどうか、夜々の申す通りに」

「何を……言ってんだ、いろり！　おまえはそれでいいの──」

　言葉がつかえる。聖母像ピエタのように妹を抱き、いろりは静かに泣いていた。

　──『それでいい』わけがない。

　いいわけがないのに、そんなことを言ったのは、わかっているからだ。

　夜や々やが助からないことを。今ここで、死のうとしていることを。

　だからせめて、妹の願いを叶かなえてやろうとしている。

　雷らい真しんは小こ紫むらさきを見た。小紫は着物の裾をつかみ、濡ぬれた瞳で姉たちを見ていた。

　イオネラも、エヴァも、セフィラも、誰だれも何も言わない。

　急せかすことなく、雷真の決断を待っている。だが、彼女たちが急かさずとも、時の流れが雷真を否応なく追い立てる。夜々が帯おびた燐りん光こうは、もう全身に回っていた。彼女の身体を構成している精セ瑠ルが、表面から少しずつ失われていく。

　──時間がない。今すぐに決断しなければならない。

　撫子なでしこをあきらめ、このまま二人とも死なせるか。

　夜々の部品を譲り受け、可能性に賭けるか。

　だが、今日まで支えてくれた相棒を、自らの手で解体し、部品取りに使うなど──

「できるわけ……ないだろ」

「雷真……魂は……在るんですよね……？」












　苦く悶もんする雷らい真しんに、相棒はそっと言った。

「雷真がつかまえているもの……夜や々やにもうっすら……見えるんです……」

　もう焦点が合わないのだろう。夜々は虚うつろな瞳で、ぼんやり虚こ空くうを見つめている。

「ひとつひとつの細胞に……それは宿っている……だったら……夜々の身体にも……夜々の気持ちは……溶け込んでいる……」

　そうですよね、と確かめるように雷真を見る。視線に負け、雷真はうなずいた。

　しかし、実際のところはわからなかった。もともと人間だった撫子なでしこの体と、精セ瑠ルで造られた夜々では、天地ほども隔たりがある。

　夜々の部品に夜々の霊魂が宿っているかどうかなど──人形の魂にそんな強度があるかなど──わかるはずもない。

　だが、夜々は信じているらしい。虚ろな瞳に雷真を映し、微笑ほほえむ。

「撫子さんとひとつになれたら……夜々の気持ちも……生きていけます」

「…………っ」

「心残りがあるとすれば……この先の戦いの……お手伝いが、できないこと……」

　はかなげに、寂しげに、小さく笑う。

「約束した……花火とか……旅行とか……でもいちばんは……雷真の……お嫁さんに……えへ、ごめんなさい……いっぱい……ありますね……」

　大粒の涙がひとつ、閉じたまぶたからこぼれた。

「だけど、夜々は……」

　再び眼を開け、まっすぐ雷真を見上げる。

「撫子さんと一緒に……ずっと、雷真の側に……いたいです」

　迷いのない、漆黒の瞳。その美しさを網膜に焼きつけたいと思ったのに、雷真の視界はぼやけてしまって、どうしようもなかった。

　雷真は水槽の前を離れ、相棒の方へ歩み寄った。

「……すまない、夜々」

　夜はもう返事をしない。瞳孔が開き、古井戸のように真っ暗だ。

　……雷真の声が聞こえていない。本当に最後の力で、想おもいを伝えてくれたのだ。

　燐りん光こうが輝きを強め、生命が急速に失われていく。愚ぐ図ずついている雷真の背中を、相棒が押してくれているように思えた。

（最後まで……おまえに助けてもらうんだな、俺おれは……）

　何度も、何度も、本当に何度も、おまえが俺を助けてくれた。

　雷真はその場にかがみ、いろりの膝から夜々を抱き上げた。あやすためでも、なだめるためでもなく、ただ心からそうしたいと思って、夜々の唇に唇を重ねる。

　動かない唇は、ひどく冷たい。最初で最後の口付けは、血と涙の味がした。

　夜や々やを抱え、水槽へと引き返す。目を真っ赤にしたイオネラが、気を利かせて作業台を空けている。雷らい真しんはそこに夜々を横たえ、着物をはぎ取った。

　イオネラの手を借り、夜々が望んだ作業を始める。

　撫子なでしこの霊魂を維持しながらでは、凄すさまじい魔術抵抗がかかる。だが、そんなものは苦にもならない。必要な部品を切り取って、撫子の体に組み込んでいく。

　作業を続けながら、雷真は思った。

　ああ、そうか──そうだったのか。

　今、わかった。兄が撫子を解体したとき、どんな気持ちだったのか。

　どれほどの精神力で、それを成し遂とげたのか。

　涙で前が見えない。だが、今さら視力など問題にならない。念動、霊視、剛体、魔防、天眼、魔ま靭じん、心眼──持てるスキルと六種の魔術回路を使い、一心に手を動かす。

　天てん全ぜんと、火垂ほたるたちと、夜々の祈りを織り込んで、ひとりの少女を組み上げる。

　祈りが通じたのか、撫子の霊魂は、夜々の血肉を受け入れた。

　足もとの魔法円から光があふれ、儀式が最終段階へ移行する。全身全霊の力を使い果はたした雷真は、法悦にも似た気持ちでそれを眺めた。

　まぶしい。ここにはもう光しかない。

　その輝きの向こうに、大切な誰だれかの面影を見る。




　自分が失なくしてしまった、とても大切な、誰かの──
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　機巧都市リヴァプールの天に、城塞のような闘技場が浮いている。

　瘴しよう気きの波に洗われるさまは、あたかも絶海の孤島のようだ。その上には星がまたたき、冴さえ冴ざえとした月が顔をのぞかせている。

　天空の闘技場で、エドマンドは貴き賓ひん席に身を沈め、すべり落ちる流星に目を細める。

「今夜はずいぶん星が流れるな。そんな季節でもあるまいに」

　その背もたれの後ろから、金髪の自動人形オートマトンがにゅっと首を出した。

「素敵です陛下！　詩人です！　濡ぬれます！」

「……俺おれは萎えたぞ、糞くそ」

　すり寄ってくる顔を押しやり、瘴気のわずかな揺らぎを注視する。

「おっと……さしもの魔女殿も、おまえの姉妹は奪還できなかったようだ」

　人形がきょとんとする。エドマンドは眼下、砕けた舞台を見渡した。

　闘技場を覆うように、アンドロギュネスが身をかがめている。ギュネスと波長が合うのか、その下には筋骨隆々の鬼が八体、所在無く立ち尽くしていた。

　その中心、砕けた石の床に瘴しよう気き溜だまりが生まれ、そこから綺き羅らが転移してくる。

　エドマンドは居住まいを正し、愛想よく挨拶した。

「戻られましたか、紫し薔ば薇らさま。お帰りが遅いので心配しました」

「へえ、えらい手間取りましたわ。お恥ずかしい話どす」

　綺羅は照れたような苦笑いを浮かべた。

「身内に手ェ嚙かまれました。わての不徳ゆうやつでっしゃろ」

「不心得者が出たと？　俺おれの妻はどうなったんです？」

「そらまあ──ほほほ、どうにかします」

　嚙かみ合あわない答え。エドマンドは綺羅の袖口、返り血のような染みに目を留めた。

（殺しちまったかな？　もったいないことをしやがる）

　日ひの輪わを生かしておけば、切り札となり得た。雷らい真しんを手に入れるための。

　ただし、その不満を顔には出さない。綺羅は雷真を『消したい』わけで、その点で綺羅とエドマンドは最初から食い違っている。ただ、まだ争うべき場面ではない。

　エドマンドは追及せず、別のことを訊きいた。

「テンゼンはどうなったんです？」

「へえ、逃げられました──けど、死にましたな。気配が無のぉなりました」

「はるか遠方へ逃のがれたか、異界に逃げ込んだのではありませんか？」

「この穢え土どにあって、転移の衝撃に気付かんほど間抜けとちゃいます。陛下には朗報ですやろ、弟の方はまだぴんぴんしとりますさかい」

「……つまり、あいつの敵討うちは成った？」

「さて、それはわかりませんけど──結果的にはおんなしことやな。小僧を捕まえ、素体を少将さんとこ届けたら、めでたし、めでたし、ゆうことどす」

「そうでしょうか。まだ神性機巧マシンドールの問題が残ってますよ」

　エドマンドは陶然とした顔で月を見上げた。

「灰はい薔ば薇らが種をまき、ラザフォードが育んだ果実だ。ここまで出来上がっているものを、手に入れないのは無粋に過ぎる」

「そら、ごもっともですけど……その方法を、陛下はご存ぞん知じで？」

「いいや？」

　綺羅は怪け訝げんそうに眉をひそめた。かすかな苛いら立だちをのぞかせる。

「はてさて……ほな、陛下はどないして神性機巧を手にされますの？」

「待てばいいのさ、時が満ちるのを。そしてそれは──今、満ちた」

　立ち上がる。カーテンがはためくように、闘技場を取り巻く瘴気が揺らめいた。

　異様な気配が充満する。その気配に感応したものか、ギュネスがひとりでに上体を起こし、山のような体たい軀くのいたるところで、無数の〈目〉がまばたきを始めた。

　ぞっとするような妖気が漂い、朧おぼろ富ふ士じが首を縮めた。エドマンドもまた、極北の氷海に投げ出されたような、寒さと怖さを肌で感じている。

　風も、熱も、生じていない。それなのに、生命力を根こそぎ奪うような、強烈な圧迫感を覚える。眼下に広がる瘴しよう気きの地獄が、怯おびえているとさえ思えた。

　ギュネスの体表が蠢しゆん動どうする。無数の歯車が回っているようにも、大量の蟲むしが這はいずっているようにも見える。そのおぞましい動きとともに、ギュネスは次第に小さくなっていく。莫ばく大だいな魔力総量はそのままに、小さく、濃く、重たく──

（なるほど、これが〈縮退〉か……！）

　目が離せない。やがてギュネスのシルエットが崩れ、ボディの再構築が始まった。そうしてそこに生まれたのは、繭まゆ──あるいはさなぎのようなもの。

　魔力で造られた〈子宮〉だろう。その内側で、ギュネスが存在を変えていく。

　つい先刻まで、ギュネスは人造霊魂の集合体に過ぎなかった。

　その存在は不安定で、固有の自我を持っているのかどうかも怪しかった。

　だが今、ここにはたったひとつの自我が生まれている。自ら二流を自認するエドマンドが、確信を持ってそう言えるほど、確固たる『単一の』魔性があった。

　万物を圧倒する、絶対的な力──

　その強烈な自我が、その強大な存在を規定する。

　エドマンドの本能が脅威を理解し、膝が勝手に震え出した。常人ならば、おそらく既すでに発狂している。薔ば薇らの魔女たる綺き羅らでさえ、たまらず数歩、後ずさった。

「こっ……こんな……阿あ呆ほうな……っ！」

　綺羅はおののき、呼吸困難に陥っているように思えた。それは綺羅の鬼たちも同じで、怯えた様子でうずくまっている。朧富士がエドマンドをかばおうとしたが、体は明らかに震えていて、眼からは涙を流していた。

　己の全存在を揺さぶられるような、呼吸もできない畏怖の嵐。その暴力的な恐怖の中で、エドマンドは狂喜していた。

　魔女や鬼神をおののかせるほどの存在が今、目の前にある！

　やがて、闇色の繭の中から、まばゆい光があふれた。

　卵が割れ、雛ひなが生まれるように、輝きの中から小さな人影が現れる。

（女──？）

　人ヒト形ガタをしている。髪は長く、胸は膨らみ、一見したところは乙女のようだ。肌も、髪も、瞳も、衣装でさえも純白で構成されている。息をのむほどに美しいが、情欲をかき立てる存在ではない。ただ戦慄を覚え、畏怖を強制される。

　おそらく人間というものは、本質的に、これを畏れるようにできているのだ。

「はは……なるほど……なるほどな……これは確かに、この世のものではない！」

　己の声が震えているのを自覚する。しかし、この畏れこそが甘美だ。神なるものが実在すれば、それを目前にした人間は、こんな気分を味わうのだろう。

　綺き羅らがぱくぱくと金魚のように口を動かし、ようやくのことで言った。

「陛下……どんな儀式を……しはった……んどす……？」

「言った通りですよ。俺おれはただ、この玉座から眺めていただけ」

　口もとが勝手にゆるむ。エドマンドは得意の絶頂で、嬉き々きとして語った。

「魔術師たちは皆、おのが手で神性機巧マシンドールを生み出そうとしていた。原因がなければ結果は生じず、望みの結果を得るには相応の労力が必要となる──実に魔術師らしい勘違いです。だから、こんな簡単なことに気付かない！」

　美酒に酔ったような気分で、饒じよう舌ぜつに続ける。

「俺たちが生まれたとき、この地ほ球しは都合よく存在していたのです。俺が何をすることもなく、天は大地を、光を、〈言ことば〉を与えてくれた」

「それは……順番が違ちごぉとります。大地あればこそ……人は生まれるもんどす」

「それが人の限界だと、なぜわからぬのです？」

　エドマンドの挑発的なものいいに、綺羅は面食らったように見えた。エドマンドはますます機嫌よく、ほとばしる論理を言葉にする。

「因果は逆です。教父の予見は『絶対に外れず』、天の玉座にある者が神性機巧を得る。この瞬間、玉座に座っていたのは俺だった。ならば、その運命に抗あらがうことはできない。俺はただ座しているだけで、天が与えてくれるとは思いませんか？」

　こちらの迫力にのまれ、綺羅が黙る。この瞬間、エドマンドは確信した。

　魔術師としての力で言えば、綺羅の方がはるかに上だ。しかし、神性機巧を得る資格があるのはやはり、このエドマンドおれの方だ。

　エドマンドはもう綺羅を見ず、ただ純白の乙女だけを見た。

　神々しく立つ姿に、情熱的に呼びかける。

「さあ、神性機巧！　主あるじは俺だ！　我、エドマンド三世に従え！」

　玉座を降り、舞台へ向かう。乙女は反応せず、エドマンドを振り向きもしない。

　それでも構わず、王は魔力の嵐をかきわけ、純白の乙女に近付いていく。

「俺にひざまずき、忠誠を誓え！　それが唯一無二の正解だ！　なぜなら──」

　叩たたきつけられる魔力、頰ほおを打つ爆風に、笑みが押さえきれない。

　エドマンドは満面の笑みで、己の胸を強く叩いた。

「俺が正しいからだ！」
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　三年前の冬──

　その夜、赤あか羽ばね空くう観かんの屋敷では、一門の行く末を決める会合がもたれていた。

　集まったのは三十余人の男女。いざなぎ一門のそれに比べれば、はるかに規模は小さい。ほとんどが赤羽姓を持つ者で、集まりは自然、親族会議の様相を呈する。

　男女の別なく車座になり、大広間の中心へ顔を向けている。こうして勢ぞろいするのは盆と正月くらいのもので、年の瀬のこの時期に集まるのは異例だった。

　座の空気は重い。上座に位置する当主の席で、赤羽空観は厳かに言った。

「天てん全ぜんがもたらした報は、これですべてだ」

　空観の右隣で、仙人のような風貌の、白髪頭の老人が首を振る。

「天全殿は大したお方よの。いざなぎさまの腹をそこまで探るとは」

「ああ、そして綺き羅らさまもな。使えるとなれば、赤羽一門の嫡ちやく男なんであろうとすんなり懐ふところに受け入れ──それでいて、決して隙をお見せにならぬ」

　座の者たちがそれぞれにうなずく。天てん全ぜんほどの者を側に置きながら、綺き羅らは徹頭徹尾、赤あか羽ばねへの疑心をうかがわせることがなかった。

　その態度に、こちらはまんまと騙だまされた。撫子なでしこを生き延びさせることが、あるいは可能かも知れないと、すっかり思い込んでしまうほどに……。

「して、空くう観かん。天全殿はどうされると？」

「上う手まく取り成すと言っている。今からでも約束通り撫子を贄にえとすれば、綺羅さまは穏便に済ませてくださるだろうと」

「ならば、是非もなかろう。年端もいかぬ娘を手にかけるのは、つらかろうが……」

「爺じいさまの言う通りだよ、空観」

　対面の席から、空観の叔母に当たる人物が言った。

「この先の百年、大陸では幾度となく戦いくさが起こる。いざなぎさまの後援がなけりゃ、私らは戦場に出ることさえできないんだ。孫まご子の代までケチがつくよ」

　皆が嚙かみ締しめるように聞く。居合わせた全員が、同じ意見のようだ。

　空観は背後のふすまに意識を向けた。その向こうの間で、妻の吉よし乃のが会議のなりゆきに耳を澄ましている。

　妻の抑圧された感情が、その沈黙の重みが、空観の舌に力を与えた。

「叔母上のおっしゃることはわかる。俺おれは当主として、天全の申し出を」

　一同の視線が集まる。空観は背筋を伸ばし、決定的なひと言を放った。

「蹴けろうと思う」

　呆あつ気けに取られたような静寂。そののち、蜂の巣を突つついたような騒ぎになった。

「血迷うたか、空観！　いざなぎ一門を敵に回すと!?」

「いざなぎさまの大凶きよう兆ちよう、並大抵のことでは済まぬ！　国が傾くぞ！」

「綺羅殿を侮あなどるな！　こちらの企たくらみを見抜いておいでだったのだ！　おまえのその無謀も、勘定に入れておられるやも……！」

　空観がカッと目を見張る。放たれた気迫で、広間が再び静まり返った。

　静けさの中、空観は抑えた声音で言った。

「腑ふ抜ぬけたことを。いざなぎとの争いなど、むしろ望むところではなかったか？」

「時代が違う！　もはや日ひの本もとの内で争っている場合ではない！」

「そうよ！　いざなぎにもしものことあらば、西洋機巧魔術マキナートにどう立ち向かう？」

「お国のためだぞ、空観！」

「お国……お国、か」

　空観は笑いを漏もらした。啞あ然ぜんとする皆に、悪戯いたずら小僧のような目を向ける。

「いつから俺たちは、そんなものを掲げるようになったんだ？」

　不意を突かれた様子で、皆が息をのんだ。

「京を追われて千年、赤あか羽ばね一門はそんなものにはすがらなかった。俺おれたちはただ俺たちの腕を頼み、業わざにすがって生きてきたはずだ」

　皆、ばつが悪そうに目を伏せる。空くう観かんはさらに踏み込んで言った。

「俺たちは金のために敵を屠ほふり、獣のように生きてきた。俺たちの血は穢けがれている。だが──いや、だからこそ、俺たちには獣の誇りがあるはずだ。俺たちは、主君のためでも、国のためでも、正義のためでもなく、ただ子のため、親のために戦う」

「わかっているとも！　なればこそ、綺き羅らさまに従おうと言うのではないか！」

　年老いた傀く儡ぐつ師しが言い返した。しかし、その声には覇気がない。かつて鋭く思えた眼光も、今は鈍って見えた。

　迷いがあるせいだ、と空観は見抜く。

「……あてがわれた勤め口を失うのは、俺も痛い。正直に言えばな」

　いくぶん皮肉に響いたのを自覚する。老人は歯は嚙がみし、膝の上でこぶしを握にぎった。

　今回の件、いざなぎ一門は暴力で押しつけたわけではない。代償として破格の好条件が提示されていた。それも、決してこちらを下に見ての提案ではなかった。可能な限り対等の術者として扱い、融和の姿勢を見せてくれたのだ。

　怨おん敵てきゆえに、お互いを憎む気持ちはある。それでも、あちらは最大限に心を尽くした。そして、こちらには養うべき家族がいる。

　普通に考えるなら、抗あらがう理由などない。しかし──

「それに飛びつくのは、飼い慣らされた走い狗ぬの生き様だと、俺は思う」

　それは、一門の結束さえ揺るがしかねないひと言だった。

　しかし空観は躊ちゆう躇ちよせず、敢あえて伝でん法ぽうに言葉を重ねた。

「権力欲しさにてめえの娘を差し出すような、そんな外道にゃなりたかねえ」

「……身内可愛かわいさに国を危うくするのは、外道ではないのか？」

「どっちに転んでも外道なら、俺は赤お羽れの流儀で行かせてもらうぜ。いざなぎさまを襲う危機なんざ、いざなぎさまがご自身で対処されればいいのさ」

　いざ言葉にしてしまうと、いかにもその通りだと思えた。

　ここしばらくの鬱屈が消え、痛快な気分が込み上げる。空観は生来の大らかさを取り戻し、寛大な気持ちになって、豪放に言った。

「と言っても、こいつは俺の考えだ。皆に押し付けるつもりはねえよ」

「……おまえが綺羅さまを裏切って、天てん全ぜん殿はどうなる。見殺しにするのか？」

「あれはよくできた息子だ。自分てめえの命は自分で護まもる。おまえたちこそ、どうする？　ここで俺の首を獲とり、綺羅さまに突き出すか？」

　挑戦的に問う。若い頃のように血がたぎっている。

　緊迫した空気が広間に満ち──

「くくっ」

　と誰だれかが漏もらした笑い声で、緊張は一気に弛し緩かんした。

「頭領がこう言ってんだ。腹を決めるしかねえじゃねえか、なあ？」

　老人が砕けた調子で皆に問う。釣られたように、あちこちで笑いが起きた。

「やれやれ、馬鹿な頭領を持つと苦労するぜ」

「まったくだ。こいつは千年越しの貧乏くじだよ」

　無遠慮な不満の声が上がる。しかし、彼らの表情はすがすがしい。

　空くう観かんと同じように、覚悟を決めてくれている。

　裏切りはすぐに知られ、血生臭いことになるだろう。負ければ赤あか羽ばね一門は断絶、勝ってしまってもいざなぎ一門が危うい。

　それでも、家族を生いけ贄にえに差し出し、自分たちが生き残るやり方は好かない。赤羽一門というのは、生来がそういう気質なのだ。

　空観はこぶしで床を突き、堂々たる声で言った。

「よし、話は決まった。赤羽一門は、いざなぎ一門とたもとをわかつ！」

　応！　と小気味よい返事が上がる。

「急いで撫子なでしこを隠せ。綺き羅らさまには滞りなく済ませたと報告し、時を稼ぐ──」

　刹せつ那な、ずどんっと凄すさまじい地響きが起き、最初の火の手が母屋から上がった。

　周辺に魔力が満ち、遠方から瘴しよう気きが漂い始める。精鋭ぞろいの傀く儡ぐつ師したちは、その意味するところをすぐさま理解した。

「敵襲か……いくら何でも早すぎるな」

「あちらも謀っていたんだろうよ」

「どうする、空観！」

「決まっている」

　空観はさっと立ち上がり、己の傀儡を呼び寄せた。

「戦いくさだ！」
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「それでは……」

　乾いた唇を舐なめ、心を鎮めてから、硝しよう子こは言った。

「坊やのお兄さんは、いざなぎさまの内情を探るために、綺羅さまのもとへ……？」

『然しかり。つまりは間かん諜ちよう、赤羽一門が得手とするところよ』

　受話器の向こうから諧かい謔ぎやく的な笑い声が返ってきた。

　硝しよう子こは礼拝堂の廊下で、日本のさかき中将と通話していた。こうした高度な通信手段を持つのは、世界広しと言えども、魔術師協会ネクタルか〈薔ば薇らの師団〉くらいのもの。雷らい真しんが以前そうしたように、硝子は協会の回線を借りている。監視のつもりか、近くの小さなテーブルで、教父と側近が茶を飲んでいた。

　今、は赤あか羽ばね一門滅亡の真相を明かした。首謀者が誰だれかという〈機密〉を含めて。

　案の定、黒幕は土ど門もん綺き羅らだった。綺羅が赤羽一門の滅亡を望んだ。ゆえに、軍も警察も真相を公表しなかった。

「……今日は本当に、あきれ果はてることばかりだわ」

　硝子はひたいに手を当て、聞こえよがしのため息をついた。

「こんなことなら、もっと早くに貴方あなたを問い詰めておくべきだった」

　事前に知っていたなら、雷真に降りかかる危難を、多少はやわらげることができたかもしれない。軍に潜り込ませるのは危険すぎると、常識的な判断も働いただろう。

　そんなふうに考えている自分に気付き、今度は苦笑が漏もれる。

（最初に坊やを利用しようとしたのは、この私だと言うのにね……）

　硝子の複雑な胸中を知ってか知らずか、は突き放すように応えた。

『いかにうぬに責められようと、俺おれが教えることはなかっただろう』

「だったらどうして、今になって教えてくれたの？」

『……菅生すごうは英帝と結び、学院を強襲したと言ったな？』

「ええ。少将さんがと言うより、綺羅さまの意向かしら」

『それは寝耳に水の情報、俺が知らぬことだった』

　不機嫌そうな声音の中に、どこか優しげな響きが交じる。

「つまり、私の情報に価値があったから、対価をくれたというわけ？」

『俺の知らぬところで岩いわ清し水みずの一派が動いたのだ。子細を陛下に奏上すれば、俺は勲一等。うぬの出奔を帳消しにして、余りある功績となる。それに……』

　の言葉が途切れる。ややあって、ふてくされたような声が聞こえた。

『うぬは、狂きよう士し郎ろうの娘よ』

「────！」

『友の忘れ形見に……俺は〈朧おぼろ富ふ士じ〉を造らせた』

　硝子の胸を新鮮な驚きが満たす。そのことに、は負い目を感じていたのだ！

　悪さをとがめられた不良少年のように、は歯切れ悪く後悔を口にした。

『思えばこたびの騒動、すべて俺の身から出た錆さびよ。かつて、朧富士の増産要請を、うぬは意固地に断ったな？』

「ええ。あれを量産するなんて、とんでもないことよ」

『ならば、量産できる者に任せる。それが合理的な考え方だ』

「他人に……解析させたの!?　朧おぼろ富ふ士じを!?」

　あふれた怒りを抑えきれず、硝しよう子こは感情任せに怒鳴った。

「噓うそつき！　あの人の秘術を護まもるって約束したじゃない！」

『日ひの本もとのためだ！』

　さかきもまた怒鳴り返した。彼の声は重たく、腹を殴られたように響く。

『既すでに植民地の奪とり合いは始まっている。世界大戦は目前に迫っているのだ！　そのとき日の本に究極の兵器がなければ、蹂じゆう躙りんされるは我が国ぞ！』

「国家！　国家！　そればっかり！」

　苛いら立だたしさを爆発させ、硝子は荒々しく髪をかき上げた。

「私はこの目で英国を見た！　魔女のお供で東欧も見たわ！　この地に住んでいるのは、恐ろしい文明人なんかじゃない……私たちと同じ〈人間〉なのよ！」

『異国ならば俺おれも見た！　だから備えるのだ、西洋人の強欲に！　我らが共存を望んでも、敵がそれを望むとは限らん。肉を食らう連中の考えなぞ──』

「ほら、それよ！　貴方あなたがここの人たちを野蛮だと思うように、ここの人たちも私たちを下等な野蛮人だと思ってる！　お互いを知らないから！」

　面食らったようにが黙る。硝子は一息にまくし立てた。

「いつだってそう！　世界に怖おそれを抱いた者が、世界を知らない人々に──まだ敵意に染まっていない、善意を信じている人たちに、恐怖と憎しみを吹き込むの！　現実を見ろと言いながら、自分たちの臆病を正当化して、悪意を真実にすりかえる！」

　廊下に響いた自分の声は、らしくないほど湿っていた。

　自分でも、これは愚痴だとわかっていた。

　硝子がいかに理想を説いても、列強は実際に大戦の準備を進めている。そしてあわよくば、支配領域を広げようと目もく論ろんでいる。

　は約束を破った。の立場から言えば、当然の判断だったとも言える。その上、彼はそのことを悔いている。しかし、悔いていながら、その正当性も信じている。

　その矛盾の中に、人間という存在の本質がある。そのことも、硝子は知っている。

　怒りを吐き出してしまうと、気恥ずかしいくらいに冷静になった。魔術師たちの視線をさけるように、硝子は再び受話器に唇を寄せる。

「……それで？　朧富士の量産はできたのかしら？」

『いや……できなんだ』

「でしょうね。花柳斎あのひとの技術は、西洋の最先端機巧さえ凌りよう駕がしていた」

　花か柳りゆう斎さい人形は西洋式の機巧魔術マキナートとは根本から違う。素材も、設計も、製法も。軍お抱えの技術者では、複製はおろか解析さえできなかっただろう。

　硝子の言葉を否ひ定ていせず、は忌いま忌いましげにつぶやいた。

『せめて軀体からだの複製ができるならと、解体まがいのこともやったが……』

「その口ぶりでは、ボディの複製にも失敗したようね？」

『左様。それどころか、雛ひな形がたとなるだろう〈素体〉の国外流出を許した』

　硝しよう子この脳裏に、電光のような思考が駆け抜けた。

　朧おぼろ富ふ士じは全部で七体。七なな號ごうを抜けば、当然ながら残りは六体──

「つまり、軍が追っていた〈素体〉というのは……〈戦隊スコードロン〉の正体は……！」

　朧富士！

　戦隊は機械式のフレームを持ち、禁忌の生体部品も『格納しただけ』。基本設計が旧ふるく、雪せつ月げつ花かに比べれば原始的な方式を採用している。

　だから、硝子も見落とした。せいぜい、花か柳りゆう斎さい人形の模倣品だろうとたかをくくった。花柳斎の技術書は硝子の知らぬところで出版されており、資質と見識を持つ者──たとえば赤あか羽ばね天てん全ぜん──ならば、そのくらいはやるだろうと。

「それで機械骨格の謎が解けたわ……天あまの手た力ぢからは中枢部分と不可分……魔術回路を摘出したり、交換するには……骨格ごと入れ替えるしかない」

　軍は量産化を視野に入れていた。調達しやすい無機材料でフレームを作った方がコストは安く、確実だ。その上、魔術回路を交換できる。

　硝子は唇を嚙かんだ。朧富士には嫌悪もあったが、彼女たちが細切れにされたのだと思うと、憤りのようなものが込み上げてくる。

「馬鹿なことをしたものね……。欲をかいたばっかりに、天手力を壊しちゃったんだわ。あれは本当に護国の盾となり得たかもしれないのに！」

『俺おれとて、失うつもりはなかった！』

「つもりがなくても結果がこれよ！　じゃあ何？　今日本にある〈朧富士〉は全部が全部、張り子の虎──つまりは偽物ってことなの？」

『……そうだ。赤羽天全が消えてみれば、近衛師団にあったはずの六体はすべて失われていた。彼奴きやつが大逆の謀む叛ほん人と言われておるのも、それが理由よ』

「そして最後の一体は金きん薔ば薇らさまの手に渡り、今は黒こく衣い帝ていのもとにある……」

　今やエドマンド所有の七號が、天手力を搭とう載さいする唯一の朧富士。

　何という体たらく。硝子は唾棄したい気分になった。

「目に見えるようだわ……。お偉い軍人さんがそろいもそろって、手柄欲しさにまんまとかつがれる光景がね。だけどひとつだけ腑ふに落ちない。どうして坊やのお兄さんが素体とやらを奪えたの？　軍の機密でしょう？」

　天全は赤羽一門、近衛師団に接近できる立場ではない。強奪するにしても、朧富士六体を打ち倒し、鹵ろ獲かくできるような自動人形オートマトンが要るだろう。

　しかし、さかきの答えは至ってシンプルだった。

『土ど門もんさまの肝煎りとなれば、拒むことはできぬ』

「……どういう意味？　いざなぎさまが、素体を欲しがったってこと？」

　硝しよう子こは己の耳を疑った。聞き間違いではないと理解して、やはり激怒する。

「いざなぎは……あの人を殺した連中──貴方あなただって見たでしょう!?　血だまりにあの人が沈むのを、私と一緒に……っ！」

　それ以上は声にならない。嗚咽おえつが漏もれそうになって、あわてて息を止める。

　必死に嗚咽をこらえていると、さかきは苦渋のにじむ声で言った。

『すまぬ』

「────！」

　この頑固爺じじいからそんな素直な謝罪が出るとは、思ってもみなかった。

　硝子は少し溜りゆう飲いんを下げ、激情をのみくだした。

　ここでをなじっても、何にもならない。硝子が今しなければならないことは、から可能な限りの情報を引き出して、日本軍と綺き羅らを丸裸にすることだ。

「……綺羅さまは、朧おぼろ富ふ士じをどうなさるおつもりだったの？　赤あか羽ばね一門のように、傀く儡ぐつ師しに鞍くら替がえするおつもりだったのかしら？」

『土門さまがいかなるお考えだったのか、俺おれは聞かされておらぬ。軍がつかんでいるのは、赤羽天てん全ぜんが土門さまを裏切り、素体を国外に持ち出したということだけだ』

「裏切り……本当にそうかしら」

『何だと？　硝子、うぬは何を考えた？』

「いえ、ひょっとしたら、赤羽天全の行動は、紫し薔ば薇らさまの──」

　そのとき不意に、凍えるような悪寒が硝子を包んだ。

　いきなり氷室に放り込まれたような──極地の海に放り出されたような。

　既すでに瘴しよう気きの水底に沈んでいた都市に、それとは別種の、しかしよく似た、質の違う脅威が存在している。硝子の錯覚ではない。その証拠に、教父とその側近たちも、一様に表情を強こわ張ばらせ、学院の方角をにらんでいた。

　礼拝堂からもざわめきが聞こえてくる。不思議なことに、熟練の魔術師ばかりではなく、学生や避難民も、等しくこの脅威を感じているらしい。

「何……この感じは……!?」

『どうした、硝子。何があった。答えよ！』

　受話器越しの声はもう、硝子の耳には届かなかった。

　冷や汗が止まらない。手足から血の気けが引き、心臓が早鐘を打つ。

「……どうやら、生まれてしまったようですね」

　教父が残念そうにつぶやく。硝子は先刻のやり取りを思い出し、はっとした。

　獣が本能で天敵を理解するように、皆が脅威を察するのだと、教父は言った。

　今ここにあるこの恐怖こそ、それではないか？

「……教父さま、坊やに連絡をつけて！　あの子たちを呼び戻さないと！」

「みだりに動くべきではありません。大丈夫、彼の迎えは手配してあります」

　あわてる硝しよう子こを冷静にたしなめ、教父は同情的にささやいた。

「かの少年は今、失意の底にあります。せめて彼女が、いくばくかの慰なぐさめになってくれればよいのですが……」

　それは誰だれのことだったのだろう。硝子が重ねて問う前に、教父は魔具らしき大鏡に手をかざし、魔力を流した。

　鏡の中に驚くほど鮮明な画像が浮かび上がる。瘴しよう気きの海に浮かぶ、大岩のごとき天空城──それは夜会の舞台だった、あの闘技場に間違いない。

　その上に、まばゆいほどの光輝をまとい、立つ者がいる。

　見た瞬間に金縛りに合う。歯の根が合わず、かちかちと音を立てた。

　それは硝子がよく知る、美しい輪郭をしていた。

　これがそうか。そういう……ことなのか。

「そうです」

　硝子の思考を読み、教父はゆったりとあごを引いた。

「これが我ら人類の敵、神性機巧マシンドールです」





　　　　　３






　瘴気の雲海をすり抜け、竜が天を駆ける。

　竜と言っても、現在の姿は伝承の天馬に似ている。背中に学生二人がまたがり、首には黒い獣がしがみついていた。

　獣を振り落とさないよう注意しながら、竜は首をもたげ、とがめるように言った。

「精霊に呼びかけているのか、シャル？」

　シャルは悪戯いたずらを見み咎とがめられたような顔で、眼下の闇に目を落とした。

「ロキが見つからないかと思って……それに、ウェストン先生も」

「欲張るな。魔女に見つかれば命取りになる。君ばかりか、雷らい真しんの命も危うい」

「だけど！」

「シグムントはんの言う通りですよ～」

　シャルの後ろで、六む連つらが明るい声を出した。

「後で僕らが捜します。今頃は昴すばるが味方をぎょーさん増やしとるはずやし」

「……そうね、軽率だったわ」

　綺き羅らの力は知っている。発見されれば、命がないということも。

　一行は六む連つらが呼び出した獣──素す流る狸りと言うらしい──の権能を借り、瘴しよう気きに溶け込むようにして進んでいた。綺き羅らの探知網をかいくぐるためだが、シャルが大量の精霊を動かせば、魔活性不協和で察知される危険がある。

「僕らは雷らい真しんはんとこ急ぎまひょ。いや～役得やわぁ、綺き麗れいどころと相乗り──」

「シグムント、宙返りして」

「ちょっちょっ！　冗談！　冗談ですて！　落ちっ、落ちるっ！」

　後ろで情けない悲鳴が上がったが、シャルは無視した。

　既すでに別のことを考えている。シグムントが鋭く察し、あきれたようにつぶやいた。

「今度は何が気になる？」

「……胸が騒ぐの。すごく苦しくて……切なくて……怖くて」

　控えめな胸に手を添え、シャルは自分の鼓動を確かめた。

「どうしてかしら。貴方あなたが死んじゃったときのことが、頭から離れない……」

「シャル……それは虫の知らせだ」

　予感はしていたが、実際に言葉にされると恐怖を覚える。

　畏縮するシャルに、シグムントは一番畏れていたことを告げた。

「おそらく、雷真が自動人形オートマトンを失ったのだ」

「……誰だれのことよ。夜や々やたちじゃないでしょっ？」

　シグムントは答えなかった。単純に『わからない』からだろうが、それでも、シャルの心は逸はやった。雪せつ月げつ花かは単なる道具ではない。シャルにとってのシグムントと同じくらい、雷真にとって大きな存在のはずだ。

「シグムント、急いで！」

「心得た！」

　シグムントが翼をはためかせ、速度を上げる。

　瘴気を乱さぬよう気を遣いながら、風を切って目的地を目指す。やがて竜は機巧都市の郊外、田園地帯に差し掛かった。

　収穫を終えた小麦畑に、英国軍のキャンプが設営されている。このあたりは瘴気が薄く、見通しがきく。発見されないよう高度を下げつつ、シグムントは彼らを迂う回かいし、その向こう、ぽつんと立つ石造りの建物へ向かった。

　かつての砦とりでを改修した製粉所、というのは表向きの話で、実際は学院が所有する研究所となっている。その裏庭へ、シグムントはすべり込むように着地した。

　着地と同時にシャルは飛び降り、近くの井戸へ駆け寄った。怪物の喉を思わせる穴が、地下深くまで口を開けている。

「──ここね。ムツラは外を見張ってて」

「えっ!?　僕独りで!?　そんな殺せつ生しような！」

　シャルは耳を貸さず、シグムントを仔こ竜りゆうの姿に戻し、井戸の中へ飛び込んだ。

　風の精に体重をあずけ、ゆっくり降下していく。そのまま百メートルも落ちただろうか、レンガ組みの床に靴底が触れた。

　目の前に横穴があり、奥へ続いている。闇がどこまでも広がっているが、わずかに光の精、火の精の気配を感じる。──奥に誰だれかがいるのは間違いない。

　シャルは手探りで通路を歩き出す。ほどなく、カンテラの明かりが見えてきた。

　通路の隅にうずくまり、泣いている少女がいる。わずかな照明の中でも、精霊感応力エコーズ・センスのおかげでシャルの知覚は鋭敏だ。相手の正体はすぐにわかった。

「エリアーデ先生！　よかった！　教父さまの命で、お迎えに上がりました！」

　シャルは再会を喜んだが、あちらは警戒心をあらわにした。

「魔女の変装……じゃないよね？」

「私は本物です──なんて、偽者も言うと思いますけど」

　イオネラは濡ぬれた瞳でシャルを見ていた。シャルの胸で不安が膨れ上がる。

「先生、どうして……泣いていらっしゃるんですか？」

「…………」

「ライシンはどこですか？　夜や々やは？」

　曖昧な微笑を浮かべ、イオネラが立ち上がった。

　涙を拭おうともせず、ただカンテラを持って歩き出す。その幽鬼のようなふるまいに、シャルは立ちすくんでしまう。

　イオネラが手招く。嫌な予感に震えながら、シャルは彼女に従った。

　奥へ進むごとに、死の気配が濃くなる。精霊たちの嘆き、すすり泣きが聞こえるような気がした。イオネラの憔しよう悴すいしきったような横顔が、ひどく怖い。強烈な鉄の臭におい──否、血の臭気が鼻び腔こうを刺し、胸が悪くなる。

　やがて、開けたホールにたどりつく。

　床一面の魔法円を、おびただしい血液が汚している。六方に置かれた肉片は自動人形オートマトンの残骸であり、破れた衣装で戦隊スコードロンのなれの果はてだとわかった。

　雷らい真しんが破壊したのだろうか？　天てん全ぜんを倒して？

　シャルは雷真の姿を目で探し──そして、その姿に気がついた。

　空っぽの水槽の前、何かの制御盤を椅子代わりにして、背中を丸めて座っている。

　一瞬、死体と見間違った。そのくらい、雷真は静けさの中にいた。

「……ライシン？」

　そっと呼びかける。だが、彼は何の反応も示さない。

　シャルの喉がカラカラに渇く。彼はなぜ独りなのだろう。──いや、本当は察している。ただ、その可能性を認めてしまうのが怖い。

　だから、シャルは普段通りに、もう一度呼びかけようとした。

「ねえ──」

　誰だれかに肩を引かれ、言葉が引っ込む。

　振り向くと、自分とまるっきり同じ顔の少女が、険しい顔でにらんでいた。

『やめなさいよ、無神経な女ね！』

　シャルの守護精霊ガーデイアン〈鏡〉のロッテだ。激戦続きで弱体化しており、生気がない。そんなざまでも、彼女はわざわざ姿を顕あらわしてくれた。

『彼は今、貴女あなたみたいな鈍感女と話す気分じゃないのよ。見ればわかるでしょ？』

　厳しい言葉の裏側に、ロッテなりの優しさがある。シャルは心の中で礼を言い、雷らい真しんに気付かなかったふりをした。無論、彼の頰ほおを伝うものにも。

　説明を求め、イオネラを見る。イオネラはうなずき、眼だけでシャルを導いた。

　ホールの対面にもうひとつ出口があり、通路が奥へつながっている。イオネラの案内でそちらの通路に入ってから、シャルは声を潜ひそめてたずねた。

「あそこで何があったんですか？　あの魔法円は、何のための……？」

　イオネラは足を止め、かすれ声で言った。

「言葉で言ってもわからない……受け入れがたい魔術が行われたの。そしてそれは成功した。結果を見てもらった方が早いと思うけど……その勇気はある？」

　シャルがうなずくと、イオネラもうなずき、突き当たりの扉を開けた。

　ワイン蔵のような場所に出る。誰かの研究室らしく、作りつけの本棚に書籍が差さり、無数の薬品、工具や機械類が整然と並べられていた。

　部屋の中央、作業台とおぼしき金属テーブルに、一人の少女が寝かされている。

　テーブルは燐りん光こうを放つ結界で守られ、おそらくは殺菌処理がされていた。雪せつ月げつ花かの姉妹二人が身を寄せ合い、テーブルの上の少女を見守っている。

　少女は明らかに術後で、清潔な包帯が全身に巻かれていた。

　その顔は火垂ほたるそっくり──と言うより、火垂そのものに見えた。破壊された火垂を修復したのだろうか？

　だが、少女の体内にイブの心臓を感じない。それに、ここには夜や々やの姿もない。

「この子は、エリアーデ先生が……？　医学もかじってらしたんですか？」

　イオネラは浮かない顔でかぶりを振った。

「これは、雷真くんがやったんだよ」

「────!?」

　そうして、イオネラは語った。雷真がどんな犠牲を支払って、誰の体を組み上げたのか。いろりと小こ紫むらさきの姉妹が、誰のために涙を流しているのか。

　イオネラの語ったことは、シャルには実感のわかないものだった。

　だが、イオネラの言葉にひとつの噓うそもないことは、理解できた。

　小刻みに揺れるいろりの肩が、寄り添う小こ紫むらさきの涙が、痛切に真実を訴えている。

　震えながら、シャルは考える。

　私は、どうすればよかったのだろう？

　何をしてあげればよかったのだろう？

　百五十年を生きるシグムントでも、相応ふさわしい助言は思いつかないようだ。皮肉屋の守護精霊ガーデイアンも沈黙したまま、ひと言も発しない。

「この子は……」

　かすれた声が聞こえる。それは、シャル自身の喉から出たものだった。

「助かる……んですか？」

　何を馬鹿なことを、と自分で思った。

　助かるに決まっている。なぜなら、夜や々やがその身を捧ささげた少女だからだ。

　シャルの気持ちがわかるのか、それとも同じ気持ちなのか、イオネラはうなずいた。

「バイタルは安定してる。体のツギハギも二、三年で見えなくなると思う」

「あいつのお兄さんは……このために学院へ……？」

「そうらしいね。学院長が造っていた巨人──ギュネスっていうのは、莫ばく大だいな魔力を圧縮して、人工的に霊魂を合成するっていう研究なの。アインの石はそのための原理、愚者の聖堂はそのための子宮。マグナスくんが学院長に重用されていたのは、知見や才能だけが理由じゃなくて、よく似た目的を持つ仲間──同志だったから」

　同志。師弟ではなく共同研究者。

「それは神性機巧マシンドールに至る道……だったと思う。霊魂の仕組みが解明されたなら、〈イブの心臓〉は本当の意味で人間のものになる。機巧魔術マキナートの起源にも迫る、とても有意義な……この千年で最大最高の研究だよ。だけど！」

　イオネラの声が怒りをはらんだ。

「私は今、すっごく頭にきてるの！　だって結局、それだけのことなんだよ!?　どこにでもあるイブの心臓の、その原理を解き明かしたいってだけ！　なのにどうして、人が死んだり、街が壊れたり、悲しいことがいっぱい起きなきゃならないの!?」

　叫んだ拍子に、涙の粒が飛び散った。

　淡い照明を弾はじき、空中に光がまたたく。

「もし魔術師たちみんなが技術と知識を共有していたら──イザナギやセトの瘴しよう気き術や、有名工房の最新技術や、花か柳りゆう斎さい先生の秘術や、禁書に書かれた知識が学院にあったら──もっと早く実現できてたよ！　そうしたら、夜々ちゃんだって……あんな死に方……させずに済んだのに……っ」

　ひくっ、としゃくり上げる。イオネラは幼い子どものように泣きじゃくった。

「なのに、どうして……!?　どうしてみんな、争うの……!?」

　──優れた技術を公にすれば、それは万人に恩恵をもたらす。

　当然、望ましくないやり方で利用しようとする者も現れる。

　機巧には善も悪もない。すべては使う者次第だ。だが、必ず悪用されるとわかっているものを公開するのは、悪ではないと言えるのか？

　イオネラに答える言葉をシャルは持たない。その資格が自分にはない。

　魔剣グラムで武功を打ち立てたブリュー家は、争いを糧とした者。その魔剣を生み出した竜王ドレイクも、争いの火種を生んだ者だ。

　イオネラの泣き声を聞きつけたのか、隣室からエヴァがやってきた。

　泣き崩れるイオネラを抱きしめる。あまり感情を映さないエヴァの瞳が、揺れているのにシャルは気付いた。涙は流さずとも、エヴァの心は慟どう哭こくしている。

　少女たちの嘆きを目の当たりにして、ようやくシャルも実感した。

（死んだのは、貴女あなただったのね……夜や々や）

　夜々は本当に、死んだのだ。

　彼女の憎まれ口を聞くことは、二度とできないのだ。

（貴女のことだから……最期まであいつを護まもって……意地を通したのよね？）

　顔を合わせるたび、夜々はシャルに突っかかってきた。












　生意気な嫌みばかりをシャルに言った。

　だが、今になって思い出すのは、彼女の健けな気げな、美しい笑顔ばかりで。

　両頰ほおを濡ぬらすものを、シャルは拭う。拭っても拭っても、それは後からわいてくる。

　今さら、わかる。

　夜や々やもまた、決して失いたくない──




　シャルの〈友達〉だったのだ。
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　からっぽの水槽を前にして、雷らい真しんは放心していた。

　頭の片隅で、理性が『現実を直視しろ』と告げている。

　もう取り返しはつかない。だが、過去には無数の選択肢があった。

　いつも自分の判断で行動してきたつもりだ。雷真が別の選択肢を選んでいれば、ここではないどこか別のところに、たどりつけていたかもしれないのだ。

「雷真ったら、そんなぼんやりしちゃって、どうしたんですか？」

　可お笑かしそうに、背後で夜々が言った。

　学院に着いて間もない頃、こんなふうに訊きかれた気がする。あのみすぼらしいトータス寮の一室で、雷真は夜々と暮らしていた。

　そのときと同じような気分で、雷真はつぶやいた。

「何かさ……妙な感じなんだよ」

「妙──ですか？」

　小首を傾かしげる気配がする。雷真は苦笑して、言葉を続けた。

「軍の口利きで潜り込んだような、偽学生の俺おれがだぜ？　秀才ぞろいの王立機巧学院で、いつの間にか、周囲に一目置かれるような魔術師になっててさ」

　学院での日々を思い返す。この半年の、がむしゃらに走り続けてきた日々を。

「並みいる強敵をぶっ飛ばして、辛勝ながらロキにも勝って、本当に『最後から二人目』になって──あの兄貴にさえ認められて」

　ふっと乾いた自じ嘲ちようが漏もれた。

「あり得ないだろ、そんなの。夢でも見てたのかって話さ」

「いいえ、それは夢じゃないです。夜々は知っていました」

　夜々は屈くつ託たくなく、心から信じきった声で言う。

「雷真はいつか、すごい人形使いになるって！」

「っ……けどよ！　俺は……その代わりに！」

　激情を嚙かみ殺ころすことができず、雷らい真しんは震える声で怒鳴った。

「一番大事なものを、失なくしちまったんだ……っ！」

　自分のその言葉が、肺はい腑ふに染みた。

　今さら実感する。そう、『一番大事なもの』は、とっくに復ふく讐しゆうではなくなっていた。

　自分にとって本当に大切なもの。決して引き換えにしてはいけないものは──

（夜々おまえ、だったんだ……！）

　たまらず眼前の水槽を殴りつける。水槽は砕けず、代わりに甘い幻想が砕けた。相棒の気配も、懐かしいあの声も、泡沫うたかたの夢と消える。

　弾はじかれたように振り返り、雷真は暗がりに叫んだ。

「行くな！　夜や々や！」

　残像を引き止めようと、無人の広間に呼びかける。

「俺おれは腕を上げた！　約束通り、おまえと吊つり合う魔術師になれた！　今ならもっと上う手まくやれる！　おまえを壊さずに勝てるんだよ！」

　何度も振り向き、己の後ろに相棒の影を探す。

　残り香を感じるのに、いない。後ろを向いても、横を向いても。

　それでもあきらめきれず、雷真はまた振り向き、叫ぶ。

「もう死にかけるようなヘマはしない！　だから遠慮するな！　俺の生命なんざ、いくらでも持ってけばいい！　だから……もう一度、最初からやらせてくれ！」

　心からの想おもいを込めて、懇願する。

「今度はちゃんと……おまえを大事にするから……！」

　しん、という静寂に鼓膜を打たれ、我に返った。

　怒鳴り散らした後の無為な静寂だけが、そこにあった。

　暗がりにたたずみ、雷真はとりとめもなく考える。

　──一体、どこで間違えたのだろう？

　雷真の復讐は相手を間違えていた。そう考えるなら、最初の最初から間違えていたことになる。ならば、天てん全ぜんとの戦いに夜々を使うべきでは……いや、もっと早くから夜々には無理がきていた。ロキとの戦いも、灰はい薔ば薇らとの戦いも、同じく危険だった。

　では、硝しよう子こが三姉妹を捨てようとした、あのときか？　それとも、もっと前──シャルを最初に助けようとした、あのときか？　大人おとなしく硝子の言いつけを守り、余計な揉もめ事ごとには首を突っ込まず、ただ夜会だけを進めていればよかったのか？

　……わからない。

　解が見つからない。だが、『仕方がなかった』とは言いたくなかった。

　夜々を救える手立てはあったのだと思いたい。そうすれば、自分が馬鹿なだけだったと思える。それなら、自分を蔑み、憎み、呪えばいい。

（……それも結局、俺おれが救われたがってるだけだな）

　雷らい真しんは己を嘲あざわらった。自暴自棄は慰なぐさめになる。それはこの三年、苦渋の中で存分に味わった感覚だ。そうして魂の慰めを求め、今度は誰だれを犠牲にするつもりだ？

（『もう一度、最初から』……か）

　確かに、今なら夜や々やを壊さずに済む。だが、それは順序が逆だ。

　夜々がいてくれたから、ここまでこられた。

　いつも夜々が勝たせてくれた。……護まもってくれた。

　ならば、自分が言うべき言葉は、こんな愚痴ではない。

　涙を払う。途方もない無力感と、後悔と、そして感謝を込めて、雷真は言った。




　すまない。そして──




　ありがとう、俺の相棒。
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「ライシン！　ちょっときなさい！」

　背後から突然言われ、雷真は腫れぼったい眼を向けた。

「……シャル？」

　記憶があまりに曖昧で、なぜ彼女がここにいるのか、わからない。

　自分はどのくらい放心していたのだろう？　あふれるままだった涙が乾き、肌がひりつく。よほどひどい顔をしていたらしく、シャルがわずかに目をそらした。

　雷真の顔を見ないようにして、シャルは言った。

「そっとしておいてあげたいけど、そんな場合じゃないの。神性機巧マシンドールが生まれたわ！」

　シャルの表情は切迫している。どうやら、それは事実なのだろう。

　だが、雷真はまともに反応できなかった。

　何の興味もわかない。どうでもいい、とさえ思ってしまう。

（今さら……）

　皮肉に過ぎる。その力にすがってでも生かしたかった相棒は、もういない。

　雷真は曖昧に微笑ほほえみ、とりあえず、うなずくだけうなずいた。

「……そうか、そりゃ大変だ」

「教父さまが映像を送ってくださったわ！　貴方あなたも見て！」

「いや、俺は……」

「何を腑ふ抜ぬけたこと言ってるのよ！」

　愚ぐ図ずつく雷らい真しんの腕を、シャルはもどかしげに引っ張った。

「いいから見て！　見ればわかるわ！」

「……何がわかるって言うんだ」

「そんな顔してる場合じゃないってことがよ！」

　意味がわからない。しかしシャルは構わず、奥の部屋へと雷真を引っ張って行く。雷真は振りほどく気力もなく、されるがまま、シャルと一緒にホールを出た。

　隣室は現在、撫子なでしこの病室となっている。テーブルの前に泣き腫らした眼のいろり、作業机の前には難しい顔で水晶玉をのぞき込むイオネラがいた。黒くろ薔ば薇らセフィラは見当たらず、付近に気配も感じない。

　撫子はよく眠っている。呼吸はしっかりしていて、世紀の大手術が上う手まくいったことを物語っていた。それが誰だれと誰のおかげだったかを思い出し、一度は退ひいた涙がまたあふれそうになった。

　舌を嚙かんで感傷をねじ伏せ、雷真はいろりに近付いた。

「……面倒を見させて、悪いな。どんな具合だ？」

「大事ありませぬ。どうかご心配なく。この身に代えて、お護まもりいたします」

「ああ、頼む……小こ紫むらさきは？」

「泣き疲れて、眠っています」

「……そうか」

　いろりは目を合わせてくれない。雷真はいたたまれなくなって、逃げるようにシャルを振り向いた。シャルがうなずき、イオネラの前へ導く。気付いたイオネラが膝送りで場所を譲り、雷真を水晶玉の前に座らせてくれた。

　そこに浮かび上がっていたのは、壁面の半分を失った、あの闘技場だった。

　まだ空中に浮いている。月光に照らされていたが、月明かりなど必要ないほどに、それはまばゆく輝いていた。

　純白の自動人形オートマトンが一体、舞台の上に立っている。

　──いや、その表現は正確ではない。まずそれが人形であるという確証がないし、純白と言うにはところどころ別の色味も帯おびている。

　だが、雷真の目には『純白の自動人形』と映ったのだ。なぜなら、それは本来、美しい黒に彩られていたものだから。

　真珠色の髪をきらめかせ、銀の瞳で地の果はてを見み据すえる、神々しきその姿は、

「夜や々や……!?」

　艱かん難なん辛しん苦くをともにした、相棒そのものだった。
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「失うせろ、妖魔が！」

　灼しやく熱ねつのブレードが闇を払い、眼前の『巨大な顔』を斜めに裂く。

　線に沿って頭蓋の上半分がずり落ち、奇怪な怪物は断末魔の叫びを上げた。

　その後ろから、息をつく間も与えず、今度は百足むかでのような体たい軀くの女が襲ってくる。

　ひょろ長い胴体から多量の肢が生えた、異様な姿。肌が粟あわ立だつのを感じながら、ロキはブレードを握にぎり直し、熱風操作ジエツトで百足女をぶった斬った。

（きりがない……！）

　次から次へと異形の怪物がわき出してくる。魔力の浪費だとわかっていたが、攻撃を手控えたところで意味はなく、手抜きをすればこちらが食い殺されるだけだ。

　妖魔をあしらっているうちに、ガルム犬が闇に向かって吠ほえ始めた。

「吠えるな！　敵が増える！」

　叱られた犬たちはびくっとしたが、ロキを一いち瞥べつしただけで吠ほえ続けた。それだけでなく、怪物たちをすり抜けて、瘴しよう気きの向こうへ走って行こうとする。

　ロキは閉口した。強制支配フオースは可能だが、ガルム犬は頭数が多い。強制支配で抑えつけていては、ジブリールの制御がおろそかになる。

　ガルムはしつこく吠えている。姉のように心を通わせているわけではないので、彼らが何を求めているのか、ロキにはわからなかった。

「吠えるなと言っている！　状況がわかっていないのか!?」

　わかっていない。ガルムたちはあきらめきれない様子で、憐あわれっぽく鼻を鳴らし始めた。主人を恋しがっているように聞こえて、ロキの胸も締めつけられる。

（くそ……何をやっているんだ、俺おれは！）

　犬たちを持て余し、瘴気の霧中で立ち往生。無限にわき出る妖魔に手間取り、姉の捜索もままならない。腹立たしさが込み上げ、顔が勝手に冷笑を浮かべた。

（なぜ姉貴の好きにさせた……！）

　フレイは自らギュネスの前に身を投げ、皆が転移する隙を稼いだ。フレイがああしなければ、全滅していた可能性はある。だが、その無謀を許した自分が赦ゆるせない。

　何度姉を危機にさらせば、利口になれるというのだろう？

（姉貴の代わりに、オレが飛び出す手もあった……！）

　──いや、それは今だから言えること。あの瞬間のロキには自分の身を犠牲にするなどという考えは浮かばなかった。

　ロキは常にフレイの安全を第一に考えているが、フレイはもっと大きな行動原理で動いている。大局を見ているのは、姉の方だったのかも知れない。

　それがフレイの強さだろうか。だとすればなおさら、こんなところで姉を死なせるわけにはいかないのだが……。

　瘴気の中に姉のビジョンが浮かぶ。いよいよヘタレも極まったかと自じ嘲ちようして──ロキは目をむいた。ガルムがしつこく吠えていた理由は、まさか──

　闇の中に目をこらす。ロキの期待に反し、そこにいたのは姉ではなかった。

　瘴気が左右に割れ、一人の老女が近付いてくる。

「目端の利く小僧や。食われもせんと、ようもまあこんな深部まできよったな」

　紫し薔ば薇らの魔女、土ど門もん綺き羅らだった。綺羅はあたりを見もせずに、

「協会の使い走り──とは違いますな。お味方が見当たらん。ほな、探し物やな？　あの白い娘さんを探しとるゆうわけや」

「どこへやった」

　鋭く問う。ロキの反応を面白がり、魔女はにたりと唇を曲げた。

「さて、なぁ。知っとるような、知らんような」

「言え。殺すぞ」

「怖い、怖い！」

　綺き羅らは笑い出し、それから、計算を働かせるような間を取った。

「……あんたさんほどの子どもなら、味方にするんも悪わるないな。黒くろ薔ば薇らはんからわてに鞍くら替がえするゆうんは、どないや？」

　セフィラになびいたのと同じ論理で、それは〈有り〉だとロキは思った。姉を取り戻してしまえば、離反の機会はある。重要なのは姉の安全を確保することだ。

　──という思考とは裏腹に、ロキはやはり冷笑していた。

「断る」

　言ってから、これでは誰だれかの口くち真ま似ねだと思った。

　だが、悪い気はしない。ロキは不敵に微笑ほほえんで、とぼけた台詞せりふを返す。

「あいにく、姉貴の命は黒薔薇に握にぎられている。裏切れば、かえって危うい」

　噓うそではない。だが、ロキの決断を後押しした理由は、それではない。

　この魔女は、雷らい真しんの敵だ。

　理由は知らない。背景も知らない。雷真が抱えている因縁も、何も知らない。

　だが、雷真の敵だ。それ以上の理由はいらない。

　綺羅の眉み間けんにしわの谷が刻まれる。すぐに表情を変え、今度は嫌みに笑った。

「お気の毒やなァ。お姉ちゃんがまだ生きとるて、信じとるわけや？」

　──これは挑発だ。勧誘を蹴けられた腹いせをしている。

　そう思いながら、心が凍えるのを止めることもできない。

　この時点で、綺羅は能力だけでなく、心理的にもロキの優位に立った。とっさに退路を探すロキの弱気を見み逃のがさず、綺羅はすばやく印を結び、式神召喚の構えを見せた。空間が軋きしみを上げ、遠くから地響きが伝わってくる。

　凄すさまじい魔性の昂たかぶり。かつてない戦慄を覚え、ロキは立ちすくんだ。

　そしてそれは、綺羅も同じだった。

　化粧越しにもわかるくらい青ざめ、弾はじかれたように闘技場を振り返る。先読みに長たけた魔女にも、想定外の事態というものは存在するらしい。

（……どういうことだ？　この異様な気配は、魔女の意図ではない……のか？）

　その直観は、どうやら正しい。綺羅は転移の式神を呼び出し、異空間へ飛び込んだ。

　魔女が逃げた。窮きゆう地ちを脱したのに、ロキは一層の恐怖に苛さいなまれることになった。

（なぜ魔女が逃げる！　何かが……くるのか……!?）

　うろたえるガルムたちを引き寄せながら、ロキは地響きの発生源を探る。

　ここにいるべきではない。すぐにも退避したいと思ったが、犬たちはやはり思い通りに動いてくれない。尻尾をつかみ、後ろ足を引っ張り、誘導に手間取っているうちに、脳髄を焼かれるような、強烈な〈予感〉がきた。

　瘴しよう気きの海を引き裂いて、凄すさまじい閃せん光こうが天を割る。

　吹き抜けたのははるか上空。なのに、瀑ばく布ふのごとき衝撃波が降ってきた。

　吹き飛ばされる小型犬を念動でつかまえ、強引に引き戻す。吹き返しの風に揺さぶられながら、ロキは閃光が吹き抜けた先を見やった。

　瘴気が吹き飛ばされ、大量の土砂が巻き上げられる。光の粒子が帯となり、オーロラのように揺らめく。終末じみた破壊力──これとそっくりな光を、ロキは既すでに見ていた。

　ギュネスの〈魔砲〉だ。

　しかし、これはそれ以上の威力に思える。かのリヴァイアサンのブレス、シグムントの特大ラスターカノンさえ、かすんでしまったように感じる。

　ロキはゆっくりこうべを巡らせ、天空の闘技場を振り仰いだ。

（あそこから……撃ったのか……？）

　第六感が敵の正体に気付いている。認めたくはないが──望むと望まざるとにかかわらず、それはもうこの世界に存在していた。

　ふと、眉み間けんの奥にきな臭い刺激が走る。『狙いをつけられた』瞬間の、本能の警報だと気付いたときには、もう脱出手段がなくなっていた。

　遠方で膨れ上がる莫ばく大だいな魔力。これを魔防で防ぐ自信はなく、転移魔術は間に合わず、ガルムを見殺しにすることもできない。死ぬしかないのだと本能が理解した瞬間、思わぬところから救いの手が現れた。

　唐突に、何かに体をつかまれる。

　ロキの体に食い込んでいたのは、白く、大きな、岩のようなもの。

（指……骨！）

　かろうじてそれだけを把握する。巨大な骨は土を割り、ガルムを丸ごと抱え込むようにして、ロキもろとも地中に引きずり込んだ。

　赤黒い天を見て、異界に引き込まれたのだとわかる。気がつくと、巨大な骸骨がロキとガルムを抱え、冥府の荒れ地へゆるやかに降下していた。

　ガルムたちにもみくちゃにされながら、ロキはジブリールを探す。幸い、相棒は瓦が礫れきにまぎれ、骸骨の指に引っかかっていた。

　ガルムの尾を数え、全頭がそろっていることに安あん堵どしていると、

「要らない手間かけさせんじゃねーわよ！　このドグサレ！」

　頭上から罵声が降ってきた。予想外の人物だったので、ロキはまばたきしてしまう。

「……ドロシー？　おまえが？」

　小屋ほどもある巨大な頭蓋骨の上に、黒くろ薔ば薇らの孫娘が乗っている。ドロシーはドクロの杖つえを振り回しながら、ぎゃんぎゃんと八つ当たり気味に怒鳴った。

「あたし、可哀かわい相そうすぎない!?　アンタたち姉弟のせいで、あちこち歩き回って、気色悪い怪物に殺されかけて……アンタたち絶対呪ってやるから！」

「……死霊使いネクロマンサーが言うと、洒落しやれにならんな」

「洒落なもんか！　大体、アンタがフレイを見張っとかないから悪いのよ！」

　痛いところを突かれ、ロキは黙った。ドロシーは調子づき、

「で、フレイはどこよ？　居場所の目星くらいはついたんでしょ？」

「……いや」

「えっ……!?」

　アテが外れたのか、ドロシーは泣き出しそうな顔をした。

「行方不明のままっ？　もうヒモつけて飼っときなさい！　この犬たちも！」

「……検討しよう」

「ちょ……アンタ大丈夫？　そのしおらしさ、不気味すぎるんだけど……！」

「お互いさまだろう。すっかり姉貴に情が移ったらしいな？」

「はあっ!?　んなわけないでしょ、シゴトよシゴト！　それと言葉遣いを改めろ！　誰だれのおかげで命拾いしたと思ってんのよ！」

「黒くろ薔ば薇らだろう」

「あ・た・し・が呼んであげたのよ！　お・ば・あ・さ・まぅおおおおお！」

　みしみしっと不穏な音を立てて、ドロシーの頭蓋骨が鳴いた。

　念動で持ち上げられ、ドロシーの足が浮く。その背後から、彼女の祖母が姿を見せた。

「あらあら、もの覚えの悪い娘ですこと……！」

　セフィラの殺気に当てられ、ドロシーとガルムたちが震え出す。

　この荒涼とした大地に、セフィラの可か憐れんな姿は現実感がない。それがかえって現実的な凄すごみを生み、魔女の強大すぎる力を実感させてくれる。

　ロキは小さく舌打ちした。どうやら本当に、この忌いま忌いましい魔女に命を救われたようだ。その複雑な胸中を見透かして、セフィラはにんまりと笑う。

「躾しつけのなってない子どもですわね。それが恩人に向ける眼まな差ざしですの？」

「……オレたち姉弟のことなど、とっくに見限ったと思っていた」

　こちらも見透かしているとばかりに、ロキは薄笑いで返す。

「オレは夜会の舞台で敗れた。もうオレに価値などないだろう？」

「ふふ……試合は視みていましたよ。おまえ、わざと負けたのではないでしょうね？」

「……馬鹿げた見解だ。だが、仮にそうならオレをどうする？　殺すか？」

「まさか。魔女は欲深いものですわ。どのみち備えは要りますし」

「備え？」

　魔女は笑っているだけで、説明してはくれなかった。

「ふん……ひとまず、オレを手放すつもりはないということだな。だったら、フレイの命も守ってもらおう。そうでなければ、オレを飼えはしない」

「あれはおまえを縛る〈枷かせ〉。行方がわからぬままではわたくしも困ります」

　ロキは密ひそかに安あん堵どした。フレイを発見するまで、当面、この魔女は味方だ。

（……情けない話だな。魔女の助力を喜ぶなど）

　だが、助けがなければ死んでいた。単独で姉を捜索し、救出する自信もない。

　魔女を利用してでも、姉を救出しなければならない。そうでなければ、この先、自分が自分でいられる気がしない。

　姉がいなければ、何のために生きればいいのか、わからない。

　ロキは自じ嘲ちようした。やはり、『強い』のはあの鈍臭い姉の方だ。たとえ弟に何かあったとしても、フレイはじきに立ち直り、己の道を歩いて行けるだろう。

「──とは言ったものの、現状、フレイを楽に取り戻す手立てはありませんわね」

　というセフィラの言葉で、ロキは再び我に返った。

「どういうことだ？」

「地上に紫し薔ば薇らの異界が居座っている以上、転移の門を開けるのにも難儀します。下手につないで魔あ砲れを撃ち込まれでもしたら、冥府にまで被害が及びますわよ。かと言って時間をかけていては、フレイの命がもたぬでしょうし」

「神酒アムリタを摂取しなければ、一日で死ぬと言ったな？」

　かつてセフィラから受けた脅しを、ロキは慎重に思い返す。

「姉貴は冥府に順応し、死人に近付きすぎている──とあんたは言った。ゆえに、生者の世界で生きるには、レーテの水で造った霊薬エリクサーがいると」

　アムリタが切れれば、フレイは死者に戻り、肉体が腐る。魔女はそう言ったのだ。

　黒くろ薔ば薇らは興きよう醒ざめしたような顔で肩をすくめた。

「あれは、脅し」

「……なに？」

「アムリタの薬効がフレイの快復を助ける、という程度の話ですわ」

「何だと？　では、アムリタがなくとも……!?」

「そうは言いません。フレイは病み上がりの体でした。アムリタがなくば、容易に衰弱したでしょう。まして、おまえたち姉弟は並みの人間よりも病弱です。瘴しよう気きの強烈な魔活性に長時間曝ばく露ろしていては、どのみち持ちはしませんわ」

　少しも楽観できない。ロキの胸を焦燥感が焼いた。

「なら、どうすればいい！」

「紫薔薇を殺すか、抑え込む必要があるでしょう。さすれば、フレイの居所も探れましょうし、わたくしの転移で簡単に連れ戻せます」

　極めて困難だ。魔砲を放った怪物は、とても手に負える相手ではない。

　魔女にも妙案はないらしく、セフィラはため息交じりにつぶやいた。

「神性機巧マシンドールというものを……少し舐なめていたかも知れませんわね」

　その口元には、諦観のようなものがあった。

「神性機巧は人間が生み出す己の似姿──すなわち『次の人間』です。洋の東西を問わず、多くの神話が『人間の誕生』で終わりますでしょ。人間は創り主たる神の時代を終わらせるものなのです。旧ふるき神々を地上から駆逐する」

「……何が言いたい？」

　セフィラは長いまつ毛を伏せ、まるで預言者のように、厳かに言った。

「わたくしたちの時代が、今夜終わるかもしれない──」

　紅を差した唇の、片方の端だけを持ち上げる。

「そう言ったつもりですのよ？」

　ドロシーとガルム犬たちが何となく顔を見合わせる。彼らの能天気をうらやましく思いながら、ロキは地獄の天を仰いだ。
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　礼拝堂には、まだ三百を超す人々がいた。

　市民の大半は郊外へと逃がしたが、学生は後回しにされている。いや、後回しどころか、彼らは貴重な労働力となっていた。

　現在、行方不明者の捜索が佳か境きように入っている。市街に取り残された市民、転移魔術から振り落とされた学生などが救助され、捜索隊の収容も終わりつつあった。

　前夜は寒々しかったこの場所も、続々と運び込まれる人々の体温で、今ではわずかに蒸している。もっとも、状況はやはり『寒々しい』。破れた外壁は木板で強引に塞いだだけの応急処置で、耐久性は心もとなく、市街は変わらず瘴しよう気きの霧に閉ざされ、おまけにあのような脅威が生まれてしまった。

　だが、希望が完全に断たれたわけではない、と教父は考える。

　成り行きとは言え、ここには機巧学院の教授が大勢いる。瘴気にあてられ、嘔え吐ずく者の治療を、彼らは手際よくやってくれていた。

（花か柳りゆう斎さいが居合わせたのもまた幸運でした。そして──）

　今またもうひとつ、別の希望が到着した。

　出入口の大扉が左右に開き、そっくりの声がふたつ飛んだ。

「シャルが戻ってきたよ！」

「〈下から二番目セカンドラスト〉も乗ってる！」

　手負いの騎士人形を従えた、双子の少女が報告する。騎士人形はドイツ製の機巧兵士マシーネンゾルダートで、人体をまるまる材料とする禁忌人形バンドールだが、この状況ではとがめる者もいない。それどころか、瘴気の流入を阻はばむ役に立つとして重宝されていた。

　リヴァイアサン戦のおかげで、気流の制御も手慣れたものだ。双子は〈完全統制振動フラガラツハ〉を使いこなし、最小限の瘴気汚染で、飛来するシグムントを招き入れた。

　ばさばさっと大きな羽音とともに、シグムントが礼拝堂に滑り込んでくる。

　一瞬、学生たちから歓声があがりかけた。

　シャルも雷らい真しんも、過去に幾度も学院の危機を救っている。学生にとっては〈英雄〉同然で、その帰還は彼らを勇気づけた──のだが。

　雷真の荒すさんだ横顔を見た途端、礼拝堂の意気はたちまち消沈した。

　死の影を宿す、地下墓所のような静けさ。

　己の意志で他者を殺した人間に特有の、独特の気配を発している。彼が連れているのは雪せつ月げつ花かの〈花〉だけで、あるべきパートナーの姿がない。

　彼が誰だれを失ったのか、教父は知っている。彼が知ってしまった真実も、おおよそ推測できている。どうやら運命は、彼にもっとも過酷な現実を強いた。

　協会の魔術師たちが前に出て、ざわつく学生を追い払う。雷真はシグムントから飛び降り、まっすぐこちらに向かってきた。

　教父は自ら席を立ち、両手を広げて、雷らい真しんを迎え入れた。

「待っていましたよ、紅あかい翼を背負う少年」

「教父さま……だよな？」

　幼い外見には騙だまされず、帯おびた魔力の質と量だけで看破する。それはそのまま、成長した彼の技量を示すものだ。

　教父は微笑ほほえみ、うなずいて肯定した。

「いずれ言葉をかわしたいと思っていました。それがこのような形になろうとは、予見をたしなむ身としても、いささか予想外でしたが」

「──悪い。俺おれが言うべき礼とか、しなくちゃならない挨拶とか、前置きのたぐいは省略してくれ。俺はただ、あんたに確かめたいことがあってここにきた」

「聞きましょう」

「あんたが見せてくれた光景、あれは本当なんだな？」

　返事の代わりに、教父は法杖で床を突いた。

　礼拝堂の天井付近に青白い光の球が生まれ、屋外の光景を映し出す。瘴しよう気きに阻はばまれ見通しは悪いが、それでも、なぎ倒された建物の残骸や、遠方でうねる海や、丸く削り取られた大地が、圧倒的な破壊の爪あとを見せつけていた。

　赤黒い遠雷が空を飛び交い、不穏な地鳴りが響く。

　先刻かすめただけの一撃が、リヴァイアサンのそれを超える、甚じん大だいな被害を都市に与えていた。何より最悪なのは、この一撃はまるで全力ではない。

　魔力の総量が、そんなものではないのだ。

　あの敵が本気で直撃させたなら、この島国を引き裂くことなど造作もない。大地を蒸発させ、地軸を傾けることさえ、おそらくできる。

　教父は遠見の魔術を制御して、破壊の張本人『白い乙女』を雷真に見せた。

　半壊した闘技場の断崖に立ち、乙女は月光を浴びている。白銀の髪は瘴気を弾はじき、肌は白磁のごとく白い。瞳までもが銀色で、全身白一色の存在だ。瘴気にたなびく材質不明の衣装もまた白基調──長い先端部分は袖のようで、刺し繡しゆうなのか塗装なのか、そこだけ黄金の月があしらわれていた。

　学生たちも、教授たちも、啞あ然ぜんとして映像に見入った。

　そう──その姿は、まるっきり、そうだ。

　月の乙女型自動人形オートマトン〈夜や々や〉そのもの。

　教父は雷真の目を見上げ、断言した。

「これは私が生み出した幻影などではありません。あの場に実在しています」

「……さっきの馬鹿げた砲撃も、あいつの仕業なんだな？」

「間違いありません」

　雷らい真しんは深呼吸をして、自らを落ち着けるような間を取った。

　そして、決定的な問いを発した。

「あいつが……神性機巧マシンドールなのか？」

「実感しているはずです。貴方あなたの才はもう完全に開花しています」

「これが予見通り……なんだな？」

「そうです。私が確定させてしまった未来です」

「俺おれたちは、これからどうなる」

「わかりません。なぜなら、その先を視みていないからです」

　予見によって未来は確定し、一度観測した未来は動かせなくなる。ゆえに、危機的状況ほど慎重に観測する必要があった。予言に曖昧な言い方を用いるのも、可能な限り解釈に幅を持たせ、悲劇を回避するためだ。

「エドマンド王のもとに神性機巧は生まれる──私はそう予見し、その通りになりました。ゆえに、その先の破滅を視てしまうわけにはいかなかったのです」

「……未来が視えるなんて、すげえ魔術だと思ってたが」

　失望と同情が入り交じったような眼をして、雷真はつぶやいた。

「大変なんだな、指導者ってやつは」

「恐縮です」

「だが、なぜ……あの姿なんだ。あれじゃ、まるで……」

　はかない望みが断たれてしまうことを、この少年は恐れている。だが、無為な期待を長引かせるのは忍びない。教父は先回りして、事実を告げた。

「あれは、貴方の自動人形オートマトンではありません」

　わかっていただろうに、雷真の表情は痛々しくゆがんだ。

「だったらなぜ、あの姿になる……!?」

「わかりません。あるいは自ら、あの姿を望んだのかもしれません。〈次の人間〉に相応ふさわしい姿、つまりは機能として」

「選んだ？　機能？　俺にもわかるように言ってくれ！」

「スプリガンζゼータサイクル」

　興奮しかけた鼻先に、既知の単語を投げてやる。雷真はすぐさま反応した。

「愚者の聖堂で、やってた研究──」

「左様、霊魂を人為合成しようとする魔術原理です。αサイクルをもととし、ωサイクルへつながる真理の道程」

　雷真は困惑したようだが、それでも必死に単語の意味を理解しようとした。

「アルファサイクルは……イオの研究だ。魔力を増幅するっていう」

「そうです。学院の生徒なら、エネルギー保存則は知っていますね？　かの法則を無視し、魔力を無制限に拡大する──そんなことがなぜ可能か、わかりますか？」

「……いや」

「そう、わからないのです。かのエリアーデ教授ご自身にも。それは人類がいまだ到達していない、宇宙の真理にかかわることだからです」

　雷らい真しんの理解が追いつくのを待って、教父はさらに続ける。

「ζゼータサイクルはαサイクルの逆、エネルギー保存則を無視し、どんどん『消えてしまう』仕組みです。賢者ドレイクの滅元素バニストンもまた、その表層のひとつです」

「……ものを消しちまうことと、霊魂を合成することが、どうして結びつくんだ？」

「見たところ、貴方あなたは魔力の大半を使ってしまったようですね？」

　雷真は面食らったようだが、うなずいた。教父は微笑ほほえみ、

「ですが、ひと晩休めば、魔力はかなり戻ります。不思議ではありませんか？」

「消えたものが戻る……そうか……つまり──」

　察しがいい。こちらの言いたいことを、雷真は直感したようだ。

「俺おれたちの魔力は『消えてない』……『消えた』ように見えて、まだ『在る』……」

「そうです。眠りによって霊魂はあちらへつながり、失なくしたぶんを充当します。何十年もかけて蓄えなければならないような膨大な魔力──〈生命力〉が、霊魂には折りたたまれているのです。貴方の『相棒』がその身に蓄えていたように」

「…………！」

「莫ばく大だいなギュネスの魔力を、ここではないどこかへ隠し、ひとりぶんの大きさにできたとき、そこには我らと同じ〈生命〉や〈自我〉、すなわち〈霊魂〉が生まれるのではないか──というのがラザフォードの仮説でした」

　雷真は呆ぼう然ぜんとした。シャルも、学生たちも、教授たちでさえ、やはり啞あ然ぜんとして教父の言葉を聞いている。

「その『ここではないどこか』が異次元なのか、別の宇宙なのか、霊界なのか、神界なのか、それはまだわかりません。ただそこは我ら〈人間〉とつながっていて、魔マ素ナのきたるべき場所、アンドロギュネスの棲すまう世界なのです」

「魔力の……世界……！」

「仮説の通りにギュネスは縮退し、神性機巧マシンドールとなりました。そうしておそらく、ギュネスは己に足りなかった二つのもの、霊魂と肉体をこの地上で得たはずです。この〈受肉〉によって、あれはこの世界に存在を固定した──」

「だから、それがどうして夜や々やの姿なんだ！」

　先刻の疑問に立ち返り、雷真が激しく問う。聴衆たちも同じ疑問を抱いているようで、教父の回答を待っていた。教父は首肯し、謎解きのように言った。

「ギュネスは我らをはるか超越する魔力を持ちます。通常の物質では〈器〉足りえません。イザナギの大式神が憑ひよう依い対象をどうしてしまうか、知っていますね？」

　雷らい真しんはうなずいた。つい先ほども日ひの輪わの身に起こったことだ。式王子を己の肉体に降ろせば、人間の肉体はその魔性に耐えられない。

「だからこそ、必要なのです。決して壊れず、朽ちない肉体が」

　あっ、というふうに、雷真の唇が開いた。教父は微笑ほほえみ、結論を言う。

「『其は完全なる玉の如ごとし』──神性機巧マシンドールはいかなる打撃、衝撃にも耐える、永久不滅の存在だと、私は予見しました」

「……金剛力は万能じゃない」

「かも知れません。しかし、ギュネスにとっては模倣すべきお手本だったのかも、と」

「『かも』ばっかりだな、教父さま」

「すまなく思っています」

「……ざけるなよ」

　雷真の声が震える。やり場のない怒りが彼を苛さいなんでいる。無論、怒りの矛先は教父ではない。ただそうするほかなくて、いたいけな少年は吠ほえた。

「ふざけるなよ！　それでどうして、あんなめちゃくちゃをやってるんだ！　夜や々やの姿を真ま似ねて、バカ王の言いなりになって、何もかも消し飛ばそうってのか!?」

「そのように見えますか？」

　静かにたずねる。それだけで、雷真は冷静さを取り戻した。

「バカ王は……制御に失敗した……のか？」

　漆黒の瞳に知性の光が閃ひらめく。彼の頭脳が急速に回転を始めるのがわかった。

「試し撃ちってセンも……なくはない。だが、いつまでも次が飛んでこないのはおかしい。あいつならここを吹き飛ばすくらいは平気でやる。つまり……」

「支配権コントロールを争っているのかも知れません。──また、『かも』ですね」

　戯ざれた言葉を無視して、雷真はきびすを返す。そのまま市街に飛び出そうとするのを、シャルがしがみついて止めた。

「馬鹿！　どこ行くつもり!?」

「決まってるだろ！　止めに行く！」

「教父さまのお話を聞いてなかったの!?　永久不滅なんて化け物、考えなしに突っ込んでどうにかできるわけないじゃない！　逸はやらないで！」

「逸ってねえ！　誰だれかがやらなきゃいけないことだ！」

　否、彼が逸っていることは、誰の目にも明らかだった。

　シャルは頑として離さない。雷真はいら立って、

「どけ、シャル！　夜々と同じ姿の奴やつが、人類の敵になっていいわけねえだろ！」

「落ち着いてよ馬鹿！　あんなの形が似てるだけじゃないっ！」

　シャルの声が上ずり、濡ぬれたように震えた。

「あんなの……夜や々やじゃないわ……っ」

　冷水を浴びせられたように、雷らい真しんは勢いを失なくした。

　そう──あれは夜々ではない。イオネラとエヴァが似ているのと同じで、ただ形を模しただけ。それは根本から別のものであり、双子よりも遠いものだ。

　雷真の体から力が抜ける。シャルはおそるおそる顔を上げた。

「あれが……ただ見てくれだけの類似なら……」

　雷真もまた、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「神って野郎は……どこまで人をコケにすりゃ気が済むんだ……！」

　傷ついた瞳が揺れる。弱々しく震える声に、彼の心情が透けていた。

　静まり返った礼拝堂に、ふと、落ち着いた女性の声が響いた。

「八つ当たりで女の子を泣かすなんて、恥ずかしいことよ、坊や」

　血と、鉄と、薬品のにおいをまとい、花か柳りゆう斎さいの名を継ぐ人形師が近付いてくる。難手術を経た後だけに、美しい顔には疲労の色が濃い。

「硝しよう子こさん……」

　雷真はすがるような目をしたが、すぐに意気をくじかれ、視線をそらした。

　硝子はその後ろ、小こ紫むらさきに目を留めた。小紫もまた、雷真と同じようにうつむいた。

　──二人とも、合わせる顔がないのだ。

　硝子は無言で雷真の前に立ち、細い右手を持ち上げた。

　雷真は動かない。頰ほおを打たれることを覚悟して──否、むしろ望んでいる。

　殉教者のような面持ちで、硝子の平手を受け入れようとする。あいにく硝子の右手は頰を素通りし、雷真の後頭部に回った。

　かき抱くようにして、硝子は雷真を抱え込む。

　抱きしめられたことに気付き、雷真の表情がくしゃりと崩れた。

「硝子さん……俺おれは……っ」

「つらい思いをさせたわね」

　雷真が言葉に詰まる。あふれそうになる慟どう哭こくを、こらえているように見えた。

　常にふてぶてしく、好き放題に暴れ続けてきた彼が、初めて人前で見せた弱さ。シャルも、ほかの学生たちも、まるで神聖なものを見たように言葉を失くした。

　雷真はされるがまま、ものも言えない。やっとのことで、

「すまない……」

「謝りっこは、何もかもが終わってからにしましょう」

　硝子はそっと雷真の首を撫なで、彼をまっすぐ立たせてやった。

「いろりはあちらに残してきたのね？」

「ああ……今はイオと六む連つらと一緒に、撫子なでしこを看みてくれてる……」

「──そう。なら今は、こちらのことを考えましょう。これからどうするか、何をすればいいのかを考えるの。それがきっと、生き残ってしまった者の義務なんだわ」

　母の言いつけを聞くように、雷らい真しんは素直にうなずいた。

　頃合いと見て、教父は二人に歩み寄った。

「今度ばかりは、我らとしても、動かぬわけにはいきませんね」

「ええ、そうでしょうよ。この地ほ球しの危機だもの」

　軽口のような硝しよう子この言葉を、教父は真正面から肯定した。

「おっしゃる通りです。あれは地殻を叩たたき割わるほどの攻撃力を持っています」

　居合わせた者たちに動揺が広がる。教父は構わず、脅すように続けた。

「比喩ではありません。先刻の一撃──例の〈魔砲〉ですが、あの瞬間の伝導率と減耗率から割り出した結果です。最大出力で放てば、惑星中枢に到達します」

　いたずらに恐怖を煽あおるつもりはない。だが、こうして事実を並べて見れば、教父自身も戦慄を禁じ得ない。聞いている者たちから、はっきり血の気けが退ひいていく。

「当然、その余波も苛烈を極めます。このあたり一帯は原初の惑星のように煮えてしまうことでしょう。生き残ることができるのは、転移に通じた魔術師のみ──ですが、安全な避難先など、もはやこの天体には存在しないでしょうね」

「生き残るにはどうすればいいの？　貴方あなたはご存ぞん知じなのでしょう？」

　期待されているのはわかったが、教父にも答えはわからない。

　だが、人類滅亡を回避する手段はあるはずだ。そうでなければ、魔書レメゲトンをはじめとする、いくつかの現象に矛盾が生じる。とは言え、機巧都市の被害がどの程度で済むか、何人が生き延びられるかは、ここにいる者たちの働きで決まるだろう。

　欧州がなくなるのか。英国が沈むのか、それとも……？

「……ひとつ言えることは」

　聴衆たちを絶望させぬよう、教父は慎重に言葉を選んで言った。

「いかにして神性機巧マシンドールに『その気を起こさせないか』が肝要でしょう」

「怒らせるな、ということね？」

「対話が成立する可能性も、あるいはあります。我らは神に劣る存在でしょうが、あれは神に近い。本来、我らより高い知性を有するはずです」

　張り詰めていた空気が、ほんの少しやわらぐ。高度な知性を持つ生命体ならば、無意味な虐殺には走らない……かも知れない。

「今はとにかく、見極めましょう。物見の鳥たちが観測を続けています。彼らの持ち返る情報こそが、世界を救う鍵となります」

　決断を先送りにすることは心苦しい。しかし、全員に小休止が必要なのも事実だった。気の休まる状況ではないが、つかの間、休息を取ることにする。

　教父の指示で、魔術師たちが休憩に入る。雷らい真しんもまた、人の輪を離れ、廊下の奥へ立ち去ろうとした。その背に、教父はやわらかく声をかける。

「食事を用意させてあります。貴方あなたは少しでも力を蓄えてください」

「ああ……」

　気のない返事。まるで抜け殻のようだ。

　憔しよう悴すいし、憐れん憫びんを誘う背中に、教父はそっとささやく。

「私は信じていましたよ。私が予見した子どもが、貴方だと」

「俺おれも……そうあってくれと願った」

　雷真の言葉は過去形だった。こちらの言葉は別のニュアンスを帯おびていたのだが──

　それを語るのは、今ではないのだろう。

　教父はもう何も言わず、少年の背を見送った。

　ふと見上げた天窓からは、ただのひとつも星が見えない。

　瘴しよう気きの闇は厚く、深い。夜明けはまだ、果はてしなく遠く思えた。
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　偵察隊の帰還まで、戦闘参加者は魔力の充じゆう塡てん──つまりは休息が任務となった。

　神性機巧マシンドールの魔砲に消し飛ばされ、市街地の瘴気は一時やわらいだが、ほどなくして復元され、依然として異形の生命が跋ばつ扈こしている。もっとも、おかげで英国軍の三師団は市街地に入れず、郊外で足止めを食っている。

　それでも、いつ綺き羅らの攻撃があるとも知れない。礼拝堂はぴりぴりとして落ち着かず、それでいて、ある種の諦念が漂っていた。未み曾ぞ有うの大災害を前にして、あるいは立て続けの激戦によって、戦意が萎えつつある。

　雷真もまた失意の底にある。他人との関わりを避けるように、薄ら寒い廊下の端、張り出しの窓に腰掛けて、どことも知れない遠くを眺めている。

　その痛々しい姿を、シャルは遠くから見つめていた。

　かける言葉が見つからない。下手な慰なぐさめを言う勇気もない。シグムントもそれは同じで、いたわるような眼まな差ざしを彼に向けているだけだ。

「シャルー」

　突然名を呼ばれ、びくっとなる。振り向くと、双子のヴァイツゼッカー姉妹が、ちょこちょこと近付いてくるところだった。

「何してるのー？」「ここ、寒くない？」

　こんなときでも、二人は普段と変わらない。過去にも修羅場をくぐっているのだろう。何となく頼もしく思えて、ほんの一時、シャルにも笑顔が戻った。

「貴女あなたたち、礼拝堂を守ってくれてたのよね？　ウェストン先生を見てない？」

　二人は顔を見合わせ、互いに首をひねった。

「史学部の？」「迷宮の魔王ザ・ラビリンス？」

「そうよ。……あいつの、魔術の先生」

　ちらりと雷らい真しんを見る。丸めた背中が老人のようで、シャルは目をそらした。

「こんなとき、ウェストン先生がいてくださったら……と思ったんだけど」

「ねえ、あいつさあ……」「自動人形オートマトン、壊されちゃったの？」

　核心を突く問い。しゃくり上げそうになり、シャルはとっさに口を抑えた。

　言葉が出てこない。シャルのその反応だけで、二人は状況を察してくれた。

「ふうん……あの〈下から二番目セカンドラスト〉でも、落ち込んだりするんだね」

「あいつ、めちゃくちゃしぶとくて、ムテキだと思ってたけど……」

　双子の考えは理解できた。シャルもまた、そんなふうに考えていたからだ。

　どんな痛手を受けても、どんな逆境に置かれても、雷真は平気な顔をして立ち上がってくる──いつの間にか、そんなふうに思い込んでいた。

　だが、それは誤りだ。雷真は決して、一人で戦っていたわけではない。

「……あいつにはきっと、背骨が二本あったのよ」

　ひとつは彼も自覚していた。怒りであり、憎悪であり、復ふく讐しゆうであったもの。

　もうひとつは、ときに和ませ、ときに優しく、しなやかに彼を支えてくれた誰だれか。

　詳細は聞いていないが、雷真の復讐は不本意なかたちで終わったのだろう。その証拠に、彼の顔には何の晴れやかさもない。

　怨念は晴らせず、それどころか、ただ苦悩のみを彼に残した──はずだ。

　だからこそ、ここにグリゼルダがいてくれれば、と思う。

　肉親との死別も、自動人形の喪失も、師の裏切りさえも、グリゼルダは乗り越えている。魔王ワイズマンとして、師として、彼女なら雷真を支えてくれるのではないか。

（どうして見当たらないのかしら……。キンバリー先生に聞いた話だと、ウェストン先生は足止めのために残ったって……）

　最悪の想像が脳裏をかすめ、シャルはあわててかぶりを振った。

（ない！　ないわ！　そんなことは！）

　グリゼルダの強さは知っている。彼女が死んだ、なんてことはあり得ない。

　だが、人間の生死に絶対はない。『無敵』に思えた夜や々やでさえ、もういない。

　もしグリゼルダが死んだのなら、一体誰が雷真を支えればいい？

　自分の無力が恨めしい。今こそ彼の力になりたいのに。

　黙り込むシャルを見て、双子が顔を見合わせ、うなずき合った。

「シャルさあ──」「下から二番目セカンドラストが好きなんだよね？」

「えっ!?　ちょっ……なっ……そっ……急に何を言い出すのよ！」

　頰ほおが勝手に火照り、言い訳に詰まる。このあわてぶりで、ごまかせるわけがない。

　かつてのシャルなら、それでも違うと言い張ったかもしれない。だが、友達の前でそんな意地の張り方をしなくて済むくらいには、素直な少女になっている。

　シャルはおずおずと、盗み見るように二人の方をうかがった。

「お……おかしい？」

「わからなくはないよねー？」「ねー？」

　二人は存外ものわかりよく言った。シャルを笑ったりもしなかった。

「一人ぼっちの〈暴竜Ｔレツクス〉を助けてくれた人だもんね！」

「自分を助けてくれた人って、何か特別な感じになっちゃうし」

　双子の顔が大人おとなびて見える。二人にもいたのだろうか。『助けてくれた人』が。

　二人が誰だれにつき従っていたか、思い出そうとする。そんなシャルを下から見上げ、双子は声をそろえて主張した。

『言った方がいいよ！』

「──え？」

「今すぐ！」「好きって！」

　二人がかりで強引に向きを変えられ、雷らい真しんがシャルの正面にくる。彼は先ほどと変わらず、廊下の奥の窓際に、ひっそりと座っていた。

　その背中はひどく弱々しく、今にも消えてしまいそうに思える。

　傷ついている彼に、想おもいを伝えてどうなるのだろう、と思った。

　かえって負担になるのでは？　こんなときに何だと、怒りを買うことさえあり得る。

　それでも──『友達からの助言』は、確かにシャルの心を動かした。

　過去にも伝えたいと思ったことはあった。それとなく気付いて欲しい、むしろ察しろと常々思っていた。それはいつも、シャルの一方的な都合だった。

　だが、今は違う。

　振り向いてくれなくてもいい。好いてくれなくてもいい。ただ、伝えたいのだ。別れに傷つき、折れそうになっている彼に──

　私は貴方あなたの味方よ、と。

　吸い寄せられるように一歩踏み出す。それからふと思い直し、双子の手を握にぎった。

「私、貴女あなたたちも好きよ。私が一人ぼっちのとき、助けてくれたもの！」

　双子ははにかんだように笑った。その眼は『お互いさま』だと言ってくれていた。

　シグムントが気を利かせ、双子の肩に飛び移る。三人ぶんの視線を受けながら、シャルは雷真の方へと歩き出した。

　足取りはぎこちない。一歩ごとに鼓動が速くなるような気がする。

　しかし、怖おじ気けづきはしない。誰かが背中を押してくれているようにも感じた。

　手を伸ばせば届く距離にまで近付き、深呼吸してから、いつも通りに声をかける。

「こんなところでじっとしてたら、体が冷えちゃうわよ」

「……シャルか」

　雷らい真しんが振り向き、よどんだ瞳を向ける。天眼を身につけた彼が、声をかけられるまで気付かなかった。その腑ふ抜ぬけた姿に気持ちが萎えたかと言えば、そんなことはない。相手の弱さが自分の好意を少しも傷つけないと知って、シャルは嬉うれしくなった。

「となり、座ってもいい？」

　雷真は興味もなさそうに「ああ」と答えた。シャルは勇気を出して、こぶしひとつぶん、普段より近くに座った。

　薄汚れた雷真の制服から、鉄の臭においが漂ってくる。

　──血の臭気だ。思えばいつも、彼はその臭いをまとっていた。

「ひどい制服。背中、思いっきり裂けてるじゃない」

「ああ……だろうな」

「脱いで。繕ってあげる。応急処置だけど」

「え……いや、どうせ……」

　すぐ破れると言いかけたのだろうが、シャルは笑顔で口答えを封じた。

「いいから貸しなさい。こう見えて私、お裁縫は得意なのよ」

　制服のポケットからソーイングセットを取り出して見せる。抵抗する気力もなかったのか、雷真は素直に従い、上着を脱いで寄よ越こした。

　学院の制服は男女ともに同じ生地を使っているので、糸にも当て布にもスペアがある。シャルは手際よく段取りを決め、ちくちくと縫い始めた。

　作業を進めながら、気軽なふうを装よそおって問いかける。

「どうしても、あの怪物と戦うの？」

「ああ」

　即答だった。弱ってはいても、その点だけは迷いがない。

「……本気なの？　今回ばっかりは本当にどうしようもない……とは思わない？」

　包帯まみれの体を横目に見ながら、シャルは早口で言った。

「魔女とか、ギュネスとか、リヴァイアサンとか、本当にどうしようもない怪物と戦ってきたけど、今度ばっかりは仕方がないわよ。貴方あなただって感じてるんでしょ。こんなに遠くにいて、姿が見えているわけでもないのに、首根っこをつかまれてるみたい」

「そいつは言い得て妙……これはシグムントの口癖だな」

　雷真は笑った。ひどく乾いた、感情のこもっていない笑い方だった。

　シャルはたまらない気持ちになって、語気を強めた。

「笑いごとじゃないでしょ！　私の守護精霊ガーデイアンも勝てない敵だと伝えてる。教父さまだっておっしゃったじゃない、神性機巧マシンドールはこの星を壊せるって！」

「話が通じるかもしれない、ともおっしゃったぜ。動かぬわけにはいかない、ともな」

「それは……そうだけど！」

「ほっとくわけにはいかないんだ。この先ずっと怪物の『気まぐれ』に怯おびえながら生きるなんざ、人間には無理な話だ」

「自然災害はみんなそうよ。山も、海も、風も、いつ人間に牙をむくかわからないもの。こっちから手を出さなければ、何もしてこない可能性だって」

「だったら、なおさら」

　かぶせるように、雷らい真しんは強く言った。

「話の通じる相手かどうか、誰だれかが見極めなけりゃならない」

「……建前はやめてよ」

　雷真の望みはそんなところにはない。彼が確かめたいと思っているのは、あれが『話の通じる相手』かどうかではなく、『夜や々やかどうか』だ。

　何かの拍子に──人類がいまだ知らない魔術原理で──夜々が復活したのではないかと、はかない幻想にすがっている。

　それを確かめて、もし期待が空振りに終わったとき、彼はおそらく……。

「貴方あなたは死にたいと思ってる。死んで……終わりにしたいと思ってる」

「……そんなわけあるかよ。相棒が今日までもたせてくれた、大事な命だぜ？」

「だからよ！　人類のため、世界のため──そんな理由で投げ捨てるなら、夜々も許してくれるって、そう思ってるのよ！」

　一瞬、雷真の眼の奥に激しい感情が燃え上がった。

　怒鳴り返してくれればいいと思った。そうして、少しでも気力を戻してくれれば。

　だが、雷真の激情はすぐに冷め、寂しげに微笑ほほえんだだけだった。

「バーカ。俺おれが自殺なんて考えるかよ」

　──噓うそだ。

「俺の一族は命根性が汚いんだ。この島が沈んだって、俺だけ生き残って見せるさ」

　──真っ赤な噓だ。

　このまま行かせたら、彼は本当に命を落とす。予知に等しい確信が、シャルの胸を締めつけた。彼を死なせたくはない。そんな結末は認められない。

「……はい。縫えたわ」

「お、ありがとよ」

　受け取ろうとする雷真の手をつかみ、握にぎりしめる。

　驚く雷らい真しんに顔を近付け、至近距離からまっすぐ見つめた。

　ひたいがぶつかりそうなほど近い。ひどい動どう悸きがする。心臓が爆発しそうだ。

　雷真は怪け訝げんそうにしたが、シャルが大切なことを言おうとしていると気付いたらしい。シャルの手を振り払いはせず、されるがままに待つ。

　思うように言葉が出ず、シャルは勇気を失なくしかける。しかし、今さら引き返すこともできない体勢だ。ものも言えずに見つめ合っているうちに、いつしか動悸は痛みではなく、甘酸っぱい心地よさに変わっていた。

　今の自分は、彼にはどう見えているのだろう？　可愛かわいく映っていて欲しいと願いながら、シャルはそっと口を開いた。

「あの……ね、今から私、貴方あなたが絶対に同意してくれないことを言うわ」

「……何だ？」

「死にに行くようなことは、やめて」

　真剣に訴える。雷真は目をそらし、逃げたそうにした。

　そんな彼に膝を押しつけ、シャルはさらに言う。

「貴方はきっと戦えない。あれを殺すくらいなら、自分が死ぬ。そういう人よ」

「……勝手に決めんな。俺おれは」

「わかるの。だって私、ずっと貴方を見てきたもの。夜や々やには及ばないかもしれないけど、貴方の近くで、本当に毎日、貴方を見つめてきたんだもの」

　雷真がはっとする。シャルが本当に言いたいことに気付いたようだ。

　一秒後の反応が怖くて、今度はシャルが逃げ出したくなる。だが、彼の瞳に映る『もうひとりの自分』が逃げるなと言っていた。

　自分が逃げてしまわぬように、指先が雷真の手を強く握にぎる。

　彼の手を握る自分の手は、恥ずかしいほどに熱い。それはシャルの想おもいの熱だ。

　彼と出会ってから──救われてから──毎日あたためて、大事に育ててきた感情。不用意にさらけ出せば、無惨に壊れてしまったに違いない、ガラス細工のような感情。

　それをさらすことは、とても勇気の要ることだ。けれど、この想いを渡すべき相手は、この地上に、世界に、天体に、たった一人しかいない。

　その想いを、その人に伝えられる。それはとても幸福なことだ。

　そう心から思えたとき、ようやく、シャルの想いは言葉になった。

「貴方が好きよ、ライシン」

　雷真は顔をゆがめ、苦痛に耐えるような顔をした。

　──拒絶ではない。彼は泣き出しそうになっている。

「シャル……俺は……夜々を、護まもれなかった……」

「だけど、私を護ってくれたわ。私たちを」

「何も……してやれなかったんだ……！」

「できなかったことを数えないで」

　子どもに言い聞かせるように、シャルは優しくささやきかける。

「貴方あなたといると、私は自分を信じられるの。貴方の前では最後まで頑張ろうって思えるの。貴方の側にいるだけで、私は私が好きな私に、ちょっとずつだけど、近付いていけるの。それは私の力じゃない。貴方が私にくれる力よ」

　自分の言葉を頭の中で繰り返し、言い忘れたことがないか確かめる。

　──全然、足りない。一晩中だって、好きだと言っていたい。

　だが、この感情を表すには、ひと言で十分だという気もするのだ。

　シャルは自分の言葉に満足し、結論を言った。

「好きよ、ライシン。だから、死にに行くようなことはやめて」

　その告白は、雷らい真しんの胸にどう響いたのだろう？

　彼は目を伏せ、一度大きく息をつき──微笑ほほえんだ。

「……『どちらを選んでも後悔はさせない』って、そういう意味か」

「え？　何のこと？」

「いや、おまえの親父おやじさん……」

　途中でやめる。雷真は口をつぐみ、まっすぐな瞳でシャルを見つめ返した。

　これまで、彼にそんな眼を向けられたことがあっただろうかと、シャルは考える。戦いで荒廃した心に、甘い幸福の泉が湧いた気がした。

　どぎまぎするシャルの指を、今度は雷真が握にぎりしめる。

「もし、おまえと結婚したら──」

「けけけ結婚!?　何言ってるのよ気が早いわ！　早すぎよ！」

「幸せだろうな、きっと」

「────」

「親父さんは聡そう明めいで、寛容で、名士だ。俺おれみたいな東洋人のごろつきだって、あたたかく迎えてくれるだろう。アンリも、シグムントも、おふくろさんも……家族はみんな優しくて……嫁さんはとびきり美人で、賢くて、いつの間にか気立てもよくて」

　かつての自分を思い出すと、少し恥ずかしい。だが、雷真が自分をそんなふうに思ってくれているとわかって、嬉うれしかった。

「何よりこんな俺を……そんなふうに想おもってくれる。……幸せ、だよな。はたから見れば、それはもう、これ以上ないくらい……」

　切なげにうつむく。今彼が感じた痛みを、シャルは肯定したいと思った。

　恨みがましく思う気持ちはない。わかっていたことだ。見えている幸福を選び、信念を曲げるような男ではない。

　そんな男だから、好きになった。

　だから、彼が次に言う言葉も、抵抗なく聞くことができた。

「……悪い。俺おれはおまえに、応えてやれない」

「ふふ……だと思った！」

　微笑ほほえんで言う。こちらの晴れやかな顔を見て、雷らい真しんは戸惑った顔をする。

　シャルは悪戯いたずらっぽく笑って、わざと意地悪な言い方をした。

「でも、あの約束はまだ有効でしょ？　俺の足なんざ好きなだけ引っ張れ──って。覚悟しときなさいよ～？　今後とも存分に引っ張るつもりだから！」

　なぜだろう。ふられたはずなのに、安あん堵どしている。

　理由はたぶん、二つある。ひとつは、彼が思っていた通りの男だとわかったこと。もうひとつは、自分の気持ちが壊れてしまわなかったこと。

　想おもいを告げる前は、怖かった。伝えたが最後、絆きずなが壊れてしまうんじゃないかと思った。だが、恋人にはなれないと言われたところで、シャルの気持ちは変わっていない。そして彼もまた、シャルが離れて行かない限り、決して見捨てはしないだろう。

（夜や々やがいなくなった途端に私になびくなんて、気持ち悪いものね）

　そうなっていたら、自分は本当に『泥棒猫』だった。

　くすくす笑うシャルを見て、死んだようだった雷真の眼に、気力の輝きが戻った。

　驚く間もなく、顔つきまで変わる。雷真は精せい悍かんな面構えになり、

「ありがとう、シャル」

「えっ？」

「おまえのおかげで、俺は自分が誰だれだったかを思い出した」

　強い眼まな差ざし。もうすっかり、シャルが知っている雷真の顔だ。否、むしろ以前より凛り々りしく見える。かつて奥底に秘めていた、怨念めいた荒すさみがない。

　甦よみがえったと言うより、生まれ変わったような面持ちで、彼は宣言した。

「俺は馬鹿だが、おまえが惚ほれてくれた馬鹿だ。女王陛下から一角獣の紋章を賜った名門、ブリュー家のご令嬢が惚れてくれた男なんだ。この先、俺は二度とヘタレねえ。俺なんかに惚れちまったこと、おまえが生涯恥じずに済むような、すげえ男になってやる。おまえと、おまえの誇りにかけて誓う」

　シャルを見つめ、言い切る。その瞳は涼しく、神秘的な輝きに満ちていた。不覚にも、今までで一番、シャルの胸は高鳴った。

　シャルは耳まで赤くなり、雷真の肩をびしびし叩たたいた。

「貴方あなたってほんっと馬鹿ね！　女の子を袖にするのに、プロポーズみたいなこと！」

「そ、そこまでキメてねえ！」

　互いに噴き出し、大笑いになる。雷真の肩を叩きながら、シャルは思った。

（違うでしょう、馬鹿）

　二度とヘタレない──その覚悟を決めさせたのは、シャルわたしではない。

　彼がそうありたいと願うのは、誰だれよりも彼を愛し、彼も愛した、あの人形のためだ。

「小こ紫むらさき、いるか？」

　雷らい真しんが背後の廊下に呼びかける。何もない虚こ空くうが揺らめき、そこから小紫が姿を見せた。盗み聞きされていたとわかって、シャルは衝動的に失踪したくなった。

　ばたばたと空気をかき混ぜているうちに、雷真は勝手に話を進める。

「小紫おまえの力を借りたい。戦えそうか？」

「それは……いいけど、どうするの？」

「決まってる。神性機巧マシンドールを止めるんだ」

　先ほど同じ主張だ。しかし、あのときとは様子が違う。

　もう自暴自棄には見えない。彼の変化に、シャルも言語能力を取り戻す。

「何か思いついたの？　まさか、あれを止める手段!?」

「ああ。最高に分の悪い賭けだが、我に勝算ありだ」

　皮肉っぽく笑う。彼らしいその表情に、シャルは確信した。

　ずっと見つめてきたから知っている。彼がそんな顔をするのは、勝てるときだ。

「みんなの力が要るぞ。ここにいる、みんなのな」

　雷真は立ち上がり、礼拝堂に向き直った。

「まずは教父さまと話す。シャル、悪いが礼拝堂に人を集めてくれ！」

　止まっていた彼の時間が、再び動き始める。

　その瞬間に立ち会えたことを、シャルはとても誇らしく思った。





　　　　　４






　あわただしく召集の声が飛び交い、わずか五分で礼拝堂に戦闘員が集結した。

　協会の幹部や教授など、主だった魔術師がずらりと並ぶさまは壮観だ。治療中の負傷者は別室や隅に動かされ、避難民は修道士の宿舎に押し込まれた。その結果、聖堂中央には術者と自動人形オートマトンだけが存在している。

　先ほどより冷え込みがきつく、傷だらけの雷真には非常に堪こたえる。それでも、兄と夜や々やを想おもえば、このくらいは屁へでもないと思えた。

　世界を終わらせなどしない。必ず、撫子いもうとに明日の朝あさ陽ひを拝ませる。

　その気迫が伝わったのか、教父は目を丸くして雷真を見た。

「策を閃ひらめいたというのは真のようですね。この絶望的状況下を覆す手段があると？」

「絶望……か。ついさっきまで、俺おれもそんなふうに思ってた」

「おや。今は違うのですか？」

「今はむしろ、千載一遇の好機がきたと思ってる」

　教父はあどけなく、天使の微笑を浮かべた。

「いやはや……先刻とはまるで別人ではありませんか。ほんの数分で人がそこまで変わるなど、予見をたしなむ身であっても、見通せる気がしません」

　それから、悪戯いたずらっぽい視線をシャルに向ける。

「ブリューの姫よ。貴女あなたはどんな手段で彼をふるい立たせたのです？」

「えっ!?　いえ、別に！　何もしてません！　私は何も！」

　真っ赤になって否ひ定ていする。下手にからかうと聖堂を消し飛ばしかねない勢いだ。教父はしれっとした顔で、何事もなかったかのように雷らい真しんをうながす。

「では、聞かせてください。貴方あなたが見み出いだした答えを」

　雷真はうなずき、心臓に手を置き、呼びかけた。

「黒くろ薔ば薇らさま、きてくれ」

　不用意に飛び出した単語が、礼拝堂の空気を一変させた。

　金、銀、灰、紫と激戦が続き、薔薇の魔女の恐怖は骨身に染みている。学生たちは色を失い、教授陣は色めき立った。

　教父が法杖で床を打ち、皆を黙らせる。──魔女の登場を認めたということだ。

　異様な魔力が聖堂を満たし、天井が震えた。やがて石造りの床が割れ、お決まりの熱風が吹き上がってくる。

　地獄の噴煙が爆はぜ、巨大な骸骨の腕部が突き出される。そのてのひらには無論、白しら百ゆ合りのように可か憐れんな、冥府の魔女が腰掛けていた。

　黒薔薇セフィラ。雷真にあれだけ魔力をくれてなお、余力がある。彼女がまとう威圧感、大骸骨の威容に気け圧おされて、学生たちが数人、腰を抜かした。

　黒コートの魔術師たちさえ、魔女の力には圧倒されているように見えた。

　皆が言葉を失う中、教父だけはいつもの調子で、穏やかに呼びかけた。

「これはこれはアプラクサスの姫。まるでお変わりありませんね」

「ふふ……若作りはお互いさまではなくて、時の翁フアザータイム？」

　セフィラは魔術師たちを睥へい睨げいし、その上で歯牙にもかけず、雷真を見た。

「魔女との縁が知られては差し障りもあろうかと、敢あえて大人おとなしくしていてあげましたのに。おまえの方からわたくしを結界内に導き入れるとはね」

「すまない。きてもらった方が、話が早いと思ったんだ」

「まあ、よいですわ。こちらもちょうど困りごとが増えたところですの」

　視みえない糸を手繰るように指を動かす。その動きに合わせ、地の裂け目からもう一本、大骸骨の腕が現れた。そのてのひらに、険しい顔のロキがいる。

　損そん傷しようしたジブリールと、ガルム十数頭を連れていた。苦虫を嚙かんだようなロキの表情、フレイの不在を見て取って、雷らい真しんはおぼろげに状況を察した。

「フレイは──馬鹿王のところか？」

「捜している。紫し薔ば薇らが臭い」

　たったそれだけで、二人は通じ合う。

　雷真は内心で歯は嚙がみした。フレイのことは任せろと言った矢先に……。

　セフィラは『困りごと』と言った。つまり、セフィラの力でもフレイは見つけられず、取り戻す手段もないということだ。

　セフィラは小さく肩をすくめ、協会の面々にも聞かせるように言った。

「正直、こちらは手詰まりです。薔薇の師団は紫薔薇とわたくしで勢力を二分──と言えば聞こえはよいのですけれど、実質、壊滅してますのよ。ですが、どうやら協会も笑える窮きゆう地ちにあるようですわね？　ほほほ、愉快なこと！」

　言葉通り楽しげに、セフィラは笑う。

「『死神』と恐れられた灰十字クルサーダが、こんな古ぼけた教会に押し込められ、手も足も出ないとは。ご高名な教授たちにもなす術すべなく、あっさりヴァルプルギスの学まなび舎やを焼け出され──挙げ句にラザフォードを斃たおされたのでしょう？」

　教父は曖昧な笑みで応える。その沈黙をセフィラは鼻で笑い、何もない虚こ空くうから焦げた羊皮紙の切れ端を引っ張り出した。

「腹芸は抜きでいきませんこと？　わたくしの手元で魔契約の証文が燃え尽きましたの。ラザフォード父子おやこと交わしたものです」

「おや。あの父子を結ぶ禁忌の契約が、貴女あなたの仕業だと認めるのですね？」

「認めましてよ。それが何か？」

「……ええ、今は禁呪の是非を咎とがめている場合ではありません」

　状況は逼ひつ迫ぱくしている。それは教父も、魔女も、よくわかっていた。

　セフィラはため息をつき、うんざりした口調で言った。

「あちらの戦力は紫薔薇とその手勢、狂王と英国軍、レメゲトンの魔神が七体に加えて、神性機巧マシンドールということになりますかしら。厄介なこと」

「おっしゃる通りです。普段であれば、やりようもあるでしょうが──」

「この煩わしい瘴しよう気きの中では、灰十字クルサーダの死神たちも大した力は出せぬでしょう」

　教父がかぶりを振る。セフィラも『お手上げ』といったふうに肩をすくめた。

「わたくしとて、ここで紫薔薇とやり合うのはご免こうむりますわ」

「ですが、姫。どうやらそこの若者は、これを好機と見ているようです」

　再び雷真に注目が集まる。黒くろ薔ば薇らは威い厳げんたっぷりに雷真を見た。

「わたくしを呼びつけたからには、神算あってのことでしょうね？」

「えらくハードル上げてくれたな……。だが、ご期待には沿えると思う」

　魔女も、ロキも、シャルも、教授たちも、灰十字クルサーダの魔術師たちも、目を見張った。

　雷らい真しんは礼拝堂の隅に目をやる。こちらの会話にも手を止めず、負傷者の手当てを続けている女性がいる。雷真はその女性に向かって、

「硝しよう子こさん。『花か柳りゆう斎さいが人間を造った』って話、ここでしてもいいか？」

「──いいわ」

　即答。理由も訊きかない。こんな自分を──夜や々やを死なせてしまった自分を──どれほど硝子が信頼してくれているのか、雷真は思い知ったような気がした。

「急ぐのでしょう？　私のことは、私から言った方が早そうね」

　処置を教授に引き継ぎ、手についた血をぬぐいながら、硝子は自ら身の上を語った。

「結論から言うと、私は普通の人間ではないの」

　あまりに唐突な言葉に、驚きよりもまず動揺が広がった。

「合成有機生命体ホムンクルス──完全な複製を目指して造られたものよ。何とも馬鹿げた話だけれど、花柳斎という人形師は己の妻を甦よみがえらせようとしたの。墓を暴いて遺骸を掘り返し、毛髪や骨格から生体情報を抜き取って……ね」

　聖堂がざわめく。西洋の生物工学でさえ、まだその域には達していない。それはむしろ原始的な、旧ふるい黒魔術に近いと言える。

　礼拝堂に不穏な空気が立ちこめる。硝子は自じ嘲ちようを浮かべ、自ら灰十字クルサーダに言った。

「言われるまでもなく禁忌の所業よ。外道のふるまいと言っていい。私はそうやって造られた、おぞましい化け物というわけ」

「それは違う、硝子さんは人間──」

　言いかける雷真を手で制し、硝子は話の先をうながした。

「それで？　この面白くもない身の上話がどうしたっていうの？」

「……ずっとさ、謎だったんだ」

　雷真はシャルの背後、寄り添って立つヴァイツゼッカー姉妹を見た。

「一卵性双生児が別の人間であるように、同じ姿を持たせたところで別人にしかならない。そんなのは学のない俺おれでもわかることだ。だが、花柳斎っていう天才は、奥方の復活を信じてそれをやった。どうしてできると思ったんだ？」

「……賭け、だったんでしょうね。あるいは実証実験かしら」

　硝子は答えを探るように、考え考え言った。

「単純な類似を超え、同一と呼べるほどの存在になったなら、それは本当に同じもの──という発想よ。魔術の先生がたは、その魔術原理を……」

「〈類感〉と呼んでいます」

　硝子の後を引き取って、教父が言葉を足す。

「人柱代わりに人形を埋めたり、病魔に見立てた獣を屠ほふるなど、『見立て』の魔術はこれに拠よります。偶像に祈ることも、その崇拝を禁じることも、形の類似を実物と同一視する発想です。灰はい薔ば薇らが試みた〈存在の重ね合わせ〉も、この変形でしょう」

　硝しよう子こはうなずき、再び雷らい真しんに向き直った。

「その原理に拠れば、鏡きよう子この霊魂は鏡子の肉体に宿る。鏡子でしかない肉体を用意できたなら、霊魂は勝手に引き寄せられる……と考えられるの。私が神性機巧マシンドールを目指したやり方も根本は同じね。自動人形オートマトンの存在形態を遷移させ、単なる人形を超えた〈器〉を作れたら、後は勝手にそうなるだろうと期待したのよ」

「ほう！　なるほどねえ、遷移ときたかい！」

　横から別の声が割り込む。女教授バレンタインが腕組みをして立っていた。

「そいつは理屈だが、腑ふに落ちないことがあるよ。あの雪せつ月げつ花かとやらは大した魔力親和性を持ってはいるが、それでも人造の物体に過ぎない。人間の霊魂を格納する〈器〉としては、イブの心臓はどうしたって脆ぜい弱じやくすぎるんだ」

「ええ、だから特別製の心臓を用意したわ。花か柳りゆう斎さい謹製〈虚心臓〉をね」

　じゃらり、と懐ふところから魔石の粒を取り出し、てのひらで握にぎりしめる。次に硝子が手を開いたとき、そこには輝く光の玉があった。

　光球には実体がなく、エネルギーが収束しているだけに見える。凄すさまじい魔力を帯おびていて、こんな状況にもかかわらず、教授たちが好奇心に目の色を変えた。

　硝子は彼らを見回し、少しばかり得意げに言った。

「この光が何か、学院の先生がたならおわかりでしょう？」

「〈生命〉の魔術回路が具現化したもの……だ。つまり、それこそがイブの中身……！」

　学生たちは議論についていけない。しかし、バレンタインの声の強こわ張ばりで、それがどれだけ重大な意味を持つ存在かは理解できた。

　荒々しい教授の口から、素直な感嘆の息が漏もれる。

「たまげたね……コップもなしにビールを溜ためてるようなもんじゃないか」

「あら。そのくらい、魔術の先生なら簡単にできるわ」

　たとえの不備を指摘され、バレンタインは一本取られたという顔をした。

　硝子は光の玉を見つめ、懐かしそうに続けた。

「晩年、花柳斎はイブの心臓の原理再現に成功した……らしいのよ。そうして、この秘法を編み出した。ご覧の通り、この心臓は魔力でこの形を保っている。鉄の容器が耐えられないような、大きな魔力にも耐えられるわ。人形使いの与えた魔力が、そのまま形状の維持にも使われるのだから。ただ……」

　その代わりに、寿命がある。常に魔力の供給を必要とするため、禁忌人形バンドールでなければ使えず、禁忌部品の終わりが心臓の終わりともなる。

　雷らい真しんは目を伏せ、己を苛さいなむ痛みに堪たえた。

　バレンタインもまた、別の感慨を嚙かみ締しめるように言った。

「だったらそれが、あの娘っこを真ま似ねた本当の理由かもしれないね」

　知見の広い者から順に、教授の言葉を理解していく。

　神性機巧マシンドールの〈器〉として、夜や々やほど魅力的なお手本モデルは存在しなかったということだ。既すでに夜々は単なる自動人形オートマトンの枠を超え、神性機巧に近付いていたのだから。

　前提となる知識は共有された。雷真は皆の前に進み出て、まとめに入った。

「ありがとう、硝しよう子こさん、おかげで確信を得た。ここにいる超一流の魔術師さんたちも、俺おれがこれから言うことを、山師のハッタリくらいには思ってくれるはずだ」

「聞かせて。坊やは何をしようと言うの？」

　硝子の問いは、皆の気持ちを代弁するものだ。雷真は目を閉じ、奥歯を嚙んだ。

「ヒントは幾つも転がっていたんだ。硝子さんの話、アリスが言ってたこと、ソーネチカが身をもって示した現象、兄貴が遺のこしてくれた技、そして──」

　制服の胸元をつかみ、引き裂くようにこぶしを握にぎる。

「夜々が、最期に言ったこと……！」

　──後悔はしない。今は、しない。

　すべての希望がついえたときにこそ、それはする。

　雷真は昂こう然ぜんと顔を上げ、居合わせた者たちに己の考えを開陳した。

　それは有史以来、人類が自覚的に成し遂とげたことのない、まさしく『神の所業』と言うべき、荒唐無稽な計画だった。

　初め、賛同する者はいなかった。それどころか、意味を理解してくれる者が少数だった。だが、雷真の話が進むにつれて、無理解は疑問に変わり、疑問は思案に変わり、気がつけば、場の空気は賛同の方向へ流れていた。

　好き勝手に議論を始めた教授たちも、教父の顔色をうかがう黒コートたちも、いつの間にか皆がこう思っている。──賭けてみる価値はある、と。

　ある種、理に適かなっている。魔術の理屈を踏まえた、理路整然たる暴ぼう挙きよだ。

　だが、それはもちろん、『敵』にとって望ましいことではない──

　どんっ、と不穏な音が響き、外の結界が揺さぶられた。

「何だ？」「結界が動揺しているぞ！」「砲撃か!?」

　物理的にも、心理的にも、礼拝堂が動揺する。どん……、どん……、と破裂音は続き、強烈な魔力の波動が周辺にわき上がった。

　敵意を持つ何かが、すぐそこに沸いて出て、殺到してくる──ように感じる。

　その雷真の直感を、駆け込んできた魔術師が肯定してくれた。

「ファザー、襲撃です！」

　堂内に戦慄が走る。神性機巧マシンドールを観測していた偵察隊が戻り、次々に報告を飛ばした。

「魔法生物の群れです！」「イザナギの召喚獣と思われます！」

　天井付近に魔術で映像が投影される。報告通り、穢え土どを彷徨さまよう異形の怪物たちが、この礼拝堂へ押し寄せてきていた。

　少なく見積もっても一万──付近のものをいれれば、五万はいるだろうか。だが、数は問題ではない。いくらでも補充されるのだろうから。

　先頭は既すでに敷地内に入り込もうとしている。強力な結界が彼らの瘴しよう気きを焼き、境界線上に六角形のフラクタル模様を浮かび上がらせていた。

　目をすがめて映像をにらみ、バレンタイン教授が吐き捨てた。

「あの婆ばあさん、正気かね……？　ここを陥とす？　何の意味があって？　神性機巧はできあがり、あたしらに用はないだろう」

「この動きをどう見ます、予見の子？」

　教父が雷らい真しんを振り返り、たずねる。雷真は少し考え、

「……馬鹿王さまは無む茶ちや苦く茶ちやだが、無意味なことはしない。常識だとか、良識なんてものを無視した上で、最短距離を行こうとする。だから馬鹿に見える」

　その人物評は魔術師たちに驚きを与えたらしく、動揺が一瞬、静まった。

「神性機巧を支配下に置いたなら、婆さまの力なんぞ借りねえで、自分でここを狙い撃つだろう。試し撃ちしたくてたまらないだろうしな。そうしなかったのは……」

　静けさの中、皆が雷真を見ている。雷真は顔を上げ、はっきり言った。

「神性機巧の制御に失敗した」

　口に出してみると、それはいかにも真実に思えた。雷真は確信を得て、

「だから攻めてきたんだ。あいつはこっちに『動かないでくれ』と言ってる！」

　教父は感心したようにうなずき、さらに続きをうながした。

「では、こちらはどうするべきでしょう？」

「決まってる、神性機巧を貰もらう。今なら、あれは奪える！」

　その途端、高らかな笑い声が響いた。

　巨大な骸骨のてのひらで、黒くろ薔ば薇らセフィラが笑っている。

「ほほほ！　やっぱりおまえ、愉快な子どもですわ！」

　口元を手で隠し、妖艶な笑みを見せる。

「年寄りどもが辛気臭い顔で『退路』を捜しているときに、おまえは奪うと言い切った。何とも痛快ではありませんの。口だけの子どもは嫌いですけれどね？」

　釘くぎを刺すように言う。そんな魔女を、雷真は笑って見返した。

「ああ、ぜひ見ててくれ。俺おれが神性機巧を分捕るところをな」

　大胆不敵な言いざま。確かに、自分でも痛快に思える。

　苦笑まじりのロキも、潤んだ瞳のシャルも、小こ紫むらさきも、硝しよう子こさえも、こんな自分を望んでいてくれたのだろう。彼らの眼まな差ざしは期待に燃え、夏の日差しのように熱い。それが雷らい真しんに力を与え、『できる』と思わせてくれるのだ。

　雷真の自信に引っ張られ、萎えかけていた礼拝堂の士気が再び高まり始めた。




　この夜、夜会の幕は下りた。

　その代わりに、ここから、反撃の狼煙のろしは上がる──
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